
北海道立埋蔵文化財センター

平成２３（２０１１）年度

ISSN１３４５－６７４１

ー

３

３

１
１

年報１３



北海道立埋蔵文化財センター

平成２３（２０１１）年度

年報１３



口絵

▲重要遺跡確認調査 斜里朱円周堤墓群Ａ号周堤墓 北西→

▲重要遺跡確認調査 斜里朱円周堤墓群Ｂ号周堤墓 西→



目 次

１ 設置の目的 …………………………………………………………………………………………… １

２ 沿 革 …………………………………………………………………………………………… １

３ 施設の概要 …………………………………………………………………………………………… １

� 工 期 …………………………………………………………………………………………… １

� 面 積 …………………………………………………………………………………………… １

� 組 織 図 …………………………………………………………………………………………… ２

� 職員名簿 …………………………………………………………………………………………… ２

４ 調査研究事業の概要 ………………………………………………………………………………… ２

� 重要遺跡確認調査 ………………………………………………………………………………… ２

� 研修・情報収集 …………………………………………………………………………………… ７

ａ 平成２３年度全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会総会

ｂ 文化財保存修復学会第３３回大会

ｃ 第２回文化財写真技術研究会

ｄ 平成２３年度全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会研修会

ｅ 平成２３年度全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会 北海道・東北ブロック会議

ｆ 平成２３年度全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会第２回役員会

� 埋蔵文化財に関する調査研究

ａ 保管出土品を活用した研究「保管遺物の材質、原産地等についての整理 ２」 ………１２

� 分析・鑑定・保存処理等 ……………………………………………………………………………１４

ａ 分析・鑑定

� 市町村教育委員会支援 ………………………………………………………………………………１４

ａ 指導・協力等

ｂ 委員会等出席依頼

ｃ 埋蔵文化財担当職員現地研修会

ｄ 埋蔵文化財担当職員研修会

５ 収蔵保管事業の概要 ……………………………………………………………………………………１８

� 収蔵資料目録 …………………………………………………………………………………………１８

６ 普及・啓発事業の概要 …………………………………………………………………………………２０

� 展示活動 ………………………………………………………………………………………………２０

ａ 常設展示「掘り出された北の歴史」

ｂ 企画展示

①「わかる考古学 ６ ―縄文生活体験ひろば―」展

②「北海道遺跡百選 ４

発掘された縄文の円―北の大地に描かれたサークル―」展

③財団法人北海道埋蔵文化財センター平成２２年度発掘調査成果展

④世界遺産をめざす北の縄文展

� 資料の特別利用等 ……………………………………………………………………………………２５

ａ 特別利用一覧

ｂ 模写品等使用承認一覧



ｃ 資料貸出承認一覧

� 考古学教室 ……………………………………………………………………………………………２７

ａ 考古学入門講座―遺跡へ行ってみよう―

ｂ ガラス玉づくり

ｃ 模型で学ぶ縄文の家づくり

ｄ 石器づくり

ｅ 拓本講座

� こども考古学教室 ……………………………………………………………………………………２８

ａ 親子ガラス玉づくり

ｂ 夏休み親子考古学教室 第１回・第２回

ｃ 写生会「ビビちゃんと描く縄文の世界」

ｄ 冬休み縄文生活体験ひろば

ｅ 冬休み親子写真撮影会

ｆ 冬休み親子考古学教室 第１回・第２回

� 市町村出前講座 ………………………………………………………………………………………２９

ａ 事業目的

ｂ 事業内容

ｃ 実施市町村一覧

� 講演会・報告会 ………………………………………………………………………………………３１

ａ 財団法人北海道埋蔵文化財センター平成２２年度発掘調査報告会

ｂ 秋季講演会 「文化財を守り、伝える喜びとむずかしさ」

ｃ 冬季講演会 「北海道埋蔵文化財行政の黎明期 旭川市」

� 教育連携講座 …………………………………………………………………………………………３２

� 共催・協力など ………………………………………………………………………………………３２

ａ 財団法人北海道生涯学習協会 「ほっかいどう学」かでる移動講座

ｂ 北海道文化財保護協会 「子どもの文化財愛護推進事業」

ｃ 講師派遣

�周辺施設との連携 ………………………………………………………………………………………３４
ａ 文京台地区道立教育３施設連携

ｂ あつまれ！森林公園スタンプラリー２０１１

ｃ 野幌総合運動公園運営連絡協議会

ｄ かるちゃるnet（文化施設連絡協議会）

７ 利用状況など ……………………………………………………………………………………………３６

� 入館者数一覧 …………………………………………………………………………………………３６

	 団体利用者対応 ………………………………………………………………………………………３７

� 実習等 …………………………………………………………………………………………………３８

８ 図 書 資 料 ………………………………………………………………………………………………３９

� 購入図書一覧 …………………………………………………………………………………………３９

	 受領刊行物一覧 ………………………………………………………………………………………３９

９ 講演会要旨 ………………………………………………………………………………………………４５

� 秋季講演会 「文化財を守り、伝える喜びとむずかしさ」（田辺征夫 氏）…………………４５

	 冬季講演会 「北海道埋蔵文化財行政の黎明期―旭川市―」（斉藤 傑 氏）………………５３



２階平面図
整理作業室

整理作業室

一般収蔵庫

機械室

事務室

所長室

特別
収蔵庫

特別
収蔵庫

研修室

機械室

１ 設置の目的
北海道には貴重な埋蔵文化財が数多く発見され

ており、これらの埋蔵文化財の保護、保存・活用

を図るため、調査研究を行なうとともに、出土文

化財等の収蔵保管、展示公開並びに文化財保護思

想の普及啓発を図る総合的な機能を有する道立の

埋蔵文化財センターを設置する。

２ 沿 革
平成７年

３月 北海道立埋蔵文化財センター（仮称）基

本構想策定

平成８年

９月 本館基本設計完了

平成９年

３月 本館実施設計完了

１０月 本館建設工事着手

１２月 別館（整理作業所）基本設計完了

平成１０年

３月 別館（整理作業所）実施設計完了

９月 別館（整理作業所）建設工事着工

平成１１年

３月 本館建設工事竣工

４月 北海道立埋蔵文化財センター開設

８月 別館（整理作業所）建設工事竣工

１１月 一般公開

３ 施設の概要
� 工 期
［本館工事］ 平成９年１０月３１日着工

平成１１年３月１８日竣工

［別館工事］ 平成１０年９月１０日着工

平成１１年８月１８日竣工

［外構工事］ 平成１１年７月２８日着工

平成１１年１２月１０日竣工

� 面 積
［敷地面積］ １８，５９９．５０㎡

［延床面積］

本 館：５，０６３．０２㎡（鉄筋コンクリート造・２階

建）

別 館：２，０８１．８０㎡（鉄筋造・３階建；整理作業

所）（渡り廊下含む）

［部屋別面積］

本館１階

調査研究室（２５３㎡）

保存科学室（１６７㎡）

観測・計測室・修復室（４７㎡）

金属製品処理室（３１㎡）

分析室（４８㎡）

実験室（５３㎡）

撮影室・暗室（１０５㎡）

図書室（１７７㎡）

一般収蔵庫（３９９㎡）

展示収蔵庫（３２１㎡）

展示室（３１０㎡）

本館２階

所長室（４７㎡）

事務室（２４１㎡）

特別収蔵庫（２２７㎡）

研修室（１９６㎡）

一般収蔵庫（３１９㎡）

別館１階：整理作業室（５２０㎡）

別館２階：整理作業室（５４０㎡）

別館３階：整理作業室（２２０㎡）
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４ 調査研究事業の概要

� 重要遺跡確認調査
１ 重要遺跡確認調査

北海道立埋蔵文化財センターでは、北海道教育

委員会において、北海道史をたどる上で重要と考

えられる遺跡について重要遺跡確認調査を実施し

てきた。

これまでに平成１２年度に小樽市・余市町所在の

西崎山ストーンサークル、平成１３・１４年度に奥尻

町青苗砂丘遺跡、平成１５・１６年度に恵山町（現函

館市）恵山貝塚、平成１７～２１年度には幌延町・豊

富町に所在する音類竪穴群で実施した。

平成２２年度、北海道立埋蔵文化財センター指定

管理業務２期目にあたり、「重要遺跡確認調査に

ついて」（平成２２年８月９日付教文ス第１３６２号）

が北海道教育委員会から通知された。その「平成

２２～２５年度重要遺跡確認調査実施要領」により、

平成２２・２３年度は斜里町朱円周堤墓（道指定史

跡：指定名称「斜里朱円周堤墓及び出土遺物」）、

平成２４・２５年度は芦別市野花南周堤墓群（道指定

史跡：指定名称「野花南周堤墓群」）が重要遺跡

確認調査対象遺跡として示された。

２ 斜里朱円周堤墓の調査

本年度は昨年度に続いて斜里町斜里朱円周堤墓

の調査を行った。

昨年度は史跡指定範囲内の測量調査、斜里町立

知床博物館、旭川市博物館での資料調査を行った。

特に知床博物館の資料については当センターにお

いて写真撮影や分析・鑑定などの資料化を行っ

た。

今年度は主に測量調査、資料調査の継続と写真

職 名 氏 名 職 名 氏 名 職 名 氏 名
所 長 坂本 均 総務部長 中田 仁 第１調査部長 千葉 英一
副 所 長 松本 昭一 総務課長 葛西 宏昭 普及活用課長 鎌田 望
副 所 長 畑 宏明 総務課主査 小杉 充 普及活用課主査 藤本 昌子

総務課参与 北浦 満 普及活用課主査 倉橋 直孝
総務課参与 前田 克己 普及活用課主査 藤井 浩
会計課長 �田 千秋 第１調査課長 田口 尚
会計課主任 中村 貴志 第１調査課主査 花岡 正光

第１調査課主任 吉田裕吏洋

� 組織図

� 職員名簿

総務課�
総務部長�

会計課�
所長� 副所長� 副所長�

普及活用課�
第１調査部長�

第１調査課�

２



斜里朱円周堤墓の位置 ※この図は国土地理院五万分の一地形図「斜里」から作成した。

３



斜里朱円周堤墓トレンチ設定図 ※平成２２年度地形測量により作成した。

４



撮影、発掘調査を行った。なお、詳細な成果につ

いては本年度末刊行の報告書に掲載する。ここで

は概要のみをまとめた。

３ 調査要項

対象遺跡：斜里町 斜里朱円周堤墓

（道教委登載番号Ｉ�０８�３８）
所在地：斜里郡斜里町朱円西７６番地１

面積：１４５８１㎡（指定範囲面積）

１９２㎡（発掘調査面積）

期間 平成２３年５月３０日～６月１７日（発掘期間）

４ 写真撮影等（現状の記録）

遺跡及び遺構の現状を記録するために、写真撮

影などを行った。

【空中写真】

ラジコンヘリによる空中写真の撮影を行った

（�シン技術コンサル委託）。斜里岳や海別岳な
どをふくめた遺跡周辺の俯瞰写真、Ａ号、Ｂ号周

堤墓及び各配石遺構の俯瞰、垂直写真を撮影した。

【高所作業車による撮影】

周堤墓及び各配石遺構の発掘調査前の現状と発

掘調査時の状況について、高所作業車を用いての

俯瞰撮影を行った（口絵）。

【境界の明確化】

史跡指定範囲境界杭の打設（網走市�藤原工産
委託）を行った。既設杭３か所を再測量し、２か

所を新設した。

５ 資料調査

昨年度に引き続き、知床博物館資料についての

資料化作業と現地において昭和２３・２４年の調査時

についての聞き取り調査を行った。

【知床博物館資料】

遺物の写真撮影や図化などを継続して行った。

また、繊維製品、漆製品及び赤色顔料の鑑定、人

骨、歯の含有コラーゲンによる放射性炭素年代測

定を行った。

【聞き取り調査】

斜里町在住で、昭和２３・２４年に河野広道氏の発

掘調査に参加された河村淳史氏から聞き取りを行

うことができた。当時の遺構の保存状況、発掘調

査の様子、その後の周堤復元について聞くことが

できた。

６ 発掘調査

発掘調査は基本土層の調査とトレンチ調査によ

り行った。基本土層の調査により史跡指定範囲内

の土層堆積状況を把握し、トレンチ調査により、

Ａ号、Ｂ号周堤墓、及びこれに伴う各配石の保存

状況を確認した。

【基本土層の確認】

Ｘ＝１４０・１６５・１９０・２１５・２４０とＹ＝９０・１５・

４０・６５ラインの交点１８か所、１ｍ角を掘り下げて

確認した（基本土層坑）。

基本層序として、上から表土層（耕作土）、黄

褐色軽石層（摩周岳ｂ５軽石層、約１０００年前降下

とされる）、黒褐色土層、暗褐色土層（遺物包含

層）、黄褐色ローム質土層、黄橙色軽石層（基底

層）を確認した。

調査範囲の大半に黄褐色軽石層（摩周岳ｂ５）

が分布することが明らかになったため、縄文遺構

の保存状態を判断する基準とした。

また、土層坑のうち３か所で遺構と思われる部

分を確認した。（１４０�４０区・１３９�６５区・２１５�４０区）
なお、土層坑において年代の鍵となる摩周岳ｂ

５パミスなどのサンプルを採取した。

【トレンチ調査】

Ａ号、Ｂ号周堤墓を対象に、Ⅰ，Ⅱ，Ⅲトレンチ

とサブトレンチ１，２，３を設定した。

（Ⅰトレンチ）：Ａ号周堤墓を南北方向に切る。

全長３２ｍ、幅１ｍ内を表面精査、内５０�幅を黄褐
色ローム質土層まで確認した。

（Ⅱトレンチ）：Ｂ号周堤墓を南北方向に切る。

全長４０ｍ、幅１ｍ内を表面精査、内５０�幅を黄褐
色ローム質土層まで確認した。

（Ⅲトレンチ）：Ａ号周堤墓、Ｂ号周堤墓の中心

を結び、両周堤墓を東西方向に切る。全長９０ｍ、

幅１ｍ内を表面精査、内５０�幅を黄褐色ローム質
土層、黄橙色軽石層まで確認した。

（サブトレンチ）：Ａ号周堤内の配石にかかる。

１，２，３の３箇所を設定。全長計４０ｍ、幅７５�を
表面精査し、内、幅２５�を黄褐色軽石層（摩周ｂ
５）まで確認した。

【トレンチ調査の結果】

Ａ号Ｂ号両周堤墓において、現周堤が１９４９年調

査後の復元であることを確認した。また、周堤墓

の構築面（竪穴底面）及び縄文時代の周堤と思わ

れる盛土、掘りあげ土の堆積を確認した。

（Ⅰトレンチ）

Ａ号周堤墓の竪穴底面（黄褐色ローム層を掘り

込む）と周堤を確認した。

５



（Ⅱトレンチ）

Ｂ号周堤墓の竪穴底面（黄褐色ローム層を掘り

込む）と周堤を確認した。

（Ⅲトレンチ）

Ａ号、Ｂ号両周堤墓の底面と周堤を確認した。

また、両周堤墓間に位置する３０�１９０区付近で何ら
かの遺構の掘りあげ土と思われる堆積を確認し

た。さらにＢ号周堤墓１号配石内にて１９４９年調査

時の痕跡と思われる落ち込みを確認した。

（Ａ号周堤墓サブトレンチＡ１）

配石１２，１３，１４周辺は暗褐色土層が残る。

（Ａ号周堤墓サブトレンチＡ２）

配石４，５，６，７周辺は暗褐色土層、西側は撹

乱層である。

（Ａ号周堤墓サブトレンチＡ３）

配石１，２，３周辺は暗褐色土層、西半部分は摩

周ｂ５軽石層が残る。

（出土遺物）

配石に伴うものと思われる礫は実測し、現状保

存とした。基本土層坑、トレンチ内より土器片４２

点が出土した。いずれも縄文時代後期のものと考

えられる。

【原状復帰作業】

基本土層坑については、土嚢袋等を用いて底面

を養生したうえで埋め戻しを行った。

トレンチについては、現周堤付近においては土

嚢を用いた養生を施したうえで埋め戻しを行っ

た。その他のトレンチ内は底面、壁面を養生した

うえで埋め戻しを行った。また、トレンチ内で確

認された礫や焼土などは特に土嚢などを用いて養

生を行った。

７ 関連事業

現地説明会を斜里町立知床博物館と共同で平成

２３年６月１１日（土）に実施した。参加者は５０名で

あった。

また、調査期間中には知床博物館の引率で斜里

町内教職員研究会、教職員初任者研修、斜里町立

朱円小学校や朝日小学校などの遺跡見学があっ

た。

▲Ⅲ－５区北壁土層断面 西南→ ▲Ａ号周堤墓中央サブトレンチ調査 南東→

▲Ａ号周堤墓北側サブトレンチ調査 東北→ ▲Ａ号周堤墓埋め戻し完了 南東→
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� 研修・情報収集
ａ 平成２３年度全国公立埋蔵文化財センター連絡

協議会総会

期 日：５月２６日（木）～５月２７日（金）

会 場：長野県長野市松代町西寺尾１３７２�１
信州松本ロイヤルホテル

参加者：所長 坂本 均、総務課参与 前田克己

内 容：５月２６日（木）は総会、５月２７日（金）

は視察見学を行った。

協議事項

議事１ 新規会員の加入について

八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館（平成２３

年４月１日付入会申請）及び静岡県埋蔵文化財セ

ンター（平成２３年４月２２日付入会申請）より入会

申請があり、役員会で了承し、総会で承認された。

議事２ 平成２２年度事業報告について

平成２２年度総会の開催等について事務局から報

告があり、承認された。

ア 総会の開催

５月２７日（木）～２８日（金）、山口県山口市

３６機関、５６名出席

イ 研修会の開催

１０月７日（木）～８日（金）、宮城県多賀城市

２５機関、４２名出席

テーマ「発掘調査からみた古代地方都市の諸要

素」

ウ 役員会の開催

第１回：５月２７日（木）、山口県山口市

第２回：１１月５日（金）、東京都

エ 機関誌の発行

「公立埋文協会報」第４５・４６号を発行

オ 文化庁への要望活動

平成２２年９月３０日

カ その他

「発掘された日本列島２０１０展」への協力

議事３ 平成２２年度収支決算について

平成２２年度収支決算について、事務局から報告

があり、承認された。

議事４ 監査報告

平成２３年度第１回役員会に先立ち、平成２２年度

収支決算を監事による監査が行われ、適正に執行

していることが報告された。

議事５ 新規加盟組織の勧誘について

各ブロック監事に基礎調査を実施するととも

に、未加入機関及び各都道府県教育委員会に対し

加盟案内の通知・依頼を行った旨、報告があった。

議事６ 発掘された日本列島２０１１展について

文化庁より展示解説の依頼があり、全埋協と協

力し解説員を配置した旨、報告があった。

議事７ 役員改選について

平成２３・２４年度役員について、事務局から提案

があり、原案の通り承認された。

会長・奈良県立橿原考古学研究所長 菅谷文則

なお、当センター所長が副会長に選出された。

議事８ 平成２３年度事業計画（案）について

事務局から提案があり、原案のとおり承認され

た。

議事９ 平成２３年度収支予算（案）について

事務局から提案があり、原案の通り承認された。

議事１０ 平成２４年度総会・役員会及び研修会開催

地について

「総会及び第１回役員会は、三重県」・「研修

会は、北上市」・「第２回役員会は、近畿ブロッ

ク会長職機関」が開催機関となることについて、

承認された。

議事１１ その他

岩手県より東日本大震災の被災地状況につい

て、映像による詳細な報告があった。

講演

文化庁文化財部記念物課主任文化財調査官 禰

宜田佳男氏から、「埋蔵文化財行政の現状と課題」

と題しての講演があった。

１点目は、国土交通省の会計検査院の指摘につ

いて

「職員費用の負担」・「発掘調査報告書のあり

方」・「今後の課題」について、文化庁の考え方

を説明している。いずれ、関係機関の担当者会議

を開催し、誤解の無いよう指導するとのことで

あった。

２点目は、東日本大震災に伴う埋蔵文化財の取

扱いについて

二つの通知を出している。市町村、地区によっ

て災害復興、復旧の考え方が違っている。発掘調

査の時期は読めないが、今後、保護行政について

関係機関と協議していくとのことであった。

３点目は、埋蔵文化財保護行政の基本となる発

掘調査のあり方について

文化庁文化財部記念物課（監修）「発掘調査の
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手引き」の紹介、発掘調査の「管理」と「監理」

について、昨年２名の死亡者を出していることを

再認識するよう指導があった。

特別講演

演題 「積石塚古墳研究の方法と課題－長野市

大室古墳群の所見から－」

大塚初重氏（明治大学名誉教授）から、明治か

ら平成までの大室古墳群に関する研究史・調査歴

について、講演があった。

視察見学

総会の翌日、国指定史跡「大室古墳群」、「松代

城址」、「旧文武学校」、「新御殿跡（真田邸）」を

視察、その後「真田宝物館」の視察を行った。

ｂ 文化財修復学会第３３回大会

日 時：６月３日（金）～６月５日（日）

会 場：奈良県新公会堂

主 催：一般社団法人文化財保存修復学会

後 援：奈良県教育委員会／奈良市教育委員会／

一般財団法人奈良県ビジターズビュー

ロー

参加者：第１調査部第１調査課長 田口 尚

内 容：

６月３日（金）

第３３回大会の関連イベントとして展覧会観覧、

文化財関連施設・現場の見学ツアーが企画され

た。Ａ．大和文華館、Ｂ．奈良文化財研究所、Ｃ．

橿原考古学研究所・橿原考古学研究所附属博物

館、Ｄ．元興寺文化財研究所、Ｅ．宮内庁正倉院

事務所、Ｆ．法相宗大本山興福寺、Ｇ．奈良国立

博物館のご厚意により、６月３日（金）の午後に

Ａ～Ｆの６コース、４日（土）昼休みにＧコース

の見学ツアーが実施された。

Ｂコースに参加し、奈良文化財研究所 平城宮

跡資料館入口前に集合の後、研究所にある保存科

学施設の見学に参加した。施設では各種文化財用

に対応したＸ線ＣＴや蛍光Ｘ線分析装置などの文

化財専用の非破壊検査装置について説明を受け、

保存処理機器として超大型真空凍結乾燥機などを

見学した。あわせてリニュアルした平城宮跡資料

館、平城京遷都１３００年祭に合わせて復元された大

極殿を見学した。

６月４日（土）

口頭発表はセッションⅠ～Ⅴに分けられ、１７件

の発表があった。ポスターセッション：５９件の発

表があり、午後に７０分間の解説時間が設けられた。

口頭発表では「奈良国立博物館おける無線ＬＡ

Ｎ温湿度モニタリングシステム・新展示ケース導

入の経緯と成果」谷口耕生（奈良国立博物館）ほ

かでは、正倉院展等の多数の入館者が展示ケース

内の温湿度や館内空調に大きな影響を与えている

ことや「テラヘルツ分光イメージングによる高松

塚古墳壁画の漆喰の状態調査」高妻洋成（奈良文

化財研究所）ほかなどが興味深かった。

ポスター発表では「近赤外線デジタル撮影によ

る顔料の大別」土師広（東京藝術大学大学院）、「モ

ノクローム写真をもとにした絵画の色材推定に関

する基礎的検討」吉田直人（東京文化財研究所）

ほか、「劣化した漆塗膜の耐熱性と加熱作業が経

年変化に与える影響�」大西智洋（目白漆芸文化
研究所九州支部）ほかが将来的な活用や研究の基

礎データとして期待できる発表であった。

６月５日（日）

口頭発表はセッションⅥ～Ⅷに分けられ、１０件

の発表があった。ポスターセッション：６１件の発

表があり、午後に７０分間の解説時間が設けられた。

口頭発表に先だって、文化庁から「東北地方太

平洋沖地震被災文化財等救援事業（文化財レスキ

ュー事業）について」と題して、太平洋沖地震文

化財等救援事業（文化財レスキュー事業）の説明

がなされた。

事業目的は、被災した文化財を緊急に保全する

ことと、今後の建造物損壊と撤去に伴う我が国の

貴重な文化財等の廃棄・散逸を防止することにあ

る。社寺や博物館・美術館・資料館などの保存・

展示施設の倒壊や倒壊の恐れ等により、緊急に保

全措置を必要とする文化財等の救出・応急措置を

行い、各県内また周辺都府県の博物館等保存機能

を有する施設で一時保管を行うものである。

事業は東京文化財研究所に事務局を設置し、国

立文化財機構、文化財・美術関係団体等と連携を

とりながら実施されている。さらに現状で把握で

きている被災文化財の一覧、実際のレスキュー事

例として宮城県石巻市文化センターが紹介され

た。

文化財レスキューは水や電気の無い状況で多く

のボランティアの協力を得て行われ、まさに人海

戦術である。救援にかかわる関係者、関係諸機関・

８



諸団体にさらなる協力と情報提供をもとめた。

口頭発表では「文化財指定建造物における用材

樹種調査（Ⅲ）清水寺・北総門などを事例として」

横山操（京都大学生存圏研究所）、「高台寺蒔絵に

おける金粉の分析」下出祐太郎（京都工芸繊維大

学）が今後の建造物や遺構調査の参考となった。

ポスター発表では「ニレの樹皮を用いた木屎の

利用について」岡田文男（京都工芸造形大学）、「文

化財分野におけるデジタルエックス線撮影の現状

と課題」荒木臣紀（名古屋工業大学大学院）他な

どが今後の漆器分析や各方面でＸ線フィルム撮影

からデジタル撮影に移行が進められている状況下

で興味深いものであった。道内の発表者では、昨

今の博物館ＩＰＭ活動に関連して「糸状菌の防

除・発生抑制効果確認に関するモニタリング技術

についての検討」杉山智昭（北海道開拓記念館）

ほかの発表があり、当センター収蔵保管の木製品

についても、保存処理後のモニタリングや返却時

の安全性を検討する上で考慮が必要と思われた。

ｃ 第２回文化財写真技術研究会

期 日：７月１日（金）～７月２日（土）

会 場：奈良県奈良市登大路町５０番地

奈良国立博物館

参加者：第１調査部第１調査課

主任 吉田裕吏洋

内 容：奈良国立博物館東新館講堂で、７月１日

は総会・研究会Ⅰ、７月２日は研究会Ⅱ

が行われた。

総 会

議案１号 平成２２年度事業報告

編集委員会・普及委員会・白黒部会・デジタル

部会の各部会から平成２２年度活動報告が行われ

た。

議案２号 平成２２年度会計報告

事務局より平成２２年度決算報告と、監事からの

会計検査結果報告がなされた。

議案３号 幹事変更・部会活動の整理統合・今後

の部会活動について

幹事変更について提案があり承認された。デジ

タル化が進む中、白黒部会・デジタル部会の活動

内容について統合を前提とした整理を行いたいと

の提案がなされた。活動内容に関しては今後検討

するとの説明がなされ了承された。

議案４号 平成２３年度事業説明ついて

色評価用フィルター配布案と文化財写真レスキ

ュー活動案についての説明がなされ了承された。

議案５号 平成２３年度予算案

事務局より平成２３年度予算案についての提案が

あり承認された。

議案６号 平成２３年度新入会員紹介

個人会員３名の紹介があった。

研究会Ⅰ 写真の本質を改めて考える

「写真回帰」 宮田 公佳（国立歴史民俗博物

館）

画像工学の専門家の視点からの“写真とデジタ

ル写真”についての講演がおこなわれた。

写真とは空間の射影を行うツールであり、空間

情報や色彩情報、撮影環境や撮影意図も一緒に記

録することができる。情報を記録するツールであ

るが、情報量（画素数など）を増やしても画質が

向上するとは限らず、デジタル化されたからと

いって、基本的な写真の知識や撮影技術が必要で

あることには変わらない。

文化財において重要な概念はオリジナルである

ことであり、コピーなしでは成立しないデジタル

社会ではオリジナリティが希薄化している。デジ

タル化の課題として、画像データのオリジナル性

を証明できる方法の確立が必要である。

上記のような講演のまとめとして、銀塩からデ

ジタルへとハードの移行はあるものの“写真”で

あることには変わりないと述べられた。

研究会Ⅱ デジタル文化写真の本格運用

文化財写真を取り巻く環境①～③

地方公共団体の事例として富樫孝志（静岡県埋

蔵文化財センター）・景山和也（金沢市埋蔵文化

財センター）・桾木啓太（財団法人広島市未来都

市創造財団）の３氏により各機関の撮影業務実例

の発表が行われた。

実情は３組織とも似ており、銀塩カメラ機材に

ついては、大判カメラから３５�まで整備されてお
り、撮影も銀塩が中心となっている。

デジタル化については移行の必要性についての

認識はあり、銀塩の衰退が進む現状への焦燥感も

あるが予算の壁に阻まれて、デジタルカメラ機材

の整備にまでいたっておらず、結果、個人所有の

デジタル一眼カメラやパソコンを持ち出して業務

を行っている実態が発表された。
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機器要求の基礎となりうる“デジタル機器整備

の標準”の制定の要求がなされた。

文化財写真を取り巻く環境④

伊藤雅和（株式会社アーキジオ）

民間発掘調査機関の事例発表となった。撮影業

務に関しては銀塩での撮影がメインの仕様が多

く、デジタルに関しては仕様にバラつきがみられ

る傾向が多いことが述べられた。現有機材での対

応が不可能な場合は、機材を購入しての対応とし

ているが、銀塩機材に関しては生産終了となって

いるものも多く仕様書通りの機材での対応が困難

な場合も多く、デジタル機材に関しては、製品の

スペック向上とともに仕様書での要求スペックも

向上しており、それに合わせて機材の更新を頻繁

に行わないとならない現状の発表がなされた。

ある程度の仕様の統一性が必要で、前での発表

と同様に“デジタル機器整備の標準”の存在が必

要との要求がなされた。

文化財写真を取り巻く環境⑤

岡田 愛（奈良文化財研究所）

奈良文化財研究所の事例発表となった。奈良文

化財研究所では、発掘現場で調査員が撮影する調

査経過記録写真も３５�カラーリバーサルフィルム
からデジタルカメラへと変更しているなど、年々

デジタル写真の占める割合が増加する傾向が述べ

られた。

発掘現場においては大判フィールドカメラをメ

インとしてデジタル一眼レフをサブとしている。

遺物撮影では大判ビューカメラを基本としている

が、重要な遺物の俯瞰撮影においては、銀塩カメ

ラでは本体での作業手順が多く機材などの落下の

危険性がある為、デジタルバック方式のカメラを

使用し、パソコンでの遠隔操作による撮影を行っ

ている。俯瞰撮影においてはライブビュー機能の

使用により作業時間の短縮がはかれること、木簡

の赤外線撮影ではデジタル撮影が有効であること

が述べられた。

デジタルデータを保存するサーバーの設置や

データを管理活用するデータベース構築について

の事例発表も行われた。

文化財写真を取り巻く環境⑥

佐々木香輔（奈良国立博物館）

奈良国立博物館の事例発表となった。タングス

テンライト用フィルムやモノクロポラロイドフィ

ルムの製造中止に伴い、２０１０年から完全デジタル

化へ移行した。

完全デジタル化において重要となるのは、保

存・保管であるが、画像データはＲＡＩＤ１に設

定された画像専用のハードディスクで保存し、温

湿度の変化の少ない環境での保管を行っている。

ハードディスクには寿命があるため、一定期間ご

とにデータを新しいハードディスクに更新をおこ

なっている。デジタル画像は原則的にＡ４サイズ

プリントでの保存も行っているとの発表がなされ

た。

ｄ 平成２３年度全国公立埋蔵文化財センター連絡

協議会研修会

期 日：１１月１７日（木）～１１月１８日（金）

会 場：岡山県倉敷市ホテル日航

参加者：第２調査部第３調査課主査 廣田良成

内 容：１１月１７日（木）は、倉敷市ホテル日航で

研修を行った。１１月１８日（金）は倉敷市

内の関連施設視察及び貝塚の見学を行っ

た。

特別講演 「倉敷とその周辺の縄文貝塚」

�倉敷考古館学術顧問である間壁忠彦氏によ
り、倉敷とその周辺の貝塚の分布、立地、調査歴

などについて講演が行われた。この地域の貝塚は

大正時代から調査が行われているため学史上でも

重要な遺跡が多い。大きな特徴は人骨の出土が多

い点、出土土器が吉備地域の縄文土器の標識遺跡

になっている点である。

事例報告１

「佐賀市東名遺跡からみた縄文早期の生活スタイ

ル」

佐賀市教育委員会の西田 巌氏により、東名遺

跡について報告が行われた。遺跡の大きな特徴は、

低地の貝塚や貯蔵穴から動植物性遺物が良好な状

態で出土したことである。特に貯蔵穴から堅果類

が編みかごに入った状態で出土している点が注目

される。

事例報告２

「岡山市彦崎貝塚から見た内湾での暮らしぶり」

岡山県教育委員会の田嶋正憲氏により、岡山市

域の南部に位置する彦崎貝塚について報告が行わ

れた。彦崎貝塚は昭和２３年以降断続的に調査が行

われた遺跡で、平成２０年に国指定史跡となった。
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時期は縄文時代前期が中心で、大規模な貝塚・居

住域・墓域の計画的な配置がみられる点が特徴で

ある。

事例報告３

「千葉県の大型貝塚－近年の研究事例と活用の可

能性」

千葉県教育振興財団の西野雅人氏により、千葉

県内の大規模貝塚の分布や特徴などの概要につい

て報告が行われた。また、千葉県有吉北貝塚を調

査例として、貝塚からわかる食料資源の利用状況

について具体的な説明が行われた。

視察・見学

倉敷埋蔵文化財センター、倉敷考古館の視察と、

倉敷市内の福田貝塚、磯の森貝塚、船元貝塚の見

学を行った。

ｅ 平成２３年度全国公立埋蔵文化財センター連絡

協議会 北海道・東北ブロック会議

期 日：１１月２１日（月）～１１月２２日（火）

会 場：岩手県二戸市福岡字八幡下１１�１
二戸市埋蔵文化財センター

参加者：第１調査部長 千葉英一

総務課参与 北浦 満

内 容：１１月２１日（月）は、二戸市埋蔵文化財セ

ンターで会議を行った。１１月２２日（火）

は、史跡九戸城跡、二戸市埋蔵文化財セ

ンター展示室の視察を行った。

協議事項

議事１ 平成２４年度全国公立埋蔵文化財センター

連絡協議会北海道・東北ブロック会議開催機

関について

前年度のブロック会議で、今後の開催地を輪番

制で行うこととされたが、その後の東日本大震災

などもあり、来年度の開催機関について再度確認

した結果、予定どおり多賀城市埋蔵文化財セン

ターが行うことで確認された。

議事２ ブロック内の出土品の相互活用を図る在

り方について

提案県の秋田県埋蔵文化財センターから、この

会議を情報交換のみではなく、出土品を相互に優

先的に貸し出すなど便宜を図ることを合意しては

どうか、担当者同士の人と人の交流も強めてはど

うか、との提案があった。協議の結果、出土品の

貸出は、これまでもどの施設から依頼がきても当

然貸し出すことを前提として対応しているので、

そのような取り決めは必要性がないとされた。ま

た人と人の交流は、この会議も含め一層つながり

を深めていくこととされた。

照会事項

以下のア～エの事項について、照会機関の趣旨

説明のあと、出席機関から回答内容の補足説明な

どがあり、理解を深めた。

ア 震災対応の職員派遣の考え方について

（照会機関：秋田県埋蔵文化財センター）

イ 埋蔵文化財センターへの指定管理者制度、Ｎ

ＰＯ法人制度導入の問題等について

（照会機関：滝沢村埋蔵文化財センター）

ウ 遺物収蔵庫の防カビ・防虫等の対策について

（照会機関：青森県埋蔵文化財センター）

エ 展示施設等の運用について

（照会機関：二戸市埋蔵文化財センター）

会議出席者は、開催機関の二戸市埋蔵文化財セ

ンター４名、他機関９機関１１名であった。

ｆ 平成２３年度全国公立埋蔵文化財センター連絡

協議会 第２回役員会

期 日：１１月２２日（火）

会 場：東京都千代田区平河町２丁目６�３
都道府県会館

参加者：副所長 松本昭一、総務課長 葛西宏昭

内 容：都道府県会館において会議を行った。

協議事項

議事１ 新規加盟の勧誘について

事務局から新規加盟案内の発送について説明が

あり、協議会として案内は必要であると再確認し

た。

また、新規の機関が設立されるような情報を得、

設立と同時に加入できるような案内を出せない

か、事務局で案内の文案を含め検討することとし

た。

議事２ 平成２４・２５年度の役員について

事務局から、平成２４年度は、ローテーションで

決まっているので、２５年度（２６年度まで）の各ブ

ロック幹事について、平成２３年内に事務局まで報

告してほしいとの説明があり了承した。その後、

幹事の選出について、事務局と調整を行い、北海

道・東北ブロックについては、平成２４年のブロッ

ク会議で選出し報告することとした。
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議事３ 平成２４・２５年度総会・役員会・研修会に

ついて

事務局から、平成２４年度の各会議については、

既に予定されているが、本会議で再確認したいと

の説明があり、全会一致で了承した。

ア 平成２４年度総会及び第１回役員会

三重県埋蔵文化財センターの担当で、平成２４年

５月２４日（木）～２５日（金）に伊勢市内で開催の

予定。

イ 平成２４年度研修会

北上市立埋蔵文化財センターの担当で、平成２４

年１１月８日（木）～１１月９日（金）に北上市内で

開催の予定。

ウ 平成２４年役員会（秋）

平成２４年１１月に、都道府県会館を会場に開催の

予定。

エ 平成２５年度総会等

平成２５年度は役員が交代となることから未確定

要素があるが、総会を５月頃に神戸市埋蔵文化財

センターが担当で開催の予定。

研修会は１１月に京都市文化市民局文化財保護課

保護第二係の担当で開催の予定。

議事４ 会員名簿の作成方法について

事務局から、当協議会の予算が厳しく、できる

だけ軽費の削減を図るため、その一つとして会員

名簿の作成方法等について検討したいとの提案が

あり協議した結果、事務局で案を作成し、会長、

副会長機関で検討することとした。

報告事項

� 埋蔵文化財調査研究事業の充実に関する要望

活動について

事務局から平成２３年１０月１４日に、全国埋蔵文化

財法人連絡協議会とともに、文化庁長官ほかに要

望書を提出したとの報告があった。

� 会費の執行状況について

事務局から現在の収支状況について報告があっ

た。

� 会報の発行状況と発行予定について

事務局から今年度の会報の発行が遅れているこ

と、今後の発行予定について報告があった。

� 埋蔵文化財に関する調査研究
ａ 保管出土品を活用した研究

「保管遺物の材質、原産地等についての整理２」

【調査研究計画】

指定管理者第１期においては保管遺物について

の基礎的、一時的なデータの整理作業を行った。

第２期においてはこのデータ整理を継続しつつ、

新たな項目を追加し、情報を付加していくことを

計画した。

今期は、遺物の保管、保存について重要な課題

である素材・原材に着目し、材質分析及び原産地

分析に関する情報収集、集成について行った。

【情報収集・集成】

今年度も、保管遺物に関わる分析データを内容

毎に整理し、集成することから開始した。特に、

石材や黒曜石に関する原産地分析のデータを優先

して抜き出しを行った。

利用可能な分析データは�これまでに財団法人
北海道埋蔵文化財センターまたは道立センターで

行った分析のデータ、�財団センターが調査時に
依頼、委託して行った分析のもの、�道立センター
での特別利用や資料貸出の際におこなわれた分析

のものがある。

��については刊行された報告書からデータを
抜き出す作業を行い、継続中である。�について
は公表されてはいるが、対象が限られている場合

が多く、情報提供をお願いしている。

【道立センター保管遺物利用の分析】

道立センターでの特別利用や資料貸出の際の分

析で、石材、原産地に関わるものは、これまでに

キウス５遺跡出土の玉類（北海道教育大学 菅原

いよ氏・岡村聡氏）、千歳市美々３遺跡出土の石

斧（斜里町立知床博物館 合地信生氏）、千歳市

美々４遺跡、美々２遺跡、キウス４遺跡出土の黒

曜石製遺物（明治大学文化財研究施設 杉原重夫

氏、金成太郎氏）などの例がある。

【黒曜石原産地分析データの整理】

本年度も貸出、分析依頼のあった明治大学文化

財研究施設より提供のあった調査結果を整理し、

データ活用の方向性を考える材料としたい。

なお、黒曜石製遺物の原産地推定は，明治大学

文化財研究施設に設置されている「黒曜石原産地

推定システム」で行った。推定結果については情

報提供というかたちで協力をいただいた。

【キウス４遺跡 石器の原産地推定結果より】

今回測定したのは，北海道千歳市キウス４遺跡

（縄文時代早～前期・後期）から出土した黒曜石
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遺跡名 時期 測定
点数

判別
点数

名寄
系Ａ

赤石
山系

十勝
石沢
系

置戸
山系

生田
原系

所山
系

ケショ
マップ
系

旭川
系Ｂ

上士
幌美
蔓系
Ａ

赤井
川系

豊浦
系

判別
不可

キウス４
遺跡

縄 文 時 代
早・前・後期 ８０３ ６８７ ２ ９２ ４８ ３ ０ ７７ １ ２ １０９ ３５２ １ １１６

キウス９
遺跡

縄 文 時 代
早・前期 １９８ １８５ ０ ２２ １１ ０ ２ ８４ ０ ０ ７ ５８ １ １３

キウス４遺跡 石器の原産地推定結果 キウス９遺跡 石器の原産地推定結果

製遺物である。特に竪穴住居跡や土坑などの遺構

から出土したものを抜き出した。測定した遺物は

８０３点であり，原産地が判別できた遺物は６８７点で

あった。

原産地推定の結果は，赤井川地区赤井川系が

３５２点（５１．２％）と半数以上を占め，十勝地区上

士幌・美蔓系Ａが１０９点（１５．９％），白滝地区赤石

山系が９２点（１３．４％），置戸地区所山系が７７点

（１１．２％），白滝地区十勝石沢系が４８点（７．０％）

であった。他に，置戸地区置戸山系が３点，名寄

地区名寄系Ａが２点，旭川地区旭川系Ｂが２点，

ケショマップ地区ケショマップ系が１点，豊浦地

区豊浦系が１点認められた。

【キウス９遺跡 石器の原産地推定結果より】

今回測定したのは，北海道千歳市キウス９遺跡

（縄文時代早～前期）から出土した黒曜石製遺物

である。特に竪穴住居跡や土坑などの遺構から出

土したものやまとまって出土した石刃鏃を抜き出

した。測定した遺物は１９８点であり，原産地が判

別できた遺物は１８５点である。

原産地推定の結果は，置戸地区所山系が８４点

（４５．４％）と半数近くを占め，赤井川地区赤井川

系が５８点（３１．４％），白滝地区赤石山系が２２点

（１１．９％），同地区十勝石沢系が１１点（５．９％）で

あった。その他，十勝地区上士幌・美蔓系Ａが７

点，生田原地区生田原系が２点，豊浦地区豊浦系

が１点認められた。今回の分析では，生田原系の

利用が初めて確認された。生田原系は他の分析事

例でも類例がほとんどないため，重要な分析結果

である。

また，製作された石器は石刃鏃であり，その点

も注目に値する。同地区及び石刃鏃石器群につい

て分析事例を蓄積していく必要がある。

【今後の計画・目標】

今後もデータを蓄積し、遺跡調査における分析

の方針や意義、目的を考えるうえでの基礎資料と

なるようなかたちにしたいと考えている。各市町

村における文化財保護事業においても有用なデー

タベースとしたい。

石器の原産地推定結果
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� 分析・鑑定・保存処理等
ａ 分析・鑑定

＊分析結果は当該の調査報告書に掲載する。

①重要遺跡確認調査斜里町斜里朱円周堤墓火山灰

調査

期 間：平成２３年６月６日（月）～６月９日（木）

試料採取、平成２４年１月分析。

場 所：北海道立埋蔵文化財センター分析室

担当者：第１調査部第１調査課主査 花岡正光

②斜里町朱円２遺跡の火山灰調査

期 間：平成２３年６月９日（木）試料採取、平成

２４年２月 分析。

場 所：北海道立埋蔵文化財センター分析室

担当者：第１調査部第１調査課主査 花岡正光

③中川町オフイチャシ跡の火山灰調査

期 間：平成２３年１１月７日（月）～１１月８日（火）

試料採取、平成２３年１２月 分析。

場 所：北海道立埋蔵文化財センター分析室

担当者：第１調査部第１調査課主査 花岡正光

� 市町村教育委員会支援
ａ 指導・協力等

①埋蔵文化財調査への指導助言

依頼元：千歳市教育委員会

対 象：北千歳駐屯地急傾斜地対策受託事業に伴

う埋蔵文化財試掘調査において、蘭越遺跡試掘坑

で検出した墓坑内の金属製品遺物。アッテウシチ

ャシ跡の壕及び擦文期の竪穴調査。

期 間：平成２３年７月５日（火）

場 所：千歳市蘭越遺跡、アッテウシチャシ跡

担当者：第２調査部長 三浦正人

第１調査部第２調査課長 鈴木 信

内 容：冠板・小札が綴じられ鋲留めされた鎧の

一部・杏葉などの鎧関係品がまとまって出土して

いた。単品で検出できているものは簡略にアル

コールで脱水・洗浄して取り上げた。小札が綴じ

られて鋲留めされたものは、未検出部分をあきら

かにし、まとめて取り上げたほうが得策と助言し

た。金属製品なので、見えているものは取り上げ

たほうがよいと助言した。チャシ跡の壕及び擦文

期の竪穴調査については、擦文期竪穴の立地とチ

ャシの造成との関係を見る上でもトレンチ調査と

その断面観察が重要となる旨助言した。

②保存事業に係る指導

依頼元：上ノ国町教育委員会

対 象：町内出土保存事業に係る金属製品の脱塩

処理及び減圧含浸の処理方法、保存処理後の保管

方法。

期 間：平成２３年９月７日（水）～９月９日（金）

場 所：上ノ国館跡調査整備センター

担当者：第１調査部第１調査課長 田口 尚

内 容：上ノ国館跡調査整備センターにて町教委

現担当者および前任者と日程および指導内容を確

認し、その後、実務を行う作業補助員にも立ち会っ

ていただき、現在の作業手順、使用機器や作業工

程の詳細を確認した上で、保存処理工程の説明お

よび指導を行った。続いて老朽化した施設内の作

業環境や収蔵環境を確認し、現有機器の状況につ

いて説明を受けた。施設は木造の校舎を活用した

ものであるため、空調設備などは無く壁面や廊下

に隙間や補修箇所などが見られた。重要遺物等は

調湿効果のある恒温乾燥庫に保管し、それ以外は

状態に応じて金属製品保管用のエスカルフィルム

に遺物と脱酸素剤を同時封入後、発泡ウレタン製

の保冷箱を活用して温湿度の保全に努めていた。

現状では大きな問題は無いと思われるが、フィ

ルム劣化による有機性ガスの漏れや飛散した有機

溶剤などで溶ける心配があること、紫外線や高温

に弱いことなどから定期的な点検を行うととも

に、使用には充分に注意が必要であることを伝え

た。エスカルフィルムによる封入は現状でもっと

も安定した収納・保管方法である。しかし、表面

にガラスをコーティングしてガスバリヤー性を高

めているため、やや硬質であり、突起物による傷

で気密性が失われる可能性などがある。封入資料

の養生や重ね置き時に配慮を要することを伝え

た。また、脱酸素剤のインジケーターは劣化等で

効果が視認しづらいことから、青色シリカゲルを

同時封入することを勧めた。

道内の市町村としては、早い時期から自前で保

存処理を実施していたことから、金属製品の保存

処理機器は大変充実している。しかし、担当者の

異動などで、永く保守管理が行われていない機器

もあり、定期的な点検、吸排気系、フィルター、

ドレン等を確認するなどのメンテナンスを勧め

た。また、処理作業にあたってはマスク、手袋な

どの安全防護具、有機溶剤使用や粉塵に対する換
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気、薬品保管や廃棄などについて充分に注意する

ことを強く指導した。特に廃棄物については町の

有害物質取扱い基準などに従い適切に対応するよ

うに指導した。

実際の保存処理作業については、材質別の脱塩

方法や含浸用樹脂、クリーニングや乾燥方法など

の具体例を説明した。同時に木製品の保管状況を

確認し、水漬仮保管時には水表面に黒ビニール袋

などを密着させると、水の蒸発やカビの侵入・発

生を抑制できることなど簡単なアイディアと対処

を指導した。処理前後の木製品の保管方法につい

ては、保管環境を含めいくつか改善部分があるこ

とを指摘した。

その後、勝山館ガイダンス施設の資料展示状況

等を確認した。施設内は土足厳禁であり、屋外土

壌の持込みなど、汚染物質の進入に配慮がなされ

ていた。保存処理後の展示資料には多くの工夫や

配慮が見られたが、窓が大きく外光（紫外線）が

入りやすいため、紫外線カットの対策や劣化の予

想される脆弱資料について期間を設定して、定期

的に資料を入れ替えるなどの対応が望ましいこと

を伝えた。

以上、概略をまとめたが、町では予算措置など

の問題もあるが、早速、現有の機器や材料で、や

れるところから積極的に改善していくとのことで

ある。

③出土木製品の簡易保存処理と樹種サンプリング

指導及び同定作業

依頼元：厚真町教育委員会

対 象：ヲイカルマイ遺跡（厚真町字吉野）出土

木製品。

期 間：平成２４年１月２０日（金）～３月１３日（火）

場 所：厚真町埋蔵文化財整理事務所

担当者：第１調査部第１調査課長 田口 尚

内 容：まず、出土木製品の現状について電話や

メール添付画像で説明を受けた。事前にアクリル

樹脂で仮強化した遺物については、細胞組織観察

による分析や同定作業に影響がある可能性もあ

る。基本的には同定用試料サンプリングを採取し

てから遺物の特性に合った樹脂強化を行うことが

望ましいことを伝えた。

試料の状態把握が急がれることから、急遽、１

月２５～２６日に現地にて劣化状態を確認し、保存処

理方法の指導と合わせ、約３６点の試料からサンプ

ルを採取しながら実践的に指導した。今後、組織

内部の樹脂クリーニングし、樹種同定を実施する。

現地の遺物は白化した表面の樹脂をクリーニング

したのち、実測・撮影後が行われ、報告作業となる。

④金属製品の保存処理・収蔵保管方法の指導・助言

依頼元：札幌大学 埋蔵文化財展示室

対 象：３０余年前に故石附喜三男教授が行った発

掘調査資料のうち、擦文～アイヌ文化期

の金属製品。

期 間：平成２３年３月７日（月）

～平成２４年３月２３日（金）

場 所：札幌大学埋蔵文化財展示室および北海道

立埋蔵文化財センター保存科学室

担当者：第１調査部第１調査課長 田口 尚

内 容：劣化破損し、分散した金属製品を再整理

し、シール容器にシリカゲルを入れて収納した。

劣化の現状を撮影記録し、観察カードに貼付した。

また、サビ・接合・破損状況などは簡易な実測や

模式図（スケッチ）を描き細部を記録するように

指示した。観察カードの作成ができたものから随

時Ｘ線透視撮影を実施した。Ｘ線画像から内部の

劣化状況などを観察記録し、構造や材質調査の結

果をもとに、修復及び保存処理計画を作成する。

⑤資料の取り扱い及び保存処理指導

依頼元：札幌国際大学

対 象：サハリン出土の内耳土鍋など、大学博物

館所蔵資料。

期 間：平成２３年４月２２日（金）～６月１４日

場 所：北海道立埋蔵文化財センター保存科学室

担当者：第１調査部第１調査課長 田口 尚

内 容：処理に入る前に、資料を肉眼や実体顕微

鏡によって観察し、内外面や接合関係の記録を

行った。土器の劣化状況については、Ｘ線撮影に

よって構造調査を行い、細部の亀裂など確認し、

処理方法を検討した。はじめに当時の接合時のチ

ョークやテープを除去し、全体をクリーニングし

た。接合面に付着した古い接着材は当時の復元材

料記録ともなるので、劣化の著しいもの以外は除

去を最小限に止めた。

煮炊きの痕跡として残る厚く付着した炭化物は

アセトン＋パラロイドＢ７２を塗布して剥落防止し

た。全体の強化にはバインダー＃１８、アセトン＋

パラロイドＢ７２の７％溶液、キシレン＋パラロイ

ドＢ７２の７％溶液など、予め数種類の樹脂で強
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度・光沢・色調変化をテストし、もっとも自然な

状態で強化できた市販の土器強化剤のナチュラル

コートを選択し、滴下やドブ漬けで処理した。

ｂ 委員会等出席依頼

①縄文の漆複製プロジェクト第４回検討会

依頼元：ＮＰＯ法人三内丸山縄文発信の会

日 時：平成２３年５月２８日（土）

１３：００～１５：３０

場 所：ＮＰＯ法人三内丸山縄文発信の会事務局

会議室

担当者：第１調査部第１調査課長 田口 尚

②縄文の漆複製プロジェクト第５回検討会

依頼元：ＮＰＯ法人三内丸山縄文発信の会

日 時：平成２３年８月５日（金）

１３：００～１５：３０

場 所：函館市縄文文化交流センター

担当者：第１調査部第１調査課長 田口 尚

③縄文の漆複製プロジェクト 縄文の漆フォーラム

依頼元：ＮＰＯ法人三内丸山縄文発信の会

日 時：平成２４年２月１１日（土）

１３：００～１５：３０

場 所：函館市縄文文化交流センター

担当者：第１調査部第１調査課長 田口 尚

④シンポジウム「北海道における木材利用の歴史

とアイヌ文化」

依頼元：木質文化研究会

日 時：平成２４年３月１８日（土）

１０：００～１５：３０

場 所：北海道立埋蔵文化財センター ２階研修室

担当者：第２調査部長 三浦正人

第１調査部第１調査課長 田口 尚

ｃ 埋蔵文化財担当職員現地研修会

「旧石器遺跡の調査と出土資料の公開活用―遠軽

町白滝遺跡群―」

目 的：発掘調査に携わっている市町村職員を対

象に、遠軽町白滝遺跡群の事例から旧石器遺跡調

査、出土資料の公開活用について研修する。

講 師

遠軽町教育委員会 学芸員 松村愉文 氏

遠軽町教育委員会 学芸員 瀬下直人 氏

財団法人北海道埋蔵文化財センター

第１調査部第４調査課 主任 直江康雄

日 時：平成２３年９月２９日（木）

会 場：遠軽町埋蔵文化財センター

内 容

研修１：「講義；白滝遺跡群の調査」

財団法人北海道埋蔵文化財センターが行った遠

軽町白滝遺跡群の調査事例について研修を行った。

研修２：「講義；国指定史跡「白滝遺跡群」と

出土資料の公開活用」

国指定史跡「白滝遺跡群について理解を深める

とともに、国指定重要文化財「白滝遺跡群出土品」

を含めた「白滝遺跡群」出土資料の公開活用につ

いて研修を行った。

研修３：「遠軽町埋蔵文化財センター見学」

国指定重要文化財「白滝遺跡群出土品」および

「白滝遺跡群」出土資料の公開活用の例として、

７月８日にオープンした遠軽町埋蔵文化財セン

ターを見学した。

［日 程］

１１：００ 受付・オリエンテーション

研修１ 「講義：白滝遺跡群の調査」

講師：直江康雄

１２：００ 研修１ 終了・昼食

１３：００ 研修２ 「講義：国指定史跡「白滝遺跡

群」と出土資料の公開活用」

講師：松村愉文 氏

１４：００ 研修２ 終了

１４：１０ 研修３ 「遠軽町埋蔵文化財センター見学」

講師：瀬下直人 氏

１４：５０ 研修３ 終了

１５：００ 質疑応答

１５：３０ 研修終了・終了式

［参加者］市町村職員１０名、センター職員１０名

市町村出前研修参加者一覧（センター職員を除く）

氏 名 振興局 所 属
１ 田中 亮 石狩 札幌市教育委員会
２ 宮本 雅通 檜山 今金町教育委員会
３ 乾 茂年 宗谷 浜頓別町教育委員会
４ 八重柏 誠 オホーツク 美幌博物館
５ 村本 周三 オホーツク 斜里町教育委員会
６ 田代 雄介 オホーツク 斜里町教育委員会
７ 友田 哲弘 上川 旭川市教育委員会
８ 望月 迪子 上川 旭川市教育委員会
９ 大橋 毅 十勝 芽室町教育委員会
１０ 澤田 恭平 釧路 釧路市教育委員会
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ｄ 埋蔵文化財担当職員研修会

「発掘調査における自然科学的分析導入の実際」

目 的：発掘調査に携わっている市町村職員を対

象に、発掘調査における自然科学的分析導入につ

いて、専門的な研修を行う。

講 師

財団法人北海道埋蔵文化財センター

第１調査部第１調査課 主査 花岡正光

第２調査部第２調査課 主査 芝田直人

日 時：平成２３年１２月１６日（金）

会 場：北海道立埋蔵文化財センター ２階研修室

内 容

研修１：「発掘調査におけるＡＭＳ年代測定法

の現状と課題」

遺跡から出土する炭化材、炭化種子、土器付着

炭化物などを試料として用いたＡＭＳ年代測定法

は、北海道においても測定例が増加してきた。遺

跡の年代を推定するのに一定の成果を収める一方

で、従来の編年観と整合しないなどの問題点も見

られる。今回の研修では�北海道埋蔵文化財セン
ターが近年行った調査例を中心に、ＡＭＳ年代測

定法の現状と課題について検討した。

研修２：「発掘調査現場の物質科学」

発掘調査現場では、遺構・遺物以外にも、その

土地の生い立ち・構成物についての理解も不可欠

である。今回の研修では、地層の見方、テフラの

認定と対比法、土壌の見方、地形の見方などを物

質科学の観点から考え、北海道内の発掘調査現場、

自然露頭を例として解説した。

［日 程］

１０：００ 受付開始

１０：３０ 研修開始・オリエンテーション

１０：４０ 研修１ 「発掘調査におけるＡＭＳ年代

測定法の現状と課題」

講師 芝田直人

１２：００ 昼食

１３：３０ 研修２ 「発掘調査現場の物質科学」

講師 花岡正光

１５：００～１５：１５ 休憩・土層剥取り資料の観察・解説

１５：１５ 研修２ 「発掘調査現場の物質科学」

１７：００ 研修終了・解散

［参加者］市町村職員等１７名、センター職員１３名

氏 名 振興局 所 属 氏 名 振興局 所 属

１ 山 田 央 渡島 七飯町教育委員会 １０ 山 田 哲 オホーツク 北見市教育委員会

２ 木 元 豊 渡島 木古内町教育委員会 １１ 澤 田 健 上川 富良野市教育委員会

３ 塚 田 直 哉 檜山 上ノ国町教育委員会 １２ 菅 野 修 広 胆振 登別市教育委員会

４ 石 井 淳 平 檜山 厚沢部町教育委員会 １３ 川内谷 修 日高 日高町教育委員会

５ 石 神 敏 後志 小樽市教育委員会 １４ 森 岡 健 治 日高 平取町教育委員会

６ 葛 西 智 義 空知 深川市教育委員会 １５ 大 橋 毅 十勝 芽室町教育委員会

７ 乾 茂 年 宗谷 浜頓別町教育委員会 １６ 坪 岡 始 釧路 標茶町教育委員会

８ 高 畠 孝 宗 宗谷 枝幸町教育委員会 １７ 中 田 裕 香 北海道教育委員会

９ 八重柏 誠 オホーツク 美幌町教育委員会

▲埋蔵文化財担当職員現地研修会 ▲埋蔵文化財担当職員研修会

埋蔵文化財担当職員研修会参加者一覧（センター職員を除く）
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５ 収蔵・保管事業の概要

� 収蔵資料目録
出土文化財を北海道出土文化財取扱要綱（平成１３年４月１１日付け教育庁・出納局長通知）等に則して

保管し、いつでも活用できるよう管理を行い、整理作業を進めている。今年度は新たに千歳市キウス５

遺跡出土の資料を収蔵した。

シリーズ名称 発 行 年 度 報 告 書 名 所在地 遺 跡 名
掲載遺物コ
ン テ ナ 数

その他コ
ンテナ数

復元土器
個 体 数

１ 道教委 １ 昭和５２ １９７７ 美沢川流域の遺跡群Ⅰ 千歳市 美々４ ５ １４０ １
２ 道教委 １ 昭和５２ １９７７ 美沢川流域の遺跡群Ⅰ 千歳市 美々５ １ １ ０
３ 道教委 ３ 昭和５４ １９７９ 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々４ ３ １５２ １５
４ 道教委 ３ 昭和５４ １９７９ 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々５ １１ ７４ ０
５ 道教委 ３ 昭和５４ １９７９ 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々６ ２ １３ ０
６ 道教委 ３ 昭和５４ １９７９ 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々７ ７ ４２ ０
７ 北埋調報 ３ 昭和５５ １９８０ 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々４ ６ ３６５ １０８
８ 北埋調報 ３ 昭和５５ １９８０ 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々５ ３ ５０ ５
９ 北埋調報 ３ 昭和５５ １９８０ 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々６ ２ １６ ３
１０ 北埋調報 ３ 昭和５５ １９８０ 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々７ １ ４ ３
１１ 北埋調報 ７ 昭和５６ １９８１ 美沢川流域の遺跡群Ⅴ 千歳市 美々８ １ ９１ １１７
１２ 北埋調報 ８ 昭和５７ １９８２ 美沢川流域の遺跡群Ⅵ 千歳市 美々８ １ ５ ９
１３ 北埋調報 ９ 昭和５７ １９８２ ママチ遺跡 千歳市 ママチ ９ １６１ ７３
１４ 北埋調報 １４ 昭和５８ １９８３ 美沢川流域の遺跡群Ⅶ 千歳市 美々４ ９ １６６ １４３
１５ 北埋調報 １４ 昭和５８ １９８３ 美沢川流域の遺跡群Ⅶ 千歳市 美々９ １ ２ ４
１６ 北埋調報 １７ 昭和５９ １９８４ 美沢川流域の遺跡群Ⅷ 千歳市 美々４ ３ ３３ ３２
１７ 北埋調報 １７ 昭和５９ １９８４ 美沢川流域の遺跡群Ⅷ 千歳市 美々５ １ ５ ０
１８ 北埋調報 ２４ 昭和６０ １９８５ 美沢川流域の遺跡群Ⅸ 千歳市 美々２ ９ ５３ ４
１９ 北埋調報 ２４ 昭和６０ １９８５ 美沢川流域の遺跡群Ⅸ 千歳市 美々４ ５ ５７ ０
２０ 北埋調報 ２４ 昭和６０ １９８５ 美沢川流域の遺跡群Ⅸ 千歳市 美々８ １ ７ ５
２１ 北埋調報 ３５ 昭和６１ １９８６ 美沢川流域の遺跡群Ⅹ 千歳市 美々３ ２ １３ ４
２２ 北埋調報 ３６ 昭和６１ １９８６ ママチ遺跡Ⅲ 千歳市 ママチ ８ ８４ ７５
２３ 北埋調報 ４４ 昭和６２ １９８７ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅠ 千歳市 美々８ ２ ４２ ２７
２４ 北埋調報 ６２ 平成１ １９８９ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅢ 千歳市 美々３ ２ ３９ ７
２５ 北埋調報 ６２ 平成１ １９８９ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅢ 千歳市 美々８ １ ４２ ７２
２６ 北埋調報 ６９ 平成２ １９９０ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅣ 千歳市 美々３ １４ １３４ ３４
２７ 北埋調報 ６９ 平成２ １９９０ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅣ 千歳市 美々８低湿部 ０ ０ ０
２８ 北埋調報 ７７ 平成３ １９９１ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々３ ４ １０ ３１
２９ 北埋調報 ７７ 平成３ １９９１ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々７ ３ １４ １２
３０ 北埋調報 ７７ 平成３ １９９１ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々８ ３ ３７ １６
３１ 北埋調報 ７７ 平成３ １９９１ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々８低湿部 １ ０ ２
３２ 北埋調報 ８３ 平成４ １９９２ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ 千歳市 美々７ ３ １１ ７
３３ 北埋調報 ８３ 平成４ １９９２ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ 千歳市 美々８ ２ ５９ ７２
３４ 北埋調報 ８３ 平成４ １９９２ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ 千歳市 美々８低湿部 １ ０ １
３５ 北埋調報 ８６ 平成５ １９９３ ユカンボシＣ２遺跡 千歳市 ユカンボシＣ２ ４ ２４ １４
３６ 北埋調報 ８９ 平成５ １９９３ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅦ 千歳市 美々８ １ ０ ８４
３７ 北埋調報 ９０ 平成５ １９９３ オサツトー１・キウス７遺跡 千歳市 オサツトー１ １ ０ ０
３８ 北埋調報 ９０ 平成５ １９９３ オサツトー１・キウス７遺跡 千歳市 キウス７ ４ １４ １３
３９ 北埋調報 ９２ 平成６ １９９４ キウス５・７�・ケネフチ８遺跡 千歳市 キウス５ ９ ３３ １２
４０ 北埋調報 ９２ 平成６ １９９４ キウス５・７�・ケネフチ８遺跡 千歳市 キウス７ １ ５ ７
４１ 北埋調報 ９２ 平成６ １９９４ キウス５・７�・ケネフチ８遺跡 千歳市 ケネフチ８ １ ５ ０
４２ 北埋調報 ９６ 平成６ １９９４ オサツ２・１４遺跡 千歳市 オサツ２ ４ ２０ １１７
４３ 北埋調報 ９６ 平成６ １９９４ オサツ２・１４遺跡 千歳市 オサツ１４ ７ ３１ １６
４４ 北埋調報 １００ 平成７ １９９５ ユカンボシＣ９遺跡 千歳市 ユカンボシＣ９ ３ ２５ ３３
４５ 北埋調報 １０２ 平成７ １９９５ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅧ 千歳市 美々８ ０ ０ １４
４６ 北埋調報 １０２ 平成７ １９９５ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅧ 千歳市 美々８低湿部 ２ １６８ １０
４７ 北埋調報 １０３ 平成７ １９９５ オサツ２遺跡� 千歳市 オサツ２ ５ ０ ３０
４８ 北埋調報 １０４ 平成７ １９９５ キウス５遺跡� 千歳市 キウス５ ９ ８９ １８
４９ 北埋調報 １０５ 平成７ １９９５ キウス７遺跡� 千歳市 キウス７ １５ ９７ １１０
５０ 北埋調報 １１３ 平成８ １９９６ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅨ 千歳市 美々４ １２ ３４３ ２２９
５１ 北埋調報 １１４ 平成８ １９９６ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅩ 千歳市 美々８低湿部 １ ０ ０
５２ 北埋調報 １１５ 平成８ １９９６ キウス５遺跡� 千歳市 キウス５ １７ １１３ ２５４
５３ 北埋調報 １１６ 平成８ １９９６ キウス５遺跡�Ｂ・Ｃ地区 千歳市 キウス５ ９ ２４ １７
５４ 北埋調報 １１７ 平成８ １９９６ キウス７遺跡� 千歳市 キウス７ ８ ２９ ０
５５ 北埋調報 １１９ 平成８ １９９６ キウス４遺跡 千歳市 キウス４ ４ ３７ １
５６ 北埋調報 １２４ 平成９ １９９７ キウス４遺跡� 千歳市 キウス４ ２４ ３７７ １２１
５７ 北埋調報 １２５ 平成９ １９９７ キウス５遺跡�Ａ２地区 千歳市 キウス５ １１ １５１ １５９
５８ 北埋調報 １２６ 平成９ １９９７ キウス５遺跡�Ｂ・Ｃ地区 千歳市 キウス５ ４ ４６ １
５９ 北埋調報 １２７ 平成９ １９９７ キウス７遺跡� 千歳市 キウス７ ６ １６ ５
６０ 北埋調報 １２８ 平成９ １９９７ ユカンボシＣ１５遺跡� 千歳市 ユカンボシＣ１５ ３ ３６ ８１
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６１ 北埋調報 １３３ 平成１０ １９９８ ユカンボシＣ１５遺跡� 千歳市 ユカンボシＣ１５ １４ ２８３ ６３
６２ 北埋調報 １３４ 平成１０ １９９８ キウス４遺跡�ＡＨＫＩ地区 千歳市 キウス４ ４２ ３０２ ２３４
６２ 北埋調報 １３４ 平成１０ １９９８ キウス４遺跡�ＡＨＫＩ地区 千歳市 キウス４ ４２ ３０２ ２３４
６３ 北埋調報 １３５ 平成１０ １９９８ キウス４遺跡�Ａ２地区 千歳市 キウス４ ５ ３９ １４
６４ 北埋調報 １３６ 平成１０ １９９８ キウス５� キウス７�遺跡 千歳市 キウス５ １ ０ ０
６５ 北埋調報 １３６ 平成１０ １９９８ キウス５� キウス７�遺跡 千歳市 キウス７ １ １ ０
６６ 北埋調報 １３８ 平成１１ １９９９ 柏台１遺跡 千歳市 柏台１ ２６ ２２ ０
６７ 北埋調報 １４４ 平成１１ １９９９ キウス４遺跡� 千歳市 キウス４ １１ ３３ ４０
６８ 北埋調報 １４６ 平成１１ １９９９ ユカンボシＣ１５遺跡� 千歳市 ユカンボシＣ１５ １ ４６ １４
６９ 北埋調報 １４７ 平成１１ １９９９ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ ２ ４２ １４
７０ 北埋調報 １４８ 平成１１ １９９９ キウス４遺跡� 千歳市 キウス４ ７ １６ ２
７１ 北埋調報 １５２ 平成１２ ２０００ キウス４遺跡� 千歳市 キウス４ １８ １０９ ４５
７２ 北埋調報 １５７ 平成１２ ２０００ キウス４遺跡� 千歳市 キウス４ ４９ ５１９ ３８０
７３ 北埋調報 １５９ 平成１２ ２０００ ユカンボシＣ１５遺跡� 千歳市 ユカンボシＣ１５ １ １ ３
７４ 北埋調報 １６０ 平成１２ ２０００ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ ５ ３２ ４１
７５ 北埋調報 １７３ 平成１３ ２００１ チプニー１・チプニー２遺跡 千歳市 チプニー１ ４ １４ ３３
７６ 北埋調報 １７３ 平成１３ ２００１ チプニー１・チプニー２遺跡 千歳市 チプニー２ １ ５ ０
７７ 北埋調報 １７４ 平成１３ ２００１ ケネフチ９遺跡 千歳市 ケネフチ９ ２ １０ １
７８ 北埋調報 １７６ 平成１３ ２００１ ユカンボシＣ１５遺跡� 千歳市 ユカンボシＣ１５ ０ ０ ０
７９ 北埋調報 １７７ 平成１３ ２００１ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ １ ６ ６９
８０ 北埋調報 １７８ 平成１４ ２００２ 西島松５遺跡 恵庭市 西島松５ ６８ ２１８ ９７
８１ 北埋調報 １８０ 平成１４ ２００２ キウス４遺跡	 千歳市 キウス４ ９０ １６２３ ６９６
８２ 北埋調報 １８７ 平成１４ ２００２ キウス４遺跡
 千歳市 キウス４ ０ ０ ０
８３ 北埋調報 １８８ 平成１４ ２００２ オルイカ１遺跡 千歳市 オルイカ１ ２ ３２ ２
８４ 北埋調報 １８９ 平成１４ ２００２ オルイカ２遺跡 千歳市 オルイカ２ ５ １７ ４
８５ 北埋調報 １９２ 平成１４ ２００２ ユカンボシＣ１５遺跡� 千歳市 ユカンボシＣ１５ ０ ５９ ０
８６ 北埋調報 １９３ 平成１４ ２００２ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ ４１ ８１ ３６
８７ 北埋調報 １９４ 平成１５ ２００３ 西島松５遺跡� 恵庭市 西島松５ ７ ２１ １９
８８ 北埋調報 ２０４ 平成１５ ２００３ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ ３ ５ １１
８９ 北埋調報 ２０６ 平成１５ ２００３ オルイカ１遺跡� 千歳市 オルイカ１ １ ２ ２
９０ 北埋調報 ２０７ 平成１５ ２００３ チプニー２遺跡� 千歳市 チプニー２ ２ １２ １２
９１ 北埋調報 ２０９ 平成１６ ２００４ 西島松５遺跡� 恵庭市 西島松５ ５５ ４５５ ４６７
９２ 北埋調報 ２１５ 平成１６ ２００４ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ ０ １ ０
９３ 北埋調報 ２２１ 平成１７ ２００５ オルイカ２遺跡� 千歳市 オルイカ２ ２３ ３４ １０
９４ 北埋調報 ２２４ 平成１８ ２００６ 西島松５遺跡� 恵庭市 西島松５ １０ ２７ ２２
９５ 北埋調報 ２２５ 平成１７ ２００５ チプニー２遺跡� 千歳市 チプニー２ ３１ ７ ２７
９６ 北埋調報 ２２６ 平成１７ ２００５ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ １６ ３８ ４１
９７ 北埋調報 ２３１ 平成１８ ２００６ 対雁２遺跡� 江別市 対雁２ ３３ ４９ ４２９
９８ 北埋調報 ２３８ 平成１８ ２００６ 祝梅川上田遺跡・梅川２遺跡 千歳市 梅川２ ３ ５ ６
９９ 北埋調報 ２３８ 平成１８ ２００６ 祝梅川上田遺跡・梅川２遺跡 千歳市 祝梅川上田 ５ ９ ４
１００ 北埋調報 ２４０ 平成１８ ２００６ 対雁２遺跡	 江別市 対雁２ １３ １４ ２２
１０１ 北埋調報 ２４８ 平成２０ ２００８ 西島松３・５遺跡� 恵庭市 西島松５ ３３ ４８６ １４０
１０２ 北埋調報 ２５１ 平成１９ ２００７ キウス５遺跡� 千歳市 キウス５ ３ １７ １０
１０３ 北埋調報 ２５２ 平成１９ ２００７ キウス９遺跡 千歳市 キウス９ １３ ４９ １８１
１０４ 北埋調報 ２５３ 平成２０ ２００８ 梅川４遺跡� 千歳市 梅川４ ８ ２０ ５１
１０５ 北埋調報 ２５５ 平成１９ ２００７ 対雁２遺跡
 江別市 対雁２ １ ２ ４
１０６ 北埋調報 ２６０ 平成２１ ２００９ 西島松５遺跡� 恵庭市 西島松５ ３９ ５３ １１
１０７ 北埋調報 ２６５ 平成２１ ２００９ 西島松２遺跡 恵庭市 西島松２ ９３ ４３７ １６８
１０８ 北埋調報 ２６７ 平成２１ ２００９ オルイカ２遺跡� 千歳市 オルイカ２ ３ ６ ５３
１０９ 北埋調報 ２６８ 平成２１ ２００９ アンカリトー７・９遺跡 千歳市 アンカリトー７ ３ １０ ３
１１０ 北埋調報 ２６８ 平成２１ ２００９ アンカリトー７・９遺跡 千歳市 アンカリトー９ ８ １ ０
１１１ 北埋調報 ２６９ 平成２１ ２００９ 梅川４遺跡� 千歳市 梅川４ ８ ５７ ２０
１１２ 北埋調報 ２８４ 平成２３ ２０１１ キウス５遺跡	 千歳市 キウス５ ５ ２２ １３４

（道教委・道埋文センター発掘調査分） 合 計 １１０８ ８９５４ ５８６３
１ 保第 ２ 平成７ １９９５ ポンオサツ・ケネフチ５ 千歳市 ポンオサツ ２ １ １８
２ 保第 ２ 平成７ １９９５ ポンオサツ・ケネフチ５ 千歳市 ケネフチ５ ５ ４２ ０
３ 保第 ３ 平成７ １９９５ オサツ１５・１６・１８ 千歳市 オサツ１５ １ １４ １
４ 保第 ３ 平成７ １９９５ オサツ１５・１６・１８ 千歳市 オサツ１６ ４ ４４ １４
５ 保第 ３ 平成７ １９９５ オサツ１５・１６・１８ 千歳市 オサツ１８ １ １ ０
６ 保第 ５ 平成８ １９９６ ポンオサツ�・オサツ１８�・ケネフチ５� 千歳市 ポンオサツ １ １ ０
７ 保第 ５ 平成８ １９９６ ポンオサツ�・オサツ１８�・ケネフチ５� 千歳市 オサツ１８ １ １ ８
８ 保第 ５ 平成８ １９９６ ポンオサツ�・オサツ１８�・ケネフチ５� 千歳市 ケネフチ５ ５ １４ ２
９ 保第 ６ 平成８ １９９６ オサツ１５� 千歳市 オサツ１５ ５ ４７ ７
１０ 保第 ７ 平成８ １９９６ オサツ１６� 千歳市 オサツ１６ １３ ２８ ８
１１ 保第 ８ 平成９ １９９７ オサツ１５� 千歳市 オサツ１５ ６ ２６ ４
１２ 保第 ９ 平成９ １９９７ オサツ１６� 千歳市 オサツ１６ ２ １４ ０
１３ 保第 １０ 平成９ １９９７ ケネフチ５� 千歳市 ケネフチ５ １１ ６８ ２３

（保護協会発掘調査分） 合 計 ５７ ３０１ ８５

総 合 計 １１６５ ９２５５ ５９４９
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６ 普及・啓発事業の概要

� 展示活動
ａ 常設展示「掘り出された北の歴史」

展示にあたっては、国（文化庁）・七飯町・北

斗市・今金町・木古内町・余市町・夕張市・長沼

町・遠軽町の各教育委員会、市立函館博物館、知

内町郷土資料館、芦別市星の降る里百年記念館に、

展示品借用についての協力を得た。

また、企画展示との関係から、展示室とホール

を併用して展示を行っている。

［千歳市ママチ遺跡出土土面展示］

国指定重要文化財の「土面」（国保有、昭和６３

年６月６日指定）を常設展示している。「土面」

は、縄文時代晩期終末のもので、昭和６１年に千歳

市ママチ遺跡から出土した。土面としては最も北

方から出土したものである。

［遺跡調査と保護活用］

北海道の遺跡分布、遺跡の調査や整理作業の実

際、遺物の分析・保存処理の方法などについて展

示・解説している。また、国宝や国指定重要文化

財の複製品も展示している。

［石の道具］

石は人類が最初に利用した素材の一つである。

旧石器時代の石の道具は、破片の接合から高度な

技術で製作されたことが明らかになっている。遠

軽町（旧白滝村）白滝遺跡群、千歳市柏台１遺跡、

今金町ピリカ遺跡（国指定史跡）、木古内町新道

４遺跡出土の石器、接合資料などを展示した。

また、縄文時代には用途に応じて、それに適し

た石材を選び、様々な形の石器が作られた。その

使用方法を図と復元模型でわかりやすく示している。

［木の道具］

木の道具は、通常の遺跡では腐ってしまい残ら

ないが、実際の生活の中では各所に使われていた。

そのため、低湿性遺跡など腐食しにくい状況で出

土した木の道具は、当時の人々の生活の様子を大

変良く伝えてくれる。

千歳市美々８遺跡低湿部のアイヌ文化期の遺物

のほか、ユカンボシＣ１５遺跡の板綴舟の舟敷、キ

ウス４遺跡の縄文時代後期の脚付き容器などを展

示している。展示品は保存処理後の遺物である。

千歳市美々８遺跡低湿部出土品は、平成１７年６

月９日国指定重要文化財に指定された。その一部

を常設展示している。また、美々８遺跡の「美々

ムラ」復元模型を置いている。

［金属の道具］

金属の道具は、人類が新しく手にしたものの一

つである。刀・刀子・鍋等は交易品として北海道

に入ってきたものが多く、これら道具類を手に入

れるための交易が、北海道社会を変容させる一つ

の要因となった。

金属製品も腐食しやすい材質であり、展示品は

保存処理を行っている。

［土の道具：土と火の造形］

粘土を成形し火で焼き上げた土器は、人類が最

初に手に入れた火にかけられる容器である。土器

の使用により、食材の利用範囲が大きく拡大して、

縄文時代の生活の安定がもたらされたと考えられ

ている。

土器には自由な造形ができる粘土を使用してい

るため、時代とともに文様や形が様々に変化して

おり、時には機能を超越した、変わった形態や美

しさをかもし出すものがある。

［こころの道具］

「装いとこころ」：身を飾った装身具には、ヒ

スイ製、コハク製などの各種玉、�状耳飾り、土
製の耳栓などがあり、当時の人々のおしゃれごこ

ろや精神生活の一端をみせてくれる。

「墓と副葬品」：墓の副葬品は、当時の生活用

▲常設展示
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展 示 場 所 ・ コ ー ナ ー 遺物
点数 パネル・レプリカなど 合計

点数
ホール・展示回廊 ２ ３０ ３２

常設展示室

受付・導入部分 ３ ２１ ２４

「遺跡調査と保護活用」部分
遺跡調査 ５ ９１ ９６
遺物の保存と分析 ２ １０９ １１１

「石の道具」部分
旧石器時代の石器 １４２ １２ １５４
縄文時代の石器 １３０ １５ １４５

「木の道具」部分
縄文時代の木製品 ６ １５ ２１
アイヌ文化期の木製品 ４２ ５０ ９２

「骨の道具」部分 ３ ３ ６
「金属の道具」部分 １４ ３ １７
「土の道具」部分 １６１ ２８ １８９

「こころの道具」部分
装いとこころ ８３５ ８ ８４３
墓と副葬品 ９９ ０ ９９
動物とひと １２ ９ ２１

「キウスの縄文ムラ」部分 ６ ３ ９
「新しい時代へ」 １７ ２ １９
「館崎遺跡」 ６４ ２２ ８６

展示ホール 特別展示北海道遺跡百選４発掘された縄文の円 ５５ ４７ １０２

屋 外
エントランスひろば ０ １ １
中庭 ０ １８２０ １８２０
合 計 １５９８ ２２８９ ３８８７

［常設展示点数一覧］

具をセットでみせてくれるとともに、当時の人々

の「死」に対する恐れ、悲しみなど、「こころ」

の一面をのぞかせてくれる。

「動物とひと」：動物意匠の土器、動物形石製

品などは、人と動物とのふれあいを感じさせる。

表現された動物たちに、何を感じ、何を求めてい

たのか、当時の人々の自然と向き合う生活の一端

を考えさせられる。

［キウスの縄文村］

千歳市キウス４遺跡の発掘調査から、周堤墓、

盛土遺構、住居跡などをジオラマで復元した。ま

た、合成樹脂で剥ぎ取った盛土遺構土層断面を展

示している。盛土遺構の出土遺物には、祭祀に使

われたと考えられる赤彩の土器、特殊な形の土器

や土製品、玉類、土偶などがある。

［ビデオコーナー］

遺跡についてわかりやすく解説した『ビビちゃ

んとフクロウ博士の遺跡ってなーに』『ビビちゃん

とフクロウ博士の発掘体験』『ビビちゃんとフクロ

ウ博士の縄文生活体験』などを常時上映している。

［体験コーナー］

火起し体験コーナー：きりもみ式、ひもぎり式、

弓ぎり式、まいぎり式による火おこし体験ができる。

土器コーナー：土器拓本体験ができる。煮炊きに

使った復元土器を展示している。

石器コーナー：石器を使ったドングリの皮むき、

石器の接合、石器の紙切り体験ができる。石器の

材料となる石材見本を展示している。

ｂ 企画展示

①「わかる考古学６

－縄文生活体験ひろば－」展

会 期：平成２３年７月２日（土）～１０月１０日（月）

目 的：体験学習を通して考古学の成果をわかり

やすく紹介する特別展示で、縄文時代の生活を具

体的に紹介し、勾玉づくりや土器づくり、石器使

用などの体験を通して、埋蔵文化財をより身近な

ものとして体感できる場とする。

展示場所：ホール・常設展示室・体験コーナー

▲常設展示
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［展示内容］

【縄文工房】（ホール）

実物を観察し、「カタログ」や「レシピ（つくり

かた手順）」を参考にして自分で素材や道具を選

び、縄文アクセサリーや土器・土製品をつくる体

験ができる。主に以下の内容で製作体験ができる

縄文ネックレスに挑戦：いろいろな種類の玉をつ

くり、組み合わせて腕輪やネックレスにする。

勾玉をつくる：滑石を磨いてミニチュア勾玉をつ

くる。

丸玉・管玉・臼玉・小玉をつくる：滑石を磨いて

いろいろな種類の玉をつくる。

縄文ペンダントをつくる：滑石を磨いてペンダン

ト（垂飾）をつくる。

土製の玉をつくる：粘土を使って土製玉をつくる。

耳飾りに挑戦：粘土や滑石を用いて耳飾り、スタ

ンプ形の飾りをつくる。

土製耳飾り・耳栓をつくる：粘土を使って、土製

の耳飾りをつくる。

�状耳飾りをつくる：滑石を磨いて�状耳飾りを
つくる。

土面・土偶をつくる：土面や土偶を展示室の実物

を手本に粘土でつくる体験。

ミニチュア土器をつくる：ミニチュア土器を粘土

でつくる体験

布を編む：復元された縄文時代の方法で布を編む

体験。

【体感教室】（展示廊下から体験コーナー、常設展示室）

土器や石器等、縄文時代の各時期の遺物を揃え、

触れて観察する場をつくる。また、レプリカを使っ

て道具の使用法を体験する。

じょうもんタッチ：土器や石器に触れて観察する。

縄文模様図鑑をつくる：本物の縄文土器から模様

を写しとる「拓本」に挑戦する。

火おこし：きりもみ式、ひもぎり式、弓ぎり式で

の火おこし体験。

砂絵で土器を描こう：砂絵でいろいろな種類の土

器を描きます。

石器を使う：ナイフで紙や皮を切り、たたき石で

木の実をすりつぶすなどの体験

［展示企画］ 藤井 浩

②「北海道遺跡百選４

発掘された縄文の円

―北の大地に描かれたサークル―」展

会 期： 平成２３年１０月２９日（土）

～平成２４年３月４日（日）

展示のねらい：特別展示「北海道遺跡百選」は、

「遺跡との出会い」をテーマに北海道の代表的な

遺跡を紹介するもので、今回は道内全域の遺跡（埋

蔵文化財包蔵地）を対象にしたアンケートで選出

された遺跡から、環状列石（ストーンサークル）

や周堤墓などの円形を意識した遺構で知られる遺

跡群を取り上げた。

これらの遺構は北海道の考古学史の中でも古く

から注目され、多くの調査研究がなされてきた。

その成果から、北海道における縄文文化を特徴づ

ける貴重な遺構であることもわかってきた。

今回の展示では、各遺構や遺跡の紹介、遺構出

土の遺物展示とともに実物の環状列石を部分展示

した。縄文の人々が描いた円（サークル）への思

いを感じていただきたい。

［展示内容］

� 縄文時代の円

土器に見られる円、石で描く円、土で描く円

縄文土器に見られる円（縄文人こだわりの円を

いくつみつけられますか？）；八雲町野田生１遺

跡出土赤彩注口土器（複製）、千歳市キウス４遺

跡出土注口土器（盛土遺構出土）。

� 石で描く円：環状列石（ストーンサークル）

道内各地の環状列石をパネルで紹介；余市町・

▲わかる考古学６ ―縄文生活体験ひろば―展

２２



小樽市西崎山環状列石（道史跡）、小樽市地鎮山

環状列石（道史跡）、小樽市忍路環状列石（国史

跡）、ニセコ町曽我環状列石、深川市音江の環状

列石（国史跡）、旭川市神居古潭５遺跡、森町鷲

ノ木遺跡（国指跡）、斜里町オクシベツ３遺跡、

知内町湯の里５遺跡など。

� 知内町湯の里５遺跡の環状列石

実物大の環状列石を室内で展示紹介

� 土で描く円：周堤墓

道内各地の周堤墓をパネルで紹介；苫小牧市美

沢１遺跡、千歳市美々４遺跡、千歳市末広遺跡、

千歳市丸子山遺跡、千歳市キウス４遺跡、千歳市

キウス周堤墓群（国史跡）、恵庭市柏木Ｂ遺跡、芦

別市野花南周堤墓、斜里町斜里朱円周堤墓、標津

町伊茶仁チシネ第３竪穴群遺跡、標津町伊茶仁ふ

化場第１遺跡、標津町伊茶仁カリカリウス遺跡など。

常設展示室では、美々４遺跡、キウス４遺跡の

周堤墓から出土した遺物を展示。

［展示企画］ 藤井 浩

③財団法人北海道埋蔵文化財センター平成２２年度

発掘調査成果展

会 期：平成２３年３月２６日（土）～６月５日（日）

展示のねらい：財団法人北海道埋蔵文化財センター

が平成２２年度に実施した発掘調査成果について、

出土した遺物や写真、パネルなどにより紹介した。

展示場所：常設展示室・ホール

［展示内容］

【遺物と説明パネル・写真パネルで紹介】

（展示室）

根室市トーサムポロ湖周辺竪穴群：縄文時代早期

条痕文土器、石刃鏃（キウス４・下幌呂１と共同

展示）、アイヌ文化期の貝塚。

千歳市キウス５遺跡：続縄文土器。

千歳市祝梅川上田遺跡：続縄文土器。

富良野市中五区２・３遺跡：舟形土器、石器。

鶴居村下幌呂１遺跡：四脚付浅鉢土器、縄文土器。

斜里町斜里朱円周堤墓及びその出土遺物。

▲北海道遺跡百選４ 発掘された縄文の円

▲発掘調査成果展 展示遺跡の位置
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（ホール）

木古内町大平遺跡：擦文土器。

木古内町木古内遺跡：擦文土器。

木古内町木古内２遺跡：縄文土器、石器、礫。

北斗市館崎遺跡：縄文土器、�状耳飾り、土偶。
北斗市館野２遺跡：Ａ・Ｂ地区土器収納状況（作

業展示）。

【説明パネル・写真パネルで説明】

（展示室）

松前町福山城下町、下川町北町Ｊ遺跡、森町森川

６遺跡、保存処理・分析関係。

（ホール）

苫小牧市美沢１６遺跡、木古内町大平４遺跡、木古

内町蛇内２遺跡、北斗市押上１遺跡、北斗市茂辺

地遺跡。

［展示企画］ 財団法人北海道埋蔵文化財セン

ター調査部

④世界遺産をめざす北の縄文展

会 期：通年

（平成２２年４月１日～平成２５年３月３１日）

展示のねらい：北海道は北東北３県と連携して

「北の縄文文化回廊づくり」や遺跡群の世界文化

遺産登録へ向けての取り組みを行っている。北海

道立埋蔵文化財センターはこれに連携して、世界

遺産登録をめざす北海道・北東北３県の縄文遺跡

群についての展示を行い、広く道民や道外からの

観光客に情報発信する。これにより、北海道の歴

史的風土の理解を図るとともに、世界文化遺産登

録推進の取り組みへの理解を深めていただく。

展示場所：アプローチ南側

［展示内容］

【常 設】

・「開催にあたって」「津軽海峡と縄文文化」「北

日本文化圏」「世界遺産登録をめざして」など。

【展示遺跡】

北海道：北黄金貝塚、入江・高砂貝塚、鷲ノ木遺

跡、大船遺跡

青森県：三内丸山遺跡、小牧野遺跡、是川石器時

代遺跡、長七谷地貝塚、亀ヶ岡石器時代遺跡、田

小屋野貝塚、二ツ森貝塚、大平山元Ⅰ遺跡

岩手県：御所野遺跡

秋田県：大湯環状列石、伊勢堂岱遺跡など

＊展示遺跡・展示物品は随時更新する。また、各

道県の動向の紹介、イベントなどの案内を行う。

［展示企画］ 倉橋直孝

▲発掘調査成果展（展示室） ▲発掘調査成果展（ロビー）

▲世界遺産をめざす北の縄文展

２４



� 資料の特別利用等
ａ 特別利用一覧

ｂ 模写品等使用承認一覧

番号 利 用 者 使用目的 利 用 資 料 名 備 考

１ 原田直樹 舞台劇
主題

ママチ遺跡出土土面レプリカ、赤彩土偶レプリカ、国宝土偶レプリ
カ、美々４遺跡出土土偶

２ 北海道大学 高倉 純 資料調査 白滝遺跡群出土石器

３ 大韓民国・�忠清道文化財研究
院 張浩秀ほか３名 資料調査 白滝遺跡群出土石器

４
東京大学大学院
人文社会系研究科博士課程
役重みゆき

資料調査 千歳市柏台１遺跡出土資料

５ 北海道大学 高倉 純 資料調査 白滝遺跡群出土石器

６ 北海道大学 高倉 純 資料調査 白滝遺跡群出土石器

７ 福井県立若狭歴史民俗資料館
鯵本眞友美

特別展
資料調査

キウス５遺跡Ｃ地区土器・石器、キウス５遺跡Ｃ地区ジオラマ、キ
ウス５遺跡槌状木製品、キウス４遺跡把手付容器、ユカンボシＣ１５
遺跡北筒式土器

８ 北海道大学 高倉 純 資料調査 白滝遺跡群出土石器

９ 北海道大学アイヌ・先住民研究
センター 鈴木健治 資料調査 千歳市キウス遺跡出土土器

１０ 奈良文化財研究所 加藤真二 資料調査 白滝遺跡群出土石器、柏台１遺跡出土石器、アンカリトー７遺跡出
土石器、オルイカ２遺跡出土石器、オサツ１６遺跡出土石器

１１ 北海道大学 高倉 純 資料調査 白滝遺跡群出土石器

１２ 北海道大学 高倉 純 資料調査 白滝遺跡群出土石器

１３ 北海道大学 高倉 純 資料調査 白滝遺跡群出土石器

１４ 北海道大学 高倉 純 資料調査 白滝遺跡群出土石器

１５ ＨＢＣ北海道放送報道局報道部
粥川 暁 資料調査 千歳市キウス５遺跡シカ狩猟の柵復元模型

１６ 北海道大学 高倉 純 資料調査 白滝遺跡群出土石器

１７ 鹿児島県教育委員会
赤井文人 資料調査 オルイカ２遺跡・アンカリトー７遺跡出土旧石器

１８ 南山大学人文学部人類文化学科
坂口 隆 資料調査 美々４遺跡・キウス７遺跡・キウス５遺跡・キウス４遺跡・西島松

５遺跡出土注口土器

１９ 北海道大学 高倉 純 資料調査 白滝遺跡群出土石器

２０ 中国社会科学院考古学研究所
王小慶 資料調査 柏台１遺跡・オルイカ２遺跡・アンカリトー７遺跡・祝梅川上田遺

跡・オサツ１６遺跡出土旧石器

２１ 奈良文化財研究所 加藤真二 資料調査 西島松５遺跡出土土器

２２ ㈱テイクワン 相澤 毅 撮影・閲覧 常設展示 後北式土器

２３ 北海道大学 高倉 純 資料調査 白滝遺跡群出土石器

２４ 北海道大学 高倉 純 資料調査 白滝遺跡群出土石器

２５ 北海道立北方民族博物館
角 達之助 資料調査 千歳市美々８遺跡出土擦文土器ほか

２６ 奈良県立橿原考古学研究所
光石鳴巳 資料調査 千歳市オサツ１６遺跡・柏台１遺跡・オルイカ２遺跡出土旧石器

番号 申 請 者 使 用 目 的 利 用 資 料 名 ・ 点 数 備 考

１ 岩宿博物館
館長 小菅将夫

岩宿博物館常設展示図録『岩宿時代』（改
訂版）に使用

白滝黒曜石原産地（赤石山）と白滝遺跡群航空写
真 写真デジタルデータ１点

２ 株式会社アムプロモーション
代表取締役 横山光衛 カレンダー「縄文土器」（仮称）に使用 八雲町野田生１遺跡出土赤塗注口土器写真ほか

写真デジタルデータ２点

３
特定非営利活動法人
三内丸山縄文発信の会
理事長 藤川直迪

『縄文ファイル』１８８号（６月号）に使
用

千歳市キウス１号周堤墓全景写真 写真デジタル
データ１点

４ 北海道新聞出版局
局次長 藤崎貞信 『北海道の歴史』（上巻）に使用 遠軽町白滝８遺跡出土小型剥片石器・石核写真ほ

か 写真デジタルデータ４６点

５ ＮＰＯ法人ふるさと文化研究会
理事長 安藤 操

縄文検定テキスト『縄文文化の魅力』に
使用

千歳市キウス４遺跡盛土写真 写真デジタルデー
タ１点

６ 北海道文化財保護協会
会長 舟山廣治

北海道文化財保護協会５０周年記念誌『文
化財保護のあゆみ』に使用

遠軽町上白滝２遺跡出土尖頭器写真 写真デジタ
ルデータ１点

７ 伊達市噴火湾文化研究所
所長 大島直行

中央バスグループ誌『ふれあい』No．３３８
に使用

千歳市キウス４遺跡周堤墓出土の遺物（Ｘ�１０）
写真ほか 写真転載２点

８ 津南町教育委員会
教育長 桑原 正

津南町農と縄文の体験実習館なじょもん
における秋季企画展『植物繊維を「編む」
―アンギンの里津南の編み技術と歴史
―』展示及びリーフレットに使用

恵庭市柏木川４遺跡出土編布写真 写真デジタル
データ１点

９ 福井県立若狭歴史民俗資料館
館長 大橋正博

平成２３年度特別展にて図録掲載等で使用
するため

小樽市忍路土場遺跡出土黒漆塗竪櫛写真ほか 写
真デジタルデータ４４点

１０ 弘前学院大学地域総合文化研
究所 所長 笹森建英

「縄文時代の出土箆形木製品の研究」の
ための資料として利用

小樽市忍路土場遺跡出土箆状木製品・木製品写真
写真デジタルデータ２点

１１ 福島市教育委員会
教育長 佐藤俊市郎

特別展「縄文人の祈りの世界」展示パネ
ル及び展示図録に使用

恵庭市柏木川４遺跡出土手形・足形付土製品写真
写真デジタルデータ１点

２５



ｃ 資料貸出承認一覧

番号 申 請 者 使 用 目 的 利 用 資 料 名 ・ 点 数 備 考

１２ 八戸市教育委員会 教育長
松山隆豊

特別展『縄文至宝展』展示資料及び展示
図録に使用

千歳市ママチ遺跡全景写真ほか 写真デジタル
データ１５点

１３
ＮＨＫ旭川放送局
番組制作専任ディレクター
田辺陽一

ＮＨＫ番組 北スペシャル『北海道古代
ミステリー』に使用

奥尻町青苗砂丘遺跡発掘現場写真ほか 写真デジ
タルデータ１３点

１４ Teresa Krauss
（代理人 坂口 隆）

『Joufnal of World Prehistory』巻頭写
真に使用

千歳市ママチ遺跡出土土面写真 写真デジタル
データ１点

１５
株式会社インテリジェント・
リンク
代表取締役 森影 依

『北の縄文講座―縄文人はどこからきた
か』に使用

遠軽町白滝遺跡群出土石器写真 写真デジタル
データ６点

１６
特定非営利活動法人
ジョーモネスクジャパン事務局
理事長 小林達雄

特定非営利活動法人ジョーモネスクジャ
パン公式ウェブサイトに使用

八雲町野田生１遺跡出土赤塗注口土器写真 写真
デジタルデータ２点

１７ 苫小牧市博物館
館長 荒川忠宏

企画展「縄文の史跡をめぐる」パネル、
ポスター、チラシなどに使用

千歳市美々４遺跡出土動物形土製品写真ほか 写
真デジタルデータ３点

１８
東京大学大学院
人文社会系研究科
設楽博己

『設楽博己考古遺物コレクション』（仮
題）に使用

八雲町野田生１遺跡出土赤塗土器写真 写真デジ
タルデータ１点

１９ 北海道開拓記念館
館長 堀 達也

図録『北の土偶―縄文の祈りと心―』、
ポスター、北海道開拓記念館ホームペー
ジなどに使用

千歳市美々４遺跡出土土偶写真ほか 写真撮影３
点 写真デジタルデータ３点 計６点

２０ 恵庭市教育委員会
教育長 穂積邦彦

特別展『縄文の布』展 展示パネルに使
用

恵庭市柏木川４遺跡出土布製品写真ほか 写真デ
ジタルデータ１６点

２１ 千歳市教育委員会
教育長 小林義知

『千歳市遺跡地図』に使用 千歳市キウス周堤墓群１号墓写真 写真デジタル
データ１点

２２ 春日部市教育委員会
教育長 植竹英生

『春日部市史 庄和地域 原始・古代・
中世・近世』に使用

千歳市キウス４遺跡出土木製脚付皿写真 写真デ
ジタルデータ２点

２３ 遠軽町長 佐々木修一 遠軽町白滝ジオパーク交流センター展示
パネルに使用

遠軽町白滝遺跡群と北大雪連峰写真 写真デジタ
ルデータ１点

２４ 北海道経済部観光局参事（国
内誘客）

『北海道アウトドアテキスト（基礎編）』
に使用

遠軽町上白滝２遺跡出土細石刃など写真 写真デ
ジタルデータ１点

２５ 北翔大学短期大学部
菊地達夫

北翔大学『北方圏学術情報センター年
報』第４号に使用

千歳市美々４遺跡出土ヒスイ玉など写真 写真撮
影１０点

２６ 秋田県埋蔵文化財センター
所長 高橋 務

中学生向け冊子『北の縄文文化とストー
ン・サークル』に使用

千歳市美々８遺跡（Ｐ�２３）写真ほか 写真デジ
タルデータ２点

２７
独立行政法人国立文化財機構
奈良文化財研究所飛鳥資料館
館長 松村恵司

飛鳥資料館平成２４年度春期特別展「比羅
夫がゆく―飛鳥時代の武器・武具・いく
さ―」の図録掲載・広報のため

恵庭市西島松５遺跡Ｐ�９８出土品写真など 写真
デジタルデータ３点

２８ 実教出版株式会社 沢見晶子 高等学校用検定教科書に掲載 遠軽町服部台２遺跡出土細石刃核写真 写真デジ
タルデータ２点

２９
北海道環境生活部くらし安全局
道民生活文化振興課
世界遺産推進室長 村井 篤

『カックウと学ぶ北の縄文文化』に使用
のため

千歳市美々４遺跡竪穴群調査終了状況写真ほか
写真デジタルデータ７点

３０ 名久井文明 『古老が伝えた縄文技術』（仮題）に使用 小樽市忍路土場遺跡出土樹皮製容器写真 写真デ
ジタルデータ１点

３１
北海道環境生活部くらし安全局
道民生活文化振興課
世界遺産推進室長 村井 篤

「北の縄文展２０１２ 新千歳空港」解説パ
ネルに使用

森町森川３遺跡竪穴住居群調査状況写真ほか 写
真デジタルデータ１１点

３２
北海道環境生活部くらし安全局
道民生活文化振興課
世界遺産推進室長 村井 篤

「赤れんが縄文回廊」解説グラフィック
及びリーフレットに使用

森町森川３遺跡竪穴住居群調査状況写真ほか 写
真デジタルデータ１１点

番号 申 請 者 使 用 目 的 貸 出 資 料 名 ・ 点 数 備 考

１ 北海道渡島総合振興局
局長 寺山 朗 「北の縄文パネル展」にて展示のため 解説パネル・写真パネル３５点

２ 八戸市教育委員会
教育長 松山隆豊

是川縄文館開館記念特別展「縄文至宝
展」の展示資料とするため

美々４遺跡出土翡翠製玉類９９点、美々４遺
跡出土石棒３点、ママチ遺跡出土土面１点
（国所有重要文化財）、計１０３点

ママチ遺跡出土土面
については文化庁か
らの指示に基づく。

３ 北海道渡島総合振興局
局長 永井正博 「北の縄文パネル展」にて展示のため 解説パネル・写真パネル（北の縄文展）３６

点

４ 北海道開拓記念館
館長 堀 達也

北海道開拓記念館４０周年記念事業「北の
土偶―縄文の祈りと心」の展示資料とし
ての利用

千歳市美々４遺跡出土土偶１点、木古内町
新道４遺跡出土土偶（木古内町所有）１点

重要文化財千歳市マ
マチ遺跡出土土面（１
点）は文化庁の承認
があり次第、承認い
たします。

５ 九州国立博物館
館長 三輪嘉六

九州国立博物館文化交流展示「海の道、
アジアの道」に陳列のため

千歳市キウス４遺跡出土土器５点、千歳市
ママチ遺跡出土土器３点、千歳市キウス遺
跡出土土器１点、千歳市オサツ２遺跡出土
土器４点、合計１３点

６ 札幌市観光文化局
文化部長 杉本雅章

札幌市埋蔵文化財センター公開シンポジ
ウム「遺跡の保存と整備・活用 さとら
んど遺跡公園整備に向けて」共催展で展
示するため

国宝中空土偶（函館市著保内野遺跡出土）
複製１点

７

独立行政法人
国立文化財機構
奈良文化財研究所飛鳥
資料館
館長 松村恵司

平成２４年度春期特別展「比羅夫が行く―
飛鳥時代の武器・武具・いくさ―」展に
展示のため

恵庭市西島松遺跡Ｐ９８出土注口土器１点、
恵庭市西島松遺跡Ｐ９８出土深鉢１点、恵庭
市西島松遺跡Ｐ１１出土深鉢１点、恵庭市西
島松遺跡Ｐ１０出土深鉢２点、計５点

８ 北海道開拓記念館
館長 堀 達也

北海道開拓記念館展示資料としての利用
（北の土偶―縄文の祈りと心 展） 重要文化財千歳市ママチ遺跡土面
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� 考古学教室
ａ 考古学入門講座―遺跡へいってみよう―
［日 時］平成２３年５月１４日（土）

１３：３０～１５：３０
［講 師］財団法人北海道埋蔵文化財センター

普及活用課主査 倉橋直孝
［参加者］１８名（うち道民カレッジ講座参加者６名）
［内 容］北海道教育委員会のホームページ内に
ある「北の遺跡案内」、グーグルマップやグーグ
ルアース、江別市教育委員会発行の『江別の遺跡
をめぐる』など、身近にある遺跡を歩いてみるた
めに役立つツールを紹介した。
その紹介したツールで江別市大麻・文京台地区

にある遺跡群を擬似散歩した。また、江別市大麻・
文京台地区の遺跡から江別の歴史をたどってみた。
昨年度実施の「考古学入門講座―考古学情報探

索（中級編）―」の発展・実践編である。中学生
～成人を対象とした。

ｂ ガラス玉づくり
［日 時］平成２３年６月１８日（土）

１３：３０～１５：３０
［講 師］装飾タイル制作家 宮崎幸子
［参加者］１５名（うち道民カレッジ講座参加者１名）
［内 容］北海道の遺跡からは様々なガラス玉が
出土する。ガラス玉がどのように作られていった
のか、色の取り合わせがどのようになされるのか
などを解明するためには、製作技法を理解するこ
とが重要である。
ガラス玉の歴史を学ぶとともに、ガスバーナー

と市販のガラス棒を使った方法で、実際に丸い玉
を作って、整形の難しさ、大きな玉を作ることの
難しさなどを体験した。展示室及びバックヤード
ツアーを行った。成人を対象とした。

ｃ 模型で学ぶ縄文の家づくり
［日 時］平成２３年１０月８日（土）

１３：３０～１５：３０
［講 師］財団法人北海道埋蔵文化財センター

普及活用課主査 藤井 浩
［参加者］１５名（うち道民カレッジ講座参加者４名）
［内 容］スライドを用いて竪穴住居の仕組みや
変遷、調査の方法などを学び、その理解の補助手
段として模型づくりを行った。実験的に屋根葺き
の作業を加えた。成人を対象とした。

ｄ 石器づくり
［日 時］平成２３年１１月２６日（土）

１３：３０～１５：３０

［講 師］財団法人北海道埋蔵文化財センター第
１調査部第４調査課主任 直江康雄

［参加者］１２名（うち道民カレッジ講座参加者４名）
［内 容］石器がどのようにつくられ、どのよう
に使われてきたのかを実物を通して紹介し、実際
に黒曜石を素材にした石器づくりを行った。手持

▲ガラス玉づくり

▲模型で学ぶ縄文の家づくり

▲石器づくり
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ちナイフを例として石器づくりの基本原理や刃部
の作り方などの石器づくりの概要を説明した後、
素材剥片を取る実習、刃潰し加工によるナイフ製
作実習や押圧加工による石鏃の製作実習を行っ
た。成人を対象とした。

ｅ 拓本講座
［日 時］平成２４年２月１８日（土）

１３：３０～１５：３０
［講 師］財団法人北海道埋蔵文化財センター

普及活用課主査 藤井 浩
［参加者］９名（うち道民カレッジ講座参加者２名）
［内 容］墨と画仙紙を使って土器の文様を写し
とる「拓本」の講座。乾拓と湿拓の違いを体験し
た後、拓本実習を行った。土器の破片から全体像
を想像できること、時期によって様々な形や模様
があることを知っていただくために復元土器の時
代並べのクイズを行った後、縄文時代早期から擦
文時代まで各時期の土器片の拓本に挑戦した。

� こども考古学教室
ａ 親子ガラス玉づくり
［日 時］平成２３年６月２５日（土）

１３：３０～１５：３０
［講 師］装飾タイル制作家 宮崎幸子
［参加者］２３名（うち中学生以下１３名）
［内 容］親子を対象としたガラス玉づくりで、
内容は一般向けのガラス玉づくりとほぼ同内容で
ある。展示室及びバックヤードツアーも行った。

ｂ 夏休み親子考古学教室 第１回・第２回
［日 時］第１回 平成２３年７月２３日（土）

第２回 平成２３年７月３０日（土）
いずれも１３：３０～１６：００

［参加者］第１回 ４８名（うち中学生以下２８名）
第２回 ４８名（うち中学生以下２５名）

［内 容］火おこし体験と勾玉づくりを中心にし
た、小中学生の親子向けの考古学入門講座。展示
収蔵庫見学・バックヤードツアー・展示室探検オ
リエンテーリング・勾玉づくり・火おこし体験な
どを行った。
［企 画］藤井 浩

ｃ 写生会「ビビちゃんと描く縄文の世界」
［期 日］平成２３年７月２日（土）～１０月１０日（月・祝）
［目 的］埋蔵文化財センターにある遺物や展示
物などを写生することで、埋蔵文化財と深く触れ
あう機会を提供し、埋蔵文化財保護への理解を深
めてもらう。
［参加者］９２名（１４７作品）
［内 容］絵の道具（水彩絵の具・クレヨン・鉛
筆など）を持参してもらい、当方で用意した画用
紙に埋蔵文化財センターにある土器・石器等の遺
物、展示物を題材に写生会を実施した。作品は当
センターにて展示させていただいた。

▲親子ガラス玉づくり

▲夏休み親子考古学教室１

▲夏休み親子考古学教室２
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［企 画］藤井 浩

ｄ 冬休み縄文生活体験ひろば
［期 日］平成２４年１月４日（火）～３月４日（日）
［目 的］体験学習を中心にした考古学入門講座
を通して、埋蔵文化財への関心を高める。
［内 容］勾玉づくりやアクセサリーづくりなど、
主に縄文時代の道具づくりを通して、当時の生活
を体感する。実際には「カタログ」「レシピ（つ
くりかた手順）」を参考に、自分で選んだ素材や
道具を用いて道具をつくる。主に以下の製作体験
を準備した。
「勾玉・丸玉・管玉・臼玉・小玉をつくる」、「耳
飾りに挑戦」、「土面や土偶をつくる」、「ミニチュ
ア縄文土器づくりに挑戦」、「縄文時代の布編みに
挑戦」「拓本体験」「火おこしに挑戦しよう」、「小
さな小さな発掘体験」。
［企 画］藤井 浩

ｅ 冬休み親子写真撮影会
［期 日］平成２４年１月４日（火）～３月４日（日）
［目 的］親子で埋蔵文化財センターにある遺物
や展示物などを写真に撮影することで、埋蔵文化
財と深く触れあう機会を提供し、埋蔵文化財保護
への理解を深めてもらうことを目的とした。作品
は当センターにて展示させていただいた。
［参加者］１８名（２４作品）
［企 画］藤井 浩

ｆ 冬休み親子考古学教室 第１回・第２回
［期 日］第１回 平成２４年１月７日（土）

第２回 平成２４年１月１４日（土）
［参加者］第１回 １０名（うち中学生以下５名）

第２回 ４名（うち中学生以下２名）
［内 容］火おこし体験と勾玉づくりを中心にし
た、小中学生の親子向けの考古学入門講座。展示
収蔵庫見学・バックヤードツアー・展示室探検オ
リエンテーリング・勾玉づくり・火おこし体験な
どを行った。
［企 画］藤井 浩

� 市町村出前講座
ａ 事業目的
完全学校週５日制に対応し、土曜日や日曜日の

休日に、市町村教育委員会との連携の下で、子供
たちにとってわかりやすく地域の歴史や文化を説
明するとともに、それらを大切にする心を養い、
体験学習を通じて豊かな人間性や多様な個性を育
むことを目的とする。

これまで、道立センター内で行ってきた考古学
教室を、全道の市町村に出向いて地元教育委員会
と連携を図って実施することにより、市町村独自
事業実施の契機となるよう努める。

ｂ 事業内容
①地域の遺跡を学ぶ―実物にふれてみよう―
地元市町村出土の遺物や北海道立埋蔵文化財セ

ンター保管の土器・石器類に実際に触れてもらい
ながら、地元市町村の埋蔵文化財についての説明
を行う。あわせて、埋蔵文化財紹介のビデオ『遺
跡ってなーに』を鑑賞する。

②体験学習 ―勾玉つくり―
子供たちの歴史・文化に対する関心をより高め

るために、縄文時代等にアクセサリーとして使用
されていた「勾玉」を、滑石を材料に紙ヤスリな
どで実際に製作する。また、時間の許す限り、石
器（黒曜石破片）での紙切り、火おこしなどの体
験学習を行う。

▲冬休み縄文生活体験ひろば

▲冬休み親子考古学教室１
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ｃ 実施市町村一覧

考古学教室出前講座（事業分）

考古学教室出前講座（依頼分）

市 町 村 実 施 場 所 実 施 日 参加人数 担 当 備 考

１ 共和町 共和町かかし古里館 平成２３年７月２日（土） １０名 鎌田・倉橋
共和町かかし古里館土曜日講座
考古学出前教室「勾玉づくり」

２ 函館市 函館市立朝日小学校 平成２３年７月２０日（水） ４９名 鎌田・倉橋
６年生２クラスの２～４校時
授業「勾玉づくり」

３ 浦幌町 浦幌町立博物館 平成２３年７月２４日（日） ２０名 倉橋・藤井 こども考古学教室

４ 旭川市 旭川市博物館 平成２３年８月６日（土） ３７名 倉橋・藤井 勾玉づくりに挑戦

５ 池田町 池田町教育委員会 平成２３年９月１７日（土） １３名 鎌田・藤井
第６回わんぱく体験塾「考古学
教室―地域の遺跡を学ぶ―」

６ 真狩村 真狩村公民館 平成２３年１１月１６日（水） ４５名 倉橋・藤井
真狩村文化財保護審議委員主催 真狩
村学童保育「おひさまクラブ」事業

７ 稚内市 稚内市少年自然の家 平成２４年２月１９日（日）予定 ― 鎌田・藤井 インフルエンザ流行により中止

市 町 村 実 施 場 所 実 施 日 参加人数 担 当 備 考

１ 北広島市 北広島市中央公民館 平成２３年７月１０日（日） １２０名 藤井
第１３回ワクワク公民館子ども
まつり

２ 札幌市 札幌市立平岡公園小学校 平成２３年１０月１５日（日） ４０名 藤井 平岡公園小学校ふれあい空間

３ 当別町 当別町立当別小学校 平成２３年１０月２９日（土） ２５名 藤井
当別町地域子ども教室わくわ
くキッズこども考古学講座

▲函館市での出前講座 ▲旭川市での出前講座

▲浦幌町での出前講座 ▲真狩村での出前講座
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� 講演会・報告会
ａ 財団法人北海道埋蔵文化財センター

平成２２年度発掘調査報告会

［日 時］平成２３年４月９日（土）１３：３０～１６：３０

［会 場］２階研修室

［内 容］平成２２年度に財団法人北海道埋蔵文化

財センターが調査を行った遺跡のうち、下記の遺

跡について、スライドを使用して発掘成果の報告

を行った。

また、３月２６日（土）から開催している特別展

示「�北海道埋蔵文化財センター平成２２年度発掘
調査成果展」の会場である展示室では、報告者に

よる展示解説を行った。

①根室市トーサムポロ湖周辺竪穴群 広田良成

②森町森川６遺跡 土肥研晶

③福島町館崎遺跡 影浦 覚

④木古内町木古内遺跡 愛場和人

⑤木古内町木古内２遺跡 阿部明義

⑥木古内町大平遺跡 酒井秀治

⑦松前町福山城下町遺跡 菊池慈人

［参加者］７２名（うち道民カレッジ講座参加者１６名）

［企 画］�北海道埋蔵文化財センター調査部

ｂ 秋季講演会

「文化財を守り、伝える喜びとむずかしさ」

［日 時］平成２３年１０月２２日（土）１３：３０～１５：３０

［会 場］２階研修室

［講 師］前奈良文化財研究所所長・奈良県立大

学特任教授 田辺征夫 氏

［内 容］北海道などの指定調査で思ったこと、

１５０年の研究と１００年の保存運動史をもつ第一次大

極殿の復原と平城京遷都１３００年際の成功、高松塚

古墳・キトラ古墳の壁画保存、長屋王邸宅の調査

と保存、世界遺産の問題について解説していただ

いた。

［参加者］６８名（うち道民カレッジ１０名）

［企 画］倉橋直孝

ｃ 冬季講演会

「北海道埋蔵文化財行政の黎明期 旭川市」

［日 時］平成２３年１２月１０日（土）１３：３０～１５：３０

［会 場］２階研修室

［講 師］三浦綾子記念文学館副館長

斉藤 傑 氏

［内 容］北海道の埋蔵文化財の緊急調査を支え

た方々に、それぞれの担当した市町村での仕事を

ふりかえっていただく企画。今回は旭川市の緊急

発掘について解説していただいた。

［参加者］５３名（うち道民カレッジ５名）

［企 画］倉橋直孝

▲秋季講演会ポスター ▲冬季講演会ポスター
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� 教育連携講座
小・中学校、大学及び社会教育団体等を対象と

する体験型教育連携講座を１１回実施した。内訳は

小学校１回、中学校３回、大学４回、教育局１回、

研究所１回、郷土資料館１回である。

収蔵庫・展示収蔵庫や展示室見学の後、勾玉づ

くり、土器ハンズオン、バーチャル遺跡見学、展

示遺物スケッチ、砂絵、リトルプレスなど多岐に

わたる体験講座を、２階研修室で実施した。

実施日、事業名、内容、参加人数については、

下の「教育連携講座実施一覧」に記載した。表中

の内容の欄には主な体験項目を記した。

� 共催・協力など
ａ 財団法人北海道生涯学習協会

「ほっかいどう学」かでる移動講座

移動講座全１０回のうちの６・８・９回目を、財

団法人北海道生涯学習協会との共催で実施した。

①「世界文化遺産と北の縄文遺跡」

日 時：平成２３年７月２７日（水）１３：３０～１５：３０

会 場：２階研修室

内 容：世界遺産を概観しながら、北海道と北東

北の縄文遺跡が世界遺産登録となる可能性につい

て考えた。

講 師：副所長 畑 宏明

参加者：２９名

②「北海道・遺跡発掘物語」

日 時：平成２３年８月２４日（水）１３：３０～１５：３０

会 場：２階研修室

内 容：財団法人北海道埋蔵文化財センターが調

査した代表的な遺跡を取り上げ、発掘調査の様子

をわかりやすく紹介した。

講 師：第１調査部普及活用課長 鎌田 望

第１調査部普及活用課主査 倉橋直孝

第１調査部普及活用課主査 藤井 浩

③「竪穴住居入門」

日 時：平成２３年９月８日（水）１３：３０～１５：３０

会 場：２階研修室

内 容：ミニチュアの竪穴住居模型づくりを通じ

て、その仕組みや変遷、調査の方法を解説した。

講 師：第１調査部普及活用課主査 藤井 浩

ｂ 北海道文化財保護協会

「子どもの文化財愛護推進事業」

北海道文化財保護協会の「子どもの文化財愛護

推進事業」に協力し、８月２日（火）に中富良野

町、９月１０日（土）に雨竜町で、講演と勾玉づく

りを中心とした出前講座を実施した。

①中富良野公民館講座

日 時：平成２３年８月２日（火）９：３０～１２：００

会 場：中富良野町公民館

対 象：小学生以上

教育連携講座

番号 実 施 日 事 業 名 内 容 参加人数

１ 平成２３年５月１２日（木） 積丹町立美国中学校体験学習 勾玉 １６名

２ 平成２３年５月２５日（水） 石狩市立石狩小学校体験学習 勾玉 １８名

３ 平成２３年５月２７日（金） 石狩教育局初任者研修校外研修 勾玉、バーチャル遺跡見学 １７名

４ 平成２３年７月７日（木） 札幌学院大学鶴丸先生講義利用韓国人留学生体験学習 勾玉 ４０名

５ 平成２３年７月２０日（水） 北海道教育大学附属札幌中学校体験学習 勾玉 １０名

６ 平成２３年９月６日（火） 江別市郷土資料館博物館実習 勾玉 ８名

７ 平成２３年９月８日（木） 江別市立大麻東中学校特別支援学級体験学習 勾玉 ２６名

８ 平成２３年１０月１８日（火）
北海道立教育研究所平成２３年度「社会科、地理歴史科、公民

科教育研修講座」における所外研修

勾玉、土器ハンズオン、バーチャル

遺跡見学
２３名

９ 平成２３年１２月１１日（日） 北翔大学菊地先生講義利用 勾玉 ７名

１０ 平成２３年１２月１１日（日） 北翔大学菊地先生講義利用
展示遺物スケッチ、砂絵、リトルプ

レス
８名

１１ 平成２４年１月１８日（水） 札幌学院大学鶴丸先生講義利用韓国・中国人留学生体験学習 勾玉 ５８名
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内 容：北海道文化財保護協会理事の卜部信臣氏

の講演「文化財を大切にしよう」の後、北海道教

育委員会のホームページ「北の縄文案内」を使っ

て中富良野町の遺跡を紹介した。千歳市キウス４

遺跡出土勾玉を観察して、勾玉づくりを実施した。

講 師：第１調査部普及活用課主査 倉橋直孝

参加者：５０名

②２０１１ちびっこチャレンジ教室 ＰＡＲＴ７

日 時：平成２３年９月１０日（土）９：００～１２：００

会 場：雨竜町公民館

対 象：小学生とその保護者

内 容：北海道文化財保護協会理事の卜部信臣氏

の講演「みんなでむかしのことをまなぼう」の後、

北海道教育委員会のホームページ「北の縄文案

内」を使って雨竜町の遺跡を紹介した。千歳市キ

ウス４遺跡出土勾玉を観察して、勾玉づくりを実

施した。

講 師：第１調査部普及活用課主査 倉橋直孝

参加者：２２名

ｃ 講師派遣

①由仁町高齢者教養講座「ユニカレッジ」

「埋蔵文化財を知る―由仁町の遺跡と考古学―」

依頼元：由仁町教育委員会

日 時：平成２３年７月７日（土）１０：３０～１２：００

会 場：由仁町文化交流館ふれーる

対 象：高齢者教養講座 大学１年生・２年生

内 容：資料とスライドにより、考古学及び遺跡

発掘調査、由仁町内の遺跡、埋蔵文化財保護など

についての説明を行った。

講 師：第１調査部普及活用課主査 藤井 浩

②北広島市エコミュージアム推進事業

まちを好きになる市民大学 講座

歴史遺産特講「遺跡から学ぶ」

依頼元：北広島市教育委員会

日 時：平成２３年９月３日（土）１０：３０～１３：００

会 場：北広島市中央公民館

対 象：市民大学二期生

内 容：北広島市エコミュージアム推進事業の一

環として行われた市民大学の二期生を対象とした

考古学入門講座。チャシを中心に市内の遺跡を紹

介し、巡検を行った。

講 師：第１調査部普及活用課主査 藤井 浩

参加者：１２名

③北広島市エコミュージアム推進事業

まちを好きになる市民大学 講座

歴史遺産特講「ものから学ぶ」

依頼元：北広島市教育委員会

日 時：平成２３年９月１０日（土）１０：３０～１２：３０

会 場：北広島市中央公民館

対 象：市民大学二期生

内 容：市民大学の二期生を対象とした考古学入

門講座の二回目。市内の出土遺物と当センターの

遺物を比較し、土器・石器の基本的な特徴を紹介

した。また、拓本作業を通して土器の解説を行った。

▲かでる移動講座竪穴住居入門 ▲歴史遺産特講「ものから学ぶ」
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講 師：第１調査部普及活用課主査 藤井 浩

参加者：１２名

④北広島市エコミュージアム推進事業

まちを好きになる市民大学 講座

エコミュージアム資料論 考古学資料論

依頼元：北広島市教育委員会

日 時：平成２３年１１月５日（土）１０：３０～１２：３０

会 場：北広島市中央公民館

対 象：市民大学三期生

内 容：市民大学の三期生を対象とした考古学入

門講座。考古学や発掘調査の概要、埋蔵文化財の

保護についての説明を行った。市内の遺跡や展示

されている遺物について紹介した。

講 師：第１調査部普及活用課主査 藤井 浩

参加者：２０名

⑤北広島市エコミュージアム推進事業

まちを好きになる市民大学 講座

歴史遺産特講 学習報告会

依頼元：北広島市教育委員会

日 時：平成２３年１２月３日（土）１０：３０～１２：００

会 場：北広島市中央公民館

対 象：市民大学二期生

内 容：市民大学の二期生を対象とした考古学入

門講座の三回目。エコミュージアムガイドとして

市内の遺跡について解説できることを目標にした

遺跡学習報告会を行った。

講 師：第１調査部普及活用課主査 藤井 浩

参加者：１２名

� 周辺施設との連携
江別市から札幌市北東部に所在する各文化施設

と、以下のａ～ｄの連携を行っている。各連携参

加状況および参加施設については、下の「周辺施

設との連携参加一覧」の通りである。

ａ 文京台地区道立教育３施設連携

江別市文京台地区にある北海道立図書館、北海

道立教育研究所、北海道立埋蔵文化財センターが、

今後さらに地域に根ざし、開かれた「施設」を目

指すため、各施設機能の連携に努めるとともに、

職員の親睦交流を通して相互理解と連帯意識を図

ることを目的として平成１５年から連携事業を行っ

ている。

今年度も、７月以降に実施する事業を紹介する

３施設連携の事業リーフレットを合同で作成し

た。このリーフレットは７月８日（金）に、文京

台第１自治会（約２８０戸）、文京台第２自治会（約

９００戸）、文京台東町自治会（約４９０戸）の計約１６７０

戸に１４１部回覧した。

周辺施設との連携参加一覧

名 称
集まれ！
森林公園

クイズラリー２０１１

文京台地区
道立教育３施設

野幌総合運動公園
運営連絡協議会
（のっぽろ１１ネット）

かるちゃるnet
（文化施設
連絡協議会）

江別市郷土資料館 ○
江別市スポーツ振興財団 ○
野幌自治会 ○
北海道情報大学 ○
野幌中学校 ○
江別市セラミックアートセンター ○ ○
野幌総合運動公園事務所 ○
酪農学園大学 ○
北海道立図書館 ○ ○ ○
北海道立教育研究所 ○ ○
札幌学院大学 ○
北翔大学 ○
北海道立埋蔵文化財センター ○ ○ ○ ○
自然ふれあい交流館 ○ ○
道立自然公園野幌森林公園 ○
北海道開拓記念館 ○ ○
北海道開拓の村 ○ ○ ○
サンピアザ水族館 ○
札幌市青少年科学館 ○
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ｂ あつまれ！森林公園スタンプラリー２０１１

日 時：平成２３年４月２９日（金）～６月２６日（日）

場 所：北海道開拓記念館・北海道開拓の村・自

然ふれあい交流館・北海道立図書館・北海道立埋

蔵文化財センター

内 容：今年度は、各施設でスタンプをもらい、

全てのスタンプが揃ったら記念品が貰えるという

ルールで実施した。記念品の交換場所は北海道立

埋蔵文化財センターとした。全体の参加者は１，９５０

名、期間中のセンター入館者は２，５８４名だった。

ｃ 野幌総合運動公園運営連絡協議会

①第６回野幌総合運動公園運営連絡協議会

日 時：平成２３年７月１４日（水）１４：００～１６：４５

会 場：江別市セラミックアートセンター会議

室、野幌総合運動公園プール

内 容：財団法人北海道開拓の村、北海道立埋蔵

文化財センター、北翔大学、札幌学院大学、酪農学

園大学、財団法人江別市スポーツ振興財団、野幌総

合運動公園事務所、江別市セラミックアートセン

ターが出席し、施設間スタンプラリーに関連する

ウォーキングマップの作成について検討した。ま

た、協議会名称を「のっぽろ１１（イレブン）ネット」

と改めた。

ｄ かるちゃるnet（文化施設連絡協議会）

新札幌から江別市南西には社会教育的文化施設

が集中し、地域に暮らす人たちにとって恵まれた

環境にある。各文化施設は地域文化の向上や知的

財産の継承など重要な役目を担っているが、財政

の悪化により運営・事業の見直しを迫られ、取り

巻く情勢は厳しさを増している。このような状況

を踏まえ、各施設が協力・連携を強化し、意見交

換・連携事業・広報事業などの実施を協議する場

として結成された。

平成２１年に北海道がイオン北海道㈱との包括的

連携協定を締結する際に北海道開拓記念館が企業

側に提案した「道の教育・文化施設の広報活動へ

の協力・協働事業」を基礎とする。

①かるちゃるnet紹介展

日 時：平成２３年７月２９日（金）～７月３１日（日）

会 場：イオン江別店

対 象：一般

内 容：加盟各施設が実施する行事等をパネルで

紹介し、パンフレット・チラシ類を置いて施設の

ＰＲを実施した。また、交代で人員を配置して解

説を行った。

②かるちゃるnet紹介展「砂絵体験」

日 時：平成２３年７月３１日（日）１０：００～１６：００

会 場：イオン江別店

対 象：幼児・小学生・親子

内 容：かるちゃるnet紹介展会場で、色砂を使っ

て縄文土器の絵を描く体験イベントを行った。

講 師：第１調査部普及活用課主査 倉橋直孝

参加者：３６名

▲かるちゃるnet紹介展 ▲かるちゃるnet紹介展「砂絵体験」
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月 開館日数 大人（男性）大人（女性） 子供 合 計
平成２３年４月 ２６ ４７９ ２６４ １７７ ９２０
平成２３年５月 ２７ ４４１ ３２２ ４６０ １２２３
平成２３年６月 ２６ ４８６ ３７２ ４１９ １２７７
平成２３年７月 ２７ ４６８ ４３６ ３７４ １２７８
平成２３年８月 ２６ ４０８ ３０２ ５２０ １２３０
平成２３年９月 ２６ ３６３ ２９１ ４５６ １１１０
平成２３年１０月 ２６ ３９９ ２８９ １５１ ８３９
平成２３年１１月 ２６ ２５９ １４８ １３２ ５３９
平成２３年１２月 ２１ ２５０ １４４ ２９ ４２３
平成２４年１月 ２４ １６９ １３２ ７８ ３７９
平成２４年２月 ２４ １９１ ７６ １９ ２８６
平成２４年３月 ２１ ３０５ ２９６ ９５ ６９６
合 計 ３００ ４２１８ ３０７２ ２９１０ １０２００

月 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 合計
４月 ７５８ ６５６ ５４５ ５３８ ８３１ ５９５ ８３０ ６６９ ９０４ １１９２ ７９９ ９２０ ９２３７
５月 ７０９ ４５３ ６５６ １０８１ ９６４ ７１６ １４４０ １２２８ １４０３ １９７８ １７５５ １２２３ １３６０６
６月 ６５２ ６２１ ８０８ １２９９ １０５４ ８５８ ７６８ １０９９ １１５０ ９３４ １５９７ １２７７ １２１１７
７月 ５２７ ３０３ ６３３ ９２２ ８２８ １１２４ １１３８ １４２５ １１２６ １５３７ １１１７ １２７８ １１９５８
８月 ６７３ ３８８ ６６２ ７８９ ７４７ ８５１ １２３８ １５１７ １２６７ １３７０ ９８２ １２３０ １１７１４
９月 ５４４ ３７４ ６３１ ７６２ １０２０ ７２７ ７９０ ９０７ ７６８ １１６９ ９９５ １１１０ ９７９７
１０月 ６５０ ３０２ ６４９ ９９１ １０２７ ７７３ ９４５ ９３９ １２６７ １１２０ １２１４ ８３９ １０７１６
１１月 １９８８ ４６７ ６５９ ４４５ ８３６ ６６９ ６１８ ６６９ ６２７ ６５３ ７４５ ７９４ ５３９ ９７０９
１２月 ６８７ ２８６ ３２６ ６６９ ５０５ ３３０ ３１８ ２３２ ５３６ ４８８ ５７７ ３７０ ４２３ ５７４７
１月 ５９３ ２１８ ４１１ ２８７ ２２９ １８９ ２４０ ４６２ ６３３ ４８８ ５１６ ３４４ ３７９ ４９８９
２月 ３６６ １２９ ２４０ ２１２ ２７０ １８７ １８９ ２２６ ３２９ ４５０ ３７４ ２６８ ２８６ ３５２６
３月 ４６９ ２２１ ３６２ ２９７ ３３１ ２９６ ３６６ ３２９ ５２８ ５４９ ４７２ ５１１ 696 ５４２７
合計 ４１０３ ５８３４ ５０９５ ６４９４ ８５５３ ８１４２ ７３７５ ９０６７ １０４３７ １０５１３ １１９８４ １０７４６ 10200 １０８５４３

は最多（平成１１年度を除く）

７ 利用状況など

今年度のセンター利用者は、前年度より５．１％減少した。前年度よりも入館者数が減少した月は５月、

６月、１０月、１１月である。しかし、４月、７～９月、１２～３月はいずれも昨年度よりも入館者数が増加

している。このうち、５～９月は、５か月連続して毎月１，０００人を超え、特に、５～８月は４か月連続

して１，２００名を越えるという、これまでにない入館者数を記録した。

� 入館者数一覧
月別入館者数一覧

暦年入館者数一覧

特別展示期間中の入館者

報告会・講演会参加者

事 業 名 実 施 日 参加人数
�北海道埋蔵文化財センター平成２２年度発掘調査報告会 平成２３年４月９日（土） ７２名
秋季講演会「文化財を守り、伝える喜びとむずかしさ」 平成２３年１０月２２日（土） ６８名
冬季講演会「北海道埋蔵文化財行政の黎明期旭川市」 平成２３年１２月１０日（土） ５３名

展 示 タ イ ト ル 期 間 入館者数
�北海道埋蔵文化財センター平成２２年度発掘調査成果展 平成２２年３月２６日（土）～６月５日（日） ２５１１名
「わかる考古学６―縄文生活体験ひろば―」展 平成２３年７月２日（土）～１０月１０日（月・祝） ３８７６名
「北海道遺跡百選４ 発掘された縄文の円―北の大地に描かれたサークル―」展 平成２３年１０月３０日（土）～平成２４年３月４日（日） １７８８名

特別展示期間中の入館者数合計 ８１７５名
世界遺産をめざす北の縄文展 平成２３年４月１日（金）～平成２４年３月３１日（土） １０２００名
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考古学講座・こども考古学教室参加者

考古学教室出前講座

考古学教室出前講座（依頼分）

� 団体利用者対応
施設見学のほか、小学校や教育機関等・こども関係・高齢者関係の団体を対象に、勾玉づくりや砂絵等の

体験学習を１６回実施した。また、大学の学外授業や講座を１４回行った。団体利用者数は１，３２５名である。

［小学校］

［高校］

［大学］

事 業 名 実 施 日 参加人数
考古学入門講座 平成２３年５月１４日（土） １８名
ガラス玉作り 平成２３年６月１８日（土） １５名
模型で学ぶ縄文の家づくり 平成２３年１０月８日（土） １５名
石器づくり 平成２３年１１月２６日（土） １２名
拓本講座 平成２４年２月１８日（土） ９名
こども考古学教室 親子ガラス玉作り 平成２３年６月２５日（土） ２３名
こども考古学教室 夏休み親子考古学教室第１回 平成２３年７月２３日（土） ４８名
こども考古学教室 夏休み親子考古学教室第２回 平成２３年７月３０日（土） ４８名
こども考古学教室 冬休み親子考古学教室第１回 平成２４年１月７日（土） １０名
こども考古学教室 冬休み親子考古学教室第２回 平成２４年１月１４日（土） ４名

事 業 名 実 施 日 参加人数
考古学教室出前講座１（共和町） 平成２３年７月２日（土） １０名
考古学教室出前講座２（函館市） 平成２３年７月２０日（水） ４９名
考古学教室出前講座３（浦幌町） 平成２３年７月２４日（日） ２０名
考古学教室出前講座４（旭川市） 平成２３年８月６日（土） ３７名
考古学教室出前講座５（池田町） 平成２３年９月１７日（土） １３名
考古学教室出前講座６（真狩村） 平成２３年１１月１６日（水） ９名
考古学教室出前講座７（稚内市）＊インフルエンザ流行により中止 平成２４年２月１９日（日）予定 ―

依 頼 元 ・ 実 施 場 所 実 施 日 参加人数
北広島市中央公民館（勾玉づくり） 平成２３年７月１０日（日） ２７名
北広島市立東部小学校（火おこし） 平成２３年９月２日（金） ２３名
江別市立江別第三小学校（勾玉づくり） 平成２３年９月２０日（火） １０４名
札幌市立平岡公園小学校 平成２３年１０月１５日（日） ４０名
当別町立当別小学校 平成２３年１０月２９日（土） ２５名

年 月日 曜日 団体名・見学・体験等 人数
平成２３年 ８月３０日 （火） 岩見沢市立幌向小学校勾玉作り体験学習 ８７名

８月３１日 （水） 清水町立御影小学校修学旅行自主研修 ７名
９月１日 （木） 江別市立上江別小学校体験学習 １８０名
１２月２日 （金） 江別市立文京台小学校１年１組親子レク勾玉づくり体験 ３２名

平成２４年 ３月７日 （水） 江別市立第二小学校施設見学 １９名
計 ３２５名

年 月日 曜日 団体名・見学・体験等 人数
平成２３年 ６月２５日 （土） 北海道札幌啓成高等学校剣道部施設見学 ８名

計 ８名

年 月日 曜日 団体名・見学・体験学習・学外授業等 人数
平成２３年 ４月２０日 （水） 札幌学院大学鶴丸先生講義利用 ７７名

５月２４日 （火） 札幌大学施設見学 ９名
５月２４日 （火） 北翔大学施設見学 ４名
６月２６日 （日） 北翔大学菊地先生講義利用 ２２名
７月３日 （日） 北翔大学菊地先生講義利用 ６名
７月１０日 （日） 北翔大学菊地先生講義利用 ２６名
７月１０日 （日） 北翔大学菊地先生講義利用 ２６名
７月１６日 （土） 札幌大学本田先生講義利用 １３名
７月１７日 （日） 北翔大学菊地先生講義利用 １３名
７月１９日 （火） 札幌学院大学鶴丸先生講義利用 ３７名
７月２３日 （土） 北海道大学加藤研究室施設見学 ６名
１０月４日 （火） 札幌学院大学臼杵先生講義利用 １７名
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［大学］

［教育機関等の団体］

［子ども関係の団体］

［高齢者関係の団体］

［その他の団体］

� 実習等
大学の博物館実習を１件（１名）行った。
［実習等］

年 月日 曜日 団体名・見学・体験学習・学外授業等 人数
平成２３年 １０月２０日 （木） 北翔大学渡部先生講義利用 １７名

１０月２２日 （土） 札幌大学学生施設見学 １２名
１０月２７日 （木） 北翔大学渡部先生講義利用 １７名
１２月１日 （木） 北翔大学佐藤先生講義利用 １２名
１２月１１日 （日） 札幌国際大学畑先生講義利用 ２２名

平成２４年 ３月１４日 （水） 札幌国際大学越田先生講義利用 １１名
計 ３４７名

年 月日 曜日 団体名・見学・体験等 人数
平成２３年 ４月２０日 （水） 韓国�忠清北道文化財研究院施設見学 ５名

５月２８日 （土） 長沼町教育委員会施設見学 ２７名
６月７日 （土） 道立教育研究所施設見学 ４名
７月２６日 （火） 中国・韓国研究者施設見学 ６名
７月２８日 （木） 青森県教育庁文化財保護課世界文化遺産登録推進プロジェクトチーム ４名
９月２０日 （火） 縄文遺跡群世界遺産登録推進本部視察 １２名
９月２４日 （土） 岩見沢市教育委員会「歴史の道を訪ねて」施設見学 ５３名
１１月１１日 （金） 江別市教育委員会青少年指導センター勾玉づくり体験 １７名

平成２４年 ２月２５日 （金） シンポジウム「東アジアにおける農耕研究の新しい展開」 １３名
３月１０日 （土） 石狩市教育委員会施設見学 ４３名
３月１８日 （日） シンポジウム「北海道における木材使用の歴史とアイヌ文化」 ３５名

計 ２１９名

年 月日 曜日 団体名・見学・体験等 人数
平成２３年 ６月１１日 （土） イオン札幌桑園店チアーズクラブ施設見学 １４名

６月１２日 （日） イオン手稲山口店チアーズクラブ施設見学 １８名
７月７日 （木） 萩ヶ岡児童センター施設見学 ５名
８月２日 （火） 大麻ミニ児童館体験学習 ８名
８月１６日 （火） ベストフレンズ体験学習 ２３名
９月３日 （土） 大麻ジュニアクラブ体験学習 １１名
９月８日 （木） 萩ヶ岡児童センター体験学習 １６名
９月１５日 （木） 野幌ひまわり児童センター体験学習 １７名
９月２０日 （火） 大麻ジュニアクラブ体験学習 ４４名

計 １５６名

年 月日 曜日 団体名・見学・体験等 人数
平成２３年 ５月１９日 （木） 江別ケアパークそよ風施設見学 ２４名

６月２３日 （木） 小規模多目的ホームパウロの森施設見学 ７名
６月２４日 （金） ディサービスセンターふくろうの森施設見学 ９名
７月１４日 （木） ヒューマンライフケア厚別ディサービスセンター勾玉作り体験 １９名
８月２４日 （水） おおあさ東町ディサービス風の音色勾玉作り体験 １４名
８月２６日 （金） おおあさ東町ディサービス風の音色砂絵・勾玉作り体験 １０名
９月２０日 （火） 聖陵ディサービスセンター砂絵体験 ２０名
９月２１日 （水） 聖陵ディサービスセンター砂絵体験 ２０名
１０月１８日 （火） グループホーム菜の花東苗穂館施設見学 １２名
１０月３０日 （日） ディサービスセンターあかり施設見学 ８名
１１月９日 （水） ディサービスセンターぷらいむ施設見学 ６名
１１月３０日 （水） ディサービスふくろうの森施設見学 ９名

計 １５８名

年 月日 曜日 団体名・見学・体験等 人数
平成２３年 ６月２６日 （日） 大麻沢町１６丁目自治会施設見学 ２５名

７月３日 （日） 江別市スポーツ振興財団ノルディックウォーキング講習会施設見学 ２８名
９月２８日 （水） 市立函館博物館友の会施設見学 ２１名
１０月２日 （日） 苫小牧市縄文会施設見学 ２３名
１０月１５日 （土） 陶寿房施設見学 １５名

計 １１２名

年 期間 大学名・実習種別 人数
平成２３年 ９月１日（木）～９月８日（木） 札幌大学文化学部４年生博物館実習 １名

計 １名
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８ 図書資料
� 購入図書一覧

� 受領刊行物一覧（＊所在地市町村コード順に掲載）

書 名 編 著 者 名 出 版 者

国のなりたち 旧石器時代から飛鳥時代（Ｊｒ． 日本の歴史１） 平川南ほか 小学館
氷河時代 スチュワート・ロス 大日本絵画
日本の世界文化遺産を歩く 藤本 強 同成社
遺跡と観光（市民の考古学８） 澤村 明 同成社
猪の文化史 発掘資料などからみた猪の姿 考古編 新津 健 雄山閣
謎解き古代文明 ASIOS 彩図社
歴史に語られた遺跡・遺物 認識と利用の系譜 桜井準也 慶応義塾大学出版会
東北アジア古民族植物学と縄文農耕 小畑弘己 同成社
考古学からみた古代日本の紡織 東村純子 六一書房
はじめて学ぶ考古学（有斐閣アルマ） 佐々木憲一ほか 有斐閣
考古学の挑戦 地中に問いかける歴史学 阿部芳郎 岩波書店
いにしえの美しい色 Ｘ線でその謎に迫る ツタンカーメンから、陶磁器，仏教美術まで 宇田広之 アグネ技術センター
縄文時代 （列島の考古学２） 能登 健 河出書房新社
弥生時代 （列島の考古学３） 武末純一ほか 河出書房新社
古墳時代 （列島の考古学４） 右島和夫 河出書房新社
弥生時代（上） （講座日本の考古学５） 甲元眞之他 青木書店
発掘された日本列島 ２０１１ 文化庁 朝日新聞社
小シーボルトと日本の考古・民族学の黎明 ユーゼフ・クライナー 同成社
よくわかる古代日本の全体像 知識ゼロから学ぶ日本史の原点 木下正史 新人物往来社
地域別の日本史 菅野祐孝 学生社
近代北海道とアイヌ民族 狩猟規制と土地問題 山田伸一 北海道大学出版会
アイヌの世界（講談社メチエ４９４） 瀬川拓郎 講談社
知里真志保 －人と学問－ 北海道大学北方研究教育センター 北海道大学出版会
石と人間の歴史 地の恵と文化（中公新書２０８１） 蟹沢聡史 中央公論新社
地球探検 地球の核から空への旅 ジェン・グリーン 大日本絵画
日本の火山を科学する 日本列島津々浦々、あなたの身近にある１０８の活火山とは？ 神沼克伊ほか ソフトバンククリエイティブ
地形図の楽しい読み方 不思議でおもしろい地図の世界へ（ヤマケイ山岳選書） 今尾恵介 山と渓谷社
新北海道の花 柳沢 俊 北海道大学出版会
野と原の環境史（日本列島の三万五千年 人と自然の環境史２） 佐藤宏之ほか 文一総合出版
里と林の環境史（日本列島の三万五千年 人と自然の環境史３） 大住克博ほか 文一総合出版
島と海の環境史（日本列島の三万五千年 人と自然の環境史４） 田島佳也ほか 文一総合出版
山と森の環境史（日本列島の三万五千年 人と自然の環境史５） 池谷和信ほか 文一総合出版
環境史をとらえる技法（日本列島の三万五千年 人と自然の環境史６） 高原 光ほか 文一総合出版

［北海道］
札幌市埋蔵文化財センター
平成２２年度 調査報告書 市内遺跡発掘調査報告書３

北海道教育庁
アイヌ民族文化財ユーカラシリーズ３７ アイヌ英雄叙事詩 赤海亀になる
アイヌ民族文化財ユーカラシリーズ３８ アイヌ英雄叙事詩 背鰭長の鯱
アイヌ民族文化財ユーカラシリーズ３９ アイヌ英雄叙事詩 薄い金、裂けた金
平成２２年度アイヌ民族文化財調査報告書 アイヌ民族技術調査３

北海道大学 高等教育推進機構CoSTEＰ
北海道大学Ｊ広報誌 「リテラポプリ」 Vol．４３

北海道大学総合博物館
北海道大学総合博物館 企画展示 豊平川と私たち －その生い立ちと自然－
北海道大学総合博物館ニュース 第２３号
わが街の文化遺産 札幌軟石 －支笏火山の恵－

北海道文化財保護協会
北海道の文化 ８３
北海道文化財保護協会創立５０周年記念誌 北海道文化財保護のあゆみ

北海道立アイヌ民俗文化研究センター
アイヌ民族文化研究センターだより №３４
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アイヌ民族文化研究センターだより №３５
企画展パンフレット アイヌ語地名を歩く －山田秀三の地名研究から－２０１１年 名寄
企画展パンフレット アイヌ語地名を歩く －山田秀三の地名研究から－２０１１年 稚内
北海道立 アイヌ民族文化研究センター 年報 ２０１０ （平成２２年度）
北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要 第１７号

リクルート北海道じゃらん
北海道じゃらん ２０１１年８月号

函館市教育委員会
特別史跡五稜郭跡 復元整備事業報告書
特別史跡五稜郭跡 復元整備事業報告書【図版編】

江別市セラミックアートセンター
Ceramic Art Center 年報 平成２２年度

北翔大学 菊地達夫
社会系教科における調べ学習演習の取り組みと意義〈苫小牧駒澤大学紀要 第２３号別刷〉
小学校社会科における地理的知識に関する指導方法のあり方の再検討 �教員と児童の 離の改善に向けて－〈北翔大学生涯学習システム学部研究紀要第１１号（２００１）別刷〉
中学校社会科地理的分野における北海道遺産を活用した授業実践と効果〈地理教育研究（全国地理教育学会）Ｎｏ．８ 別刷〉
保育者養成過程における環境問題を題材とした主体的学習の実践と意義〈北翔大学短期大学部研究紀要第４９号（２００１）別刷〉
北海道遺産の有する知的観光情報の発信実態 －自治体ウェブサイトの内容を事例として－〈北方圏学術情報センター年報 Ｖｏｌ，２ 別刷〉
歴史的建造物を活用した観光交流の仕組みの可能性とその意義 －北前船における関連歴史的建造物を事例として－ 〈大阪観光大学観光学研究所年報 観光研究論集 第９号抜刷〉

北海道立図書館
北の資料１２４ 北方資料室４０周年 北方資料室の足跡をふりかえる

美幌町教育委員会
美幌町文化財調査報告２５ みどり２遺跡
美幌町埋蔵文化財各種開発確認調査報告書

ひがし大雪博物館
上士幌町ひがし大雪博物館研究報告 第３３号

浦幌町立博物館
浦幌町立博物館紀要 第１１号
浦幌町立博物館年報 第１１号

［宮城］
東北歴史博物館
東北歴史博物館研究紀要 １２

［秋田］
秋田県立博物館
秋田県立博物館ニュース Museum News№１５２
秋田県立博物館ニュース Museuｍ News№１５３
秋田県立博物館研究報告 第３６号

［山形］
天童市西沼田遺跡公園
天童市西沼田遺跡公園 要覧・年報２０１０

［福島］
会津若松市教育委員会
会津若松市文化財調査報告書 第１２１号 会津総合運動公園発掘調査報告書Ⅶ
会津若松市文化財調査報告書 第１２２号 小谷遺跡・小谷西村Ｂ遺跡発掘調査報告書

三春町歴史民俗資料館 三春町教育委員会
三春町文化財調査報告書第３１集 三春城跡Ⅵ 第８次調査報告書

［栃木］
足利市教育委員会
足利市文化財調査報告 第４集 足利の石造物
足利市埋蔵文化財調査報告第５７集 史跡 樺崎寺跡（法界寺跡）発掘調査概要Ⅱ
埋蔵文化財発掘調査報告 第６０集 掘り出された足利の歴史 平成２１年度足利市埋蔵文化財発掘調査パンフレット
栃木県指定史跡 八幡山古墳群 ～憩いの森の古墳たち～

［埼玉］
所沢市立埋蔵文化財調査センター
所沢市埋蔵文化財調査報告書 第５２集 市内遺跡調査報告１７
所沢市埋蔵文化財調査報告書 第５３集 東の上遺跡 －飛鳥・奈良・平安時代編 Ⅱ－

桶川市教育委員会
ふじま山遺跡 第３次発掘調査報告書

吉見町埋蔵文化財センター
吉見町埋蔵文化財調査報告書 第９集 町内遺跡５

［千葉］
習志野市教育委員会
千葉県習志野市 谷津貝塚埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅰ
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［東京］
公益社団法人 日本文化財保護協会
飛天 平成２３年会報
埋蔵文化財調査要覧 平成２３年度

国立教育政策研究所
平成２２年度 博物館に関する基礎資料

文化環境研究所
Cultivate №３８

港区立郷土資料館
港郷土資料館館報 －２８－ 平成２１年度版（２００９年度版）
港郷土資料館館報 －２９－ 平成２２年度版（２０１０年度版）
港区立 港郷土資料館 資料館だより 第６６号
港区立 港郷土資料館 資料館だより 第６７号
港区立 港郷土資料館 資料館だより 第６８号
研究紀要１３ 平成２２年度
港郷土資料館へ行ってみよう！ 第８号
港区埋蔵文化財調査年報８ －平成２１年度の調査他－

株式会社河出書房新社
列島の考古学 旧石器時代

共和開発� 渋谷区教育委員会
東京都渋谷区 鉢山町・猿楽町１７判遺跡第５地点
東京都渋谷区 初台遺跡 第２地点

国際基督教大学博物館 湯浅八郎記念館
国際基督教大学博物館 湯浅八郎記念館 年報 №２６ ２００７�２００８ №２７ ２００８�２００９

［神奈川］
横浜市歴史博物館
横浜市歴史博物館NEWS３０
横浜市歴史博物館NEWS３１

神奈川県埋蔵文化財センター
神奈川県 埋蔵文化財調査報告５６ 平成２１年度 神奈川県内埋蔵文化財発掘調査一覧
神奈川県埋蔵文化財センター 年報２３ ２０１０（平成２２）年度

公益財団法人 かながわ考古学財団
かながわ考古学財調査報告２７１ 成田上耕地遺跡第Ⅰ地点・成田諏訪脇遺跡第Ⅰ地点
かながわ考古学財団調査報告２６４ 社家宇治山遺跡 第１分冊
かながわ考古学財団調査報告２６４ 社家宇治山遺跡 第２分冊
かながわ考古学財団調査報告２６４ 社家宇治山遺跡 第３分冊
かながわ考古学財団調査報告２６４ 社家宇治山遺跡 第４分冊
かながわ考古学財団調査報告２６４ 社家宇治山遺跡 第５分冊
かながわ考古学財団調査報告２７７ 跡堀遺跡Ⅱ

［新潟］
敬和学園大学
人文社会科学研究所年報 №９

津南町教育委員会
津南學叢書 第１４輯 植物繊維を「編む」 －アンギンの里 津南の編み技術と歴史－
津南學叢書 第１５輯 植物繊維を「編む」 －アンギンの里 津南の編み技術と歴史－予稿集

［富山］
富山県埋蔵文化財センター
特別展 とやまの貝塚 －貝塚からみえてくる縄文人の姿と生活－
埋文とやま VOL．１１５
埋文とやま VOL．１１６
埋文とやま VOL．１１７

［石川］
金沢学院大学
金沢学院大学紀要 文学・美術・社会学編 第９号
金沢学院大学紀要 経営・経済・情報科学・自然科学編 第９号

［山梨］
山梨県埋蔵文化財センター
研究紀要２６
年報２６ ２００９年度（平成２１年度）
山梨県立 考古博物館だより №７２
山梨県埋蔵文化財センター 埋文やまなし３６
山梨県埋蔵文化財センター 埋文やまなし３７
山梨県埋蔵文化財センター 埋文やまなし３８
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山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第２６８集 中丸・中丸東遺跡
山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第２６９集 六ツ長遺跡
山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第２７０集 太鼓畑遺跡
山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第２７１集 竜安寺川西遺跡
山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第２７２集 稲山遺跡
山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第２７３集 御所山遺跡
山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第２７４集 美通遺跡Ａ・Ｃ区
山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第２７５集 美通遺跡Ｂ区
山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第２７６集 県指定史跡甲府城跡 平成２２年度調査・整備報告書
山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第２７７集 三光遺跡
山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第２７８集 御坂中丸遺跡
山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第２７９集 原間遺跡
山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第２８０集 山梨県内分布調査報告書（平成２２年１月～１２月）
第２９回特別展 縄文土器名宝展 ～縄文芸術の到達点～

韮崎市教育委員会
後田堂ノ前遺跡 －コメシＨ＆Ｇ藤井店建設に伴う発掘調査報告書－
後田堂ノ前遺跡 －日本ネットワークサービス韮崎営業所建設に伴う発掘調査報告書－
御座田遺跡 －多目的広場・総合福祉センター建設に伴う発掘調査報告書－
苗敷山総合学術調査報告書 苗敷山の総合研究
平成１５年度 韮崎市内遺跡埋蔵文化財
平成１６年度 韮崎市内遺跡埋蔵文化財
山梨県韮崎市 石之坪遺跡（西地区）
山梨県韮崎市 下馬城遺跡
山梨県韮崎市 次第窪遺跡
山梨県韮崎市 苗敷山山頂遺跡
山梨県韮崎市 丸山東遺跡
山梨県韮崎市 元大明神前堤防遺跡
山梨県韮崎市発掘調査報告書 山梨県韮崎市 下横屋遺跡第５地点
山梨県韮崎市発掘調査報告書 山梨県韮崎市 下横屋遺跡第６地点
山梨県韮崎市発掘調査報告書 山梨県韮崎市 下横屋遺跡第７地点
山梨県韮崎市 西表堤防遺跡Ⅱ
山梨県韮崎市発掘調査報告書 後田堂ノ前遺跡発掘調査報告書
山梨県韮崎市発掘調査報告書 坂井遺跡・坂井南遺跡
山梨県韮崎市発掘調査報告書 三百水遺跡発掘調査報告書
山梨県韮崎市発掘調査報告書 平成１７年度 市内遺跡試掘確認調査報告書
山梨県韮崎市発掘調査報告書 平成１８年度 市内遺跡試掘確認調査及び個人住宅等発掘調査報告書
山梨県韮崎市発掘調査報告書 山梨県韮崎市 隠岐殿遺跡Ⅱ
山梨県韮崎市発掘調査報告書 山梨県韮崎市 隠岐殿遺跡Ⅲ
山梨県韮崎市発掘調査報告書 山梨県韮崎市 上横屋遺跡第３地点
山梨県韮崎市発掘調査報告書 山梨県韮崎市 坂井南遺跡Ⅳ
山梨県韮崎市 山影遺跡Ⅱ
山梨県韮崎市発掘調査報告書 山梨県韮崎市 滝坂遺跡
山梨県韮崎市発掘調査報告書 山梨県韮崎市 能見城跡第３地点
山梨県韮崎市発掘調査報告書 山梨県韮崎市 山道第２遺跡

南アルプス市教育委員会
南アルプス市埋蔵文化財ガイドブック 第１集 Ver２ 南アルプス市の戦争遺跡 ロタコ －御勅使河原飛行場跡－
南アルプス市埋蔵文化財ガイドブック 第３集 大地の記憶 遺跡カラ未来へ
南アルプス市埋蔵文化財調査報告書 第２６集 山梨県南アルプス市 平成２１年度埋蔵文化財試掘調査報告書
南アルプス市埋蔵文化財調査報告書 第２７集 山梨県南アルプス市 坂ノ上姥神遺跡 第２地点
南アルプス市埋蔵文化財調査報告書 第２８集 山梨県南アルプス市 曽根遺跡（第２地点）

［長野］
長野市教育委員会
史跡松代藩主真田家墓所

［岐阜］
岐阜県文化財保護センター
岐阜県文化財保護センター 調査報告書 第１２０集 岩田東Ａ遺跡

［愛知］
安城市教育委員会
安城市埋蔵文化財発掘調査報告書 第２６集 鹿乗川流域遺跡群Ⅶ
安城市埋蔵文化財発掘調査報告書 第２７集 史跡 姫小川古墳

［滋賀］
�滋賀県文化財保護協会
学校法人立命館守山中学校・高等学校新グランド整備に伴う発掘調査報告書 三宅北遺跡
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県道下豊浦鷹飼線道路改築工事に伴う発掘調査報告書 金剛寺遺跡
県立八幡工業高校運動場拡張工事に伴う発掘調査報告書 金剛寺遺跡・後川遺跡
国道４７７号緊急地方道路整備事業に伴う発掘調査報告書 番場遺跡
国道４７７号緊急地方道路整備事業に伴う発掘調査報告書 番場遺跡
琵琶湖開発事業関連埋蔵文化財発掘調査報告書１０ 七条浦遺跡・志那湖底遺跡 第１分冊（本文編）
琵琶湖開発事業関連埋蔵文化財発掘調査報告書１０ 七条浦遺跡・志那湖底遺跡 第２分冊（写真図番編）
琵琶湖流域下水事業（東北部浄化センター増設工事）に伴う発掘調査報告書Ⅱ 松原内湖遺跡Ⅱ
ほ場整備関係（経営体育成基盤整備） 遺跡発掘調査報告書 ３８－１ 浄土屋敷遺跡１
ほ場整備関係（経営体育成基盤整備） 遺跡発掘調査報告書 ３８－２ 針氏白遺跡・井戸遺跡その１・２
ほ場整備関係（経営体育成基盤整備） 遺跡発掘調査報告書 ３８－３ 夏見城遺跡
八日市新川広域河川改修工事に伴う発掘調査報告書 金貝遺跡

大津市教育委員会
大津市埋蔵文化財センター文化財調査報告書� 滋賀里遺跡発掘調査報告書Ⅱ
大津市埋蔵文化財調査報告書（５１） 関津遺跡発掘調査報告書
大津市埋蔵文化財調査報告書（５２） 穴太遺跡（南菊ノ尾地区）発掘調査報告書
大津市埋蔵文化財調査報告書（５４） 南滋賀遺跡発掘調査報告書Ⅲ
大津市埋蔵文化財調査報告書（５５） 穴太遺跡（南川原地区発掘調査報告書）
平成２１年度 大津市埋蔵文化財調査年報

守山市教育委員会
学校法人立命館守山中学校・高等学校新グランド整備に伴う発掘調査報告書 三宅北遺跡 守山市三宅町
立入荒牧遺跡発掘調査報告書 第３次発掘調査報告書

�栗東市文化体育振興事業団
栗東市 話題の発掘調査 はっくつ ２０１０
古代のアート りっとう発掘再発見 vol．１ 古墳時代の琴
栗東市埋蔵文化財調査報告 ２００９（平成２１）年度 年報

甲賀市教育委員会
史跡紫香楽宮跡保存管理計画書

［京都］
立命館大学文学部日本史学専攻考古学コース
立命館大学 文学部学芸員課程研究報告 第１３冊 姫路市見野古墳群発掘調査報告
立命館大学考古学資料集 第４冊 倭製鏡一覧

京都府教育委員会
京都府埋蔵文化財調査報告書（平成２２年度）

�古代学協会
古代学協会６０年史
�古代学協会年報 １ 平成２２年度 初音 平成２３年

［大阪］
堺市教育委員会
平成２０年度 国庫補助事業発掘調査報告書 堺環濠都市遺跡（ＳＫＴ９９８）

岸和田市教育委員会
岸和田市文化財調査概要３７ 平成２２年度発掘調査概要
岸和田市文化賞 第２３回濱田青陵授賞式

［兵庫］
兵庫県多可郡多可町教育委員会
多可町文化財報告１４ 西安田・森ノ前遺跡 中安田・法幢寺遺跡
多可町文化財報告１５ 極楽寺遺跡 北郡

［鳥取］
鳥取県埋蔵文化財センター
青谷上寺地遺跡フォーラム２０１１ 弥生・骨角器サミット ～青谷上寺地遺跡の交流をさぐる～
青谷上寺地遺跡発掘調査研究年報 ２０１０
国史跡青谷上寺地遺跡ミニフォーラム 自然への備えと挑戦 －青谷上寺地遺跡の土木技術と現在－ ２０１１
鳥取県埋蔵文化財センター調査報告３９ 青谷上寺地遺跡出土調査研究報告６ 金属器
鳥取県埋蔵文化財センター調査報告４０ 青谷上寺地遺跡警官復原調査研究報告書
鳥取県埋蔵文化財センター調査報告４１ 青谷上寺地遺跡出土品調査研究報告７ 骨角器�

北栄町教育委員会 北条歴史民俗資料館
北栄町文化財調査報告書第５集 平成２１・２２年度 町内遺跡発掘調査報告書

［島根］
島根県埋蔵文化財調査センター
一般県道矢尾今市線地方道路交付金事業（大塚工区）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書２ 高浜Ⅰ遺跡
風土記の丘地内遺跡発掘調査報告書２０ 史跡出雲府国跡 －７－
島根県教育庁 埋蔵文化財センター年報１９ 平成２２年度

島根大学ミュージアム
鳥取県の考古学 第１巻 旧石器・縄文時代
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島根大学ミュージアム年報 平成２２年度
浜田市教育委員会

島根県浜田市遺跡地図Ⅲ（三隅自治区） 史跡 石見国分寺跡（塔東側の確認調査） 平成２１年度市内遺跡発掘調査報告書
西ノ島町教育委員会
黒木山横穴墓群

［岡山］
津山市教育委員会
津山城だより №１５
年報 津山弥生の里 第１８号

総社市教育委員会
鬼城山 国指定史跡鬼城山環境整備事業報告
総社市埋蔵文化財調査年報 ２０ （平成２１年度）
総社市埋蔵文化財発掘調査報告 ２２ 長良小田中遺跡
発掘！総社駅南地区

［広島］
広島県教育委員会
平成２１年度広島県内遺跡発掘調査（詳細分布調査）報告書

広島県立歴史博物館
広島県立歴史博物館ニュース 第８７号

［高知］
高知県教育委員会文化財課
高知県埋蔵文化財年報８ 平成２１年度
埋文こうち 第２４号

［福岡］
九州大学大学院人文科学研究院考古学研究室
壱岐カラカミ遺跡Ⅲ カラカミ遺跡第１地点の発掘調査（２００５～２００８年）

［熊本］
熊本県立矢部高等学校校長
みどり学

［鹿児島］
鹿児島県立埋蔵文化財センター
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１５６） 鳴野原遺跡Ａ地点
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１５７） 南下遺跡
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１５８） 芝原遺跡２ （第１分冊）
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１５８） 芝原遺跡２ （第２分冊）
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１５８） 芝原遺跡２ （第３分冊）
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１５８） 芝原遺跡２ （第４分冊）
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１５９） 渡畑遺跡２
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１６０） 坂ノ下遺跡・後ヶ原遺跡
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１６１） 二渡船渡ノ上遺跡・山崎野町跡Ａ
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１６２） 虎居城跡
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１６３） 下鶴遺跡
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１６４） 石縊遺跡・十三塚遺跡
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１６５） 川骨遺跡・西之城遺跡・川幡遺跡
埋文だより 第５５号
埋文だより 第５６号

南種子町教育委員会
南種子町埋蔵文化財発掘調査報告書� 一陣長崎鼻遺跡

喜界町中央公民館
喜界町埋蔵文化財発掘調査報告書� 城久遺跡群 前畑遺跡・小ハネ遺跡
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９ 講演会要旨
� 秋季講演会
『文化財を守り、伝える喜びとむずかしさ』
講師：田辺 征夫氏（前 奈良文化財研究所所長

現 奈良県立大学特任教授）

はじめに

私が奈良文化財研究

所に入所して４２年。在

籍中は職場が研究所だ

から当然研究が中心だ

が、奈良市や文化庁に

異動して文化財保護の

仕事にも携わった。う

まくいった事もうまく

いかなかった事もある

が、その中からいくつか取り上げてみたいと思う。

北海道に最初にうかがったのは、奈良文化財研

究所が中心になっておこなった「薬師寺」展とい

う移動展示を札幌で開催した時であった。その後、

平成の初め頃から、文化庁の調査官として重要文

化財の指定に関わる仕事で毎年のように訪れるよ

うになった。

１ 北海道での指定調査

美利河１遺跡・湯の里４遺跡

美利河１遺跡では立派な尖頭器が出土してお

り、それはそれで驚いたが、美利河１遺跡と湯の

里４遺跡からは微小の玉類が出土し、それが旧石

器時代の所産だとわかる貴重な例がある。それぞ

れの石器群もしっかりしており、それに装飾品で

ある玉類が伴っていることが高く評価された。

目梨泊遺跡

この頃の私のテーマとしては、少しずつ解明さ

れつつあったオホーツク文化に関わる資料を指定

したいという考えがあった。すでに遺跡は数ヵ所

指定されていたが、遺物も指定していきたいとい

う思いがあった。そのため、豊富な資料が出土し

た枝幸町目梨泊遺跡の資料を悉皆調査したいとい

う提案をさせていただき、それをきっかけにオ

ホーツクの調査のため、３年連続で訪問すること

になった。目梨泊遺跡からは、蕨手刀や大陸製の

帯飾など、非常に貴重で豊富な資料が出土してい

る。

常呂川河口遺跡・松法川北岸遺跡

常呂川河口遺跡を来訪したのは、ちょうど現地

調査が終わった直後くらい（１９９５年３月）。羅臼

町松法川北岸遺跡出土炭化木製クマ意匠容器複製

品は、センター展示室にも展示している。

美利河１遺跡と湯の里４遺跡の資料について

は、私が文化庁に在任中、目梨泊遺跡の資料につ

いても、私が文化庁を退任する頃指定となった。

その他の調査した資料は、将来重要文化財に指定

されることを祈念している。

重要文化財指定の基準

国、都道府県、市町村など、日本の指定制度に

は各種あり、その中で、国の有形文化財には重要

文化財、国宝、という制度がある。考古資料の場

合、重要文化財の価値は、何で決まるかというと、

まず学術資料としての価値が問われる。その価値

とは、他の資料と比べて、「社会や時代の特色を

よく示す」こと。「最古、最大に属する」こと。「す

ぐれた優品であり、ほかにない」、「一括してまと

まっている」ということなど、が上げられる。特

に一括指定の場合は、どこまでを指定範囲にする

かについては難しい判断となる。

一括指定の重要性

美利河、湯の里、目梨泊などの例でもご理解い

ただけると思うが、資料は単品のみが出土してい

るのではなく、まとまって出土している。これら

を群で一括指定する。その資料群が、全体として

その時代や社会の特色を示すということになるの

であり、特に考古資料については、一括指定とい

うことが重要になってくる。

縄文時代資料の指定増加

このような基準により縄文時代の指定資料が増

加してきた。かつて縄文の指定が少なかったのは、

美術工芸での指定は、どうしても日本美術に照ら
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した美的な価値が重要であったことがあげられ

る。昭和４０年代以前は、縄文の資料は、日本の源

流とは異なるもの、日本美術の対象ではないとい

う考え方が強かったためである。この考え方を

ひっくり返した一番の功労者は、岡本太郎氏だと

私は考えている。岡本氏が縄文の美に高評価を与

えてから、他の美術関係者が縄文の資料にも目を

向け始め、重要文化財に縄文の資料が名を連ねる

ようになったのである。

「縄文のビーナス」国宝になる

それでも重要文化財は、学術的な価値という視

点に対するウェイトが大きいのだが、国宝となる

と如何だろう。国宝となると、もっと美的な観点

が入ってくるのではないだろうか。そこで私達が

自負している、「縄文のビーナス」とよばれる長

野県棚畑遺跡出土土偶が国宝指定されたことにつ

いて触れる。

この資料については、工芸の専門家も、絵画の

専門家も一発で許可を出した。現在、函館市著保

内野遺跡出土土偶も北海道で初めて国宝に指定さ

れたが、これが縄文時代の国宝３例目。

実は、東京国立博物館にある遮光器土偶は、非

常に有名であるが国宝ではない。その理由は出土

地点が不明なためである。考古資料の場合は、出

土状況が明確であることが、大きな前提としてあ

るからだ。通常土偶は壊れて出土するものが多い

のだが、棚畑遺跡の土偶は破損することなく出土

した貴重な例でもある。

旧石器時代資料は国宝になるか

ところでその前代の旧石器時代資料は、国宝に

なるかという問題がある。私は、美利河遺跡の尖

頭器などは、非常に美しいと感じている。しかし、

旧石器時代の石器そのものは、美を追究して製作

されているものではない。あくまで道具として作

られたものが、美しいということなのだ。これら

の資料を、従来国宝と認定しているものと同じ基

準で判断できるか、という問題となってくる。こ

れからの指定に関わる大きな問題といっていい。

ここまでは、考古資料の重要文化財は、学術的

価値がかなり重視されて指定されるが、それだけ

では国宝にならない、国宝には美的観点が入って

くるという話しをしてきた。しかし、最近少し傾

向が変わってきたと感じる事例もある。

荒神谷遺跡出土資料の指定

島根県出雲市の荒神谷遺跡から銅剣が３５８本出

土し、その近くからは銅鐸６個と銅矛１６本が発見

された。これらの資料は、一つ一つで考えると、

錆び付いてボロボロであるから美しいとはいえな

い。しかし、３５８本まとまって出土したというボ

リューム感。その近くからその他の祭祀に使われ

た資料がまとまって出土したという希有な事例

等々から重要文化財に指定された。私個人として

は国宝になるのは難しいのではないかと考えてい

た。しかし、うれしいことに荒神谷遺跡資料の国

宝指定が決まった。山陰新聞からその意義につい

てぜひ私に寄稿して欲しいという依頼がきた際、

「美術的価値よりも、学術的価値が非常に高い資

料がこのたび指定された。今後、旧石器時代の逸

品が国宝指定されることも考えられるだろう」と

記しておいた。その実現を期待している。

糞石は国宝になりうるか

縄文時代の非常に学術的価値が高い資料に、糞

石というものがある。重要文化財には、既に指定

されている糞石資料があるが、それにしても果た

してこれらの糞石が国宝になることがあるだろう

か。この答はぜひ皆さんにご検討いただければと

思っている。

２ 第一次大極殿の復原と平城京遷都１３００年祭の

成功

� 平城京の研究には１５０年、保存には１００年の

歴史

平城京は、昨年で遷都１３００年を迎えた。７１０年

に奈良に都が遷都され、７８４年に恭仁京から長岡

京にうつり、さらに京都に都が移るまで、７４年間

の都が平城京となる。

その平城京に都が移ってから、昨年で１３００年を

記念して、奈良県でいろいろな事業が行われた。
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これに関連して３６０万人が平城宮跡を訪れ、しか

も、非常に高い評価をいただいた。大変ありがた

いことと思っている。第一次大極殿の復原に到る

までの道のりには険しいところがあったが、本日

は、その内容をかい摘んで説明していきたい。

平城京の研究は、幕末から始まった。平安時代

の記録に拠ると、平城京は、京都に都が遷ってし

まってから、１００年くらいで水田になってしまう。

奈良の中心が、東大寺や興福寺のある付近になっ

たためである。その後、江戸時代までの１０００年間

は、同様に水田であった。

幕末の平城京研究－北浦定政－

江戸時代になり、その水田の形が古代の都の形

を留めているのだと考えたのが、北浦定政である。

彼は幕末に流行した国学者でもあった。伊勢藤堂

藩の大和（奈良県）と山城（京都府）にある支配

地を管理するために、奈良の古市に奉行所が設置

され、城和（じょうわ）奉行所と呼ばれた。北浦

はその奉行所の役人をしていた。勤務の合間に、

国学者として、最初は天皇陵の調査を始めた。そ

のうちに平城京について興味が湧き、調べだした

ようだ。水田の形に古代の都の形が残っているの

ではないかという推論を立て、自分で測量車をつ

くり、水田の形を丹念に調査していった。これに

よって、古代の都の形を復原していくと同時に、

当時残っていた古い地名と考えられる字名などや

文献史料と測量結果とを照らし合わせていった。

この成果が「平城宮大内裏跡坪割之図」である。

明治の平城京研究�関野貞�
江戸時代の北浦による研究を受け継いだのが、

明治になってから活躍する関野貞である。関野の

専門は建築で、東京帝国大学を出て、奈良県の建

築技師として赴任した。当初は、薬師寺、室生寺、

唐招提寺、法隆寺その他の建築、仏像、工芸品に

関する論文を多数執筆していた。その後、北浦の

研究を検証すべく、平城宮跡の研究をすすめた。

関野は、平城宮内の建物配置復原研究に尽力した。

大極殿、朝堂院という中心建築であろう建物の推

定地をみつけ、論文に発表した。関野は、このよ

うな考えを新聞紙上に発表したり、講演会を行っ

たりすることで、一般の方々に広めることに力を

注いだ。その考えに共感したのが、植木職人だっ

た棚田嘉十郎である。

棚田嘉十郎による保存運動

棚田は、昔の天皇が住んでいた場所を、今は牛

馬の糞があるような場所にしておいてよいのかと

考えた。今風の考え方ならば、かなりの天皇崇拝

者といえるかもしれない。棚田は、前述の北浦宅

の近くに住んでいたようで、北浦の息子とも顔見

知りだったようだ。棚田は、北浦の息子に、「父

親がつくった図を増し刷りさせて」と頼み込んで、

奈良を訪れる観光客に配っていた。

関野の研究を知るまでは、地図は配っても、「こ

こにある平城宮ってどこにあるのか」とか、「大

内裏とはどこにあったのか」と聞かれても、答え

ることができなかったわけだが、関野の研究が発

表されて、その場所を特定して話しをすることが

できるようになった。大変、喜んで啓蒙・保存活

動をしていたようだ。

平城神宮建設計画

棚田は、平城宮を守るために、平城神宮という

神社を作ろうと考えていたようだ。というのは、

ちょうどこの少し前に、京都で平安京が遷都１１００

年を迎えて、それを記念して現在の平安神宮が作

られたからだ。それに刺激されて、平城宮跡にも

平城神宮を作ろうと画策したわけである。まずは、

保存会を結成し、そのメンバーに徳川家の関係者

や知事、政治家などに加入してもらった。自分た

ちのお金で大極殿周辺の土地を購入、整備をした

のである。保存に１００年の歴史があるとは、この

棚田の動きからを指している。

棚田の自刃

棚田は、保存会をつくり、募金を募って、大極

殿周辺の土地を購入し、整備したが、そこに棚田

の考えに協調した新興宗教集団が入ってきた。こ

の新興宗教集団が棚田から土地をだまし取ろうと

したようなのである。棚田は、他の保存会会員か
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ら土地をだまし取られそうになった責任を問われ

たようで、その責任をとって自殺してしまった。

結界をはり、武士ではないので割腹ではなく、の

どを切って亡くなった。気持ちは、武士の気持ち

だったのだろう。まだ、関係者が生存しているの

で、「生」の資料が出てきていないため、不明な

点が残っている状況である。それでも、近年、い

くつか資料が出始めた。その分析からこれらの経

緯には多少の誤解があった可能性も出てきてい

る。

史蹟名勝天然紀念物保存法による最初の史跡指

定

棚田が、保存会で募ったお金を着服していると

いう噂も流されたりしたが、実際は棚田が自分の

私財をほとんどこの保存運動に費やしたのが事実

である。このような個人の尽力により、最初の平

城宮跡の保存運動がはじまった。棚田の死後、保

存会を引き継いだ徳川頼倫は、購入した土地を国

に寄付した。そして史蹟名勝天然紀念物保存法に

よる最初の史跡指定になるわけである。

戦後の平城京調査

奈良は戦災にあわなかったが、戦後すぐ米軍が

駐留することになった。米軍基地は、平城宮跡の

北側にでき、南にはＲＲセンターもできた。朝鮮

戦争に出兵した兵士が戻ってきた際の憩いの場と

いう施設である。米軍のキャンプが平城宮跡の北

側、ＲＲセンターが南側ということで、この間を

行き来する軍用道路が整備されることになった。

この辺りは水田だったので、道路の拡幅工事を行

うことになったが、ちょうどその部分が未指定地

だったのである。工事が始まるとすぐに遺物や柱

根などが多量に出土するという事態になった。そ

のため、本格的な発掘調査を行うことになった。

以来、一昨年（２００９）で、奈良文化財研究所によ

る平城宮跡の発掘調査は、５０年を迎えた。その間、

約４０�の調査を終了している。この面積は、平城
宮跡全体の３０％にあたる。この間２度の国民的保

存運動を経て平城宮跡全体が保存されることに

なった。

１度目は、近鉄が平城宮跡の西南隅の地域に車

庫をつくる計画をたて、その際に国民的な保存運

動が興り、平城宮跡が守られることになったもの。

もう一つは、平城宮跡の東に隣接して国道２４号

線バイパス工事の計画が浮上した際の事例。当時

平城宮跡のプランは、真四角だと考えられていた

が、平城宮跡が東側に張り出すことがわかったた

め保存運動がおこり守られることになり、現在は

全域が保存されている。

平成１０（１９９８）年には、「古都奈良の文化財」

として世界遺産登録され、平成２０（２００８）年には、

国営公園としての事業化が決定した。

� 平城宮跡の発掘・整備・復原

近鉄の路線は、平城宮跡の中を斜めに走ってい

る。大正時代、この路線に落ち着いたのも、そも

そも近鉄の前身の電鉄会社が、関野が解明し、棚

田らが保存した第二次大極殿や朝堂院など宮殿の

中枢部分を避けて路線を南に設定したものであ

る。このように早くから保存への意識があったこ

とがしれる。

平城宮跡内部の変遷

５０年間におよぶ奈良文化財研究所による発掘調

査により、どのようなことがわかったか。

まずひとつは、大極殿が二つあること、２つめ

には、東院庭園の発見があげられる。東院とは、

現在は皇太子の宮殿のことを指すが、当時は、東

の宮殿という認識だったと考えられる。そして、

最大の発見だといわれているのが、木簡の発見で

ある。

古代というと、『正倉院文書』、『古事記』、『日

本書紀』、『続日本紀』、『風土記』、『万葉集』、『懐

風藻』など、ごく限られた資料しか現存しない。

その限られた資料で、日本の古代史の研究者は、

研究を進めていた。新しい資料が増えることがほ

とんど考えられず、一言一句に検討を加えていた。

そのような状況下、平城宮跡で木簡が発見され

た。最初は十数点だった木簡も、現在では全国で

の発見数が３７万点にもなった。

そのような成果があるなかで、昭和５３（１９７８）
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年に文化庁から遺跡博物館構想が持ち上がった。

この構想は、平城宮跡全域を博物館にしようとい

うもの。そのなかに、推定宮内省・朱雀門・東院

庭園・第一次大極殿について、実際の大きさの建

物を作ることによって、古代の都を体感してもら

うというテーマがあった。まず推定宮内省が復原

され、朱雀門と東院庭園は世界遺産登録直前に復

原、そして復原第一次大極殿は昨年完成した。

ここまで平城宮跡１５０年の歴史を概観してきた。

北浦や棚田がもしこの時代に訪ねてきたら、どの

ような感慨を持つであろうか。

３ 高松塚古墳・キトラ古墳の壁画保存

ここまでのお話しは、非常に楽しいお話しばか

り。次に、私にとっては忸怩たる思いがある話を

したい。

最初に話したように、北海道関連の指定関係調

査をしたあと、私は奈良文化財研究所に戻った。

戻ってしばらくして文化庁から依頼されたのは、

高松塚古墳とキトラ古墳にかかわる委員会のメン

バーに入ってくれという依頼だった。

高松塚古墳の壁画保存

高松塚古墳は、約４０年前の昭和４７（１９７２）年に

調査され、紆余曲折のうえ、現地保存が決まり、

年１から２回の点検を繰り返していた。平成１３年

になり、石室と保存室との間の取り合い部を中心

に大量のカビが発生しているという問題が明らか

になった。壁画の内、白虎が極端に劣化している

ことも判明し、どのような対応をするか検討され

た。

その結果、墳丘部を発掘し、状況を確認するこ

ととなった。発掘調査の結果、地震でかなりの亀

裂が入っていることなどが確認され、最終的には

２００５年６月解体が決定した。

キトラ古墳の壁画保存

最初の調査は、高松塚古墳と同様に壁画が残っ

ている可能性が指摘されていたので、盗掘孔から

ファイバースコープによる調査が行われ、奥壁に

玄武がぼんやりと浮かび上がった。平成になって、

当時一番小型のカメラで調査したところ、天文図

がみつかった。さらにちょっと孔を大きくして、

少し大きいカメラを使用したところ、青龍と白虎

がみつかった。さらに孔を大きくして、さらに性

能のよいカメラで手前を撮影すると朱雀が発見さ

れたのだ。

特に白虎が描かれていたのは、西側の石室壁面

だったが、その部分を観察すると、漆喰の壁が浮

き上がっている部分が見受けられた。この観察を

行った委員からは、壁面が崩落しそうだという声

が多く上がった。壁面崩落の危険度はどれくらい

なのか、委員会の中でも検討をしたが、結果的に

石室内に入ってみなければわからないという結論

となり、墓道を発掘調査して中に入ることになっ

た。入ってみるとやはり現状での保存は難しいと

いう判断になり、２００４年７月から９月にかけて、

壁面を取り外すことに決定した。

結論のゆくえ

高松塚古墳とキトラ古墳について、結論を出す

最終段階は、ほぼ同時進行で審議されていった。

お互いが影響し合う中で、片方は壁面の取り外し、

片方は解体ということになった。このような結論

は、結果的には避けられない状況だったといえる。

４０年前の高松塚古墳保存の際には、外国人研究者

の中には、現地保存ではなく、解体保存を提案し

た方もいたようだ。だが、日本の遺跡保存は、現

地保存が原則であるから、定期的な点検での入室

以外は、基本的には密閉して保存しようというこ

とになったのである。記録されているこれまでの

点検記録をみると、カビの発生については、結構

頻繁に記録がされていた。また、密閉していると

考えていた空間は、実際には密閉されていなかっ

たこともわかった。発掘調査によって地震により

墳丘部にいくつもの亀裂が入っており、石室には

いくつか隙間があり、そこから空気などの出入り

があることがわかったのだ。たくさん虫が入って

いたのだが、それは上記の理由で、密閉されてい

なかったことによる。

しかも、この空間で食物連鎖が出来上がってい

た。虫が入り、カビが発生し、そのカビを食べて
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生きる虫が生息する。さらに、壁の漆喰がボロボ

ロになっていた。その上、石室を構成する石が劣

化していた。そのような状態から最終的に解体と

いうことに決定した。

キトラ古墳の判断を下す際には、私はワーキン

ググループの座長だったので、保存科学の専門家

を集めて、「最善の方法は何か」検討してもらっ

た。現地保存の原則との兼ね合いで、「壁画を切

り取り、移設してしまったキトラ古墳には価値が

ないのではないか」という意見もでたりしたが、

壁面の取り外しによる保存しか方法がないという

結論になった。

その後、高松塚古墳の解体が決まったわけだが、

こちらも、「解体しないで現地に古墳を残すこと

はできないか」という意見ももちろんあった。

どちらも非常に残念な結果になったわけだが、

特に高松塚古墳は、解体というショッキングな結

論になったため、先に決断したキトラ古墳の壁面

取り外しが、皮肉なことに、むしろ穏やかな対策

だったと、捉えられるようになった。

国土交通省の飛鳥国営公園内に保存施設がで

き、ここに運び込まれて、今も保存処理が続けら

れている。現在の技術では、立ったものの崩落を

止める手だてはないが、それぞれ壁画面を水平に

置いているため、もう崩落する心配はない。あと

はカビ対策だが、それはこの部屋の環境をカビが

増えない状態にしておくことでクリアできる。

それでも遺跡は現地保存

今後どうするかについて、現在の文化庁の考え

は、「将来、元の石室に戻す可能性はある」とい

う。この考えは、やはり遺跡は現地保存という考

えに基づくものである。逆に、現実にはもう戻せ

ないのではないか、戻さないという選択肢もある

のではないかとする意見もある。

私の考えとしては、「５００年、１０００年かかっても、

現地に戻せるのなら、その選択肢は捨てるべきで

はない」と考える。もともと１０００年以上前の遺構

なのだから、長期間かかって戻してもよいだろう

という考え方である。そもそも文化財の保存とは、

それくらい長い期間かけて行っていくものである

と、私は考えている。平城宮跡でも、調査が始まっ

てから今の姿になるまで１５０年程度はかかってい

るのである。５年、１０年というスパンではなく、

１００年、２００年というスパンで考えないと文化財の

保存はできない。

形あるものは、必ず壊れていく。これは、文化

財の宿命。亡くなられた平山郁夫先生は、高松塚

古墳に対する新聞紙上で「文化財とは、美しく滅

びゆくもの」とコメントとしていたが、文化財の

保存を担当するものとしては、そのように単純に

は割り切れない。少しでも手を打って延命策を講

じ、孫子の世代に伝えるのが文化財保存に携わる

ものの使命である。

４ 長屋王邸宅の調査と保存

平城京の調査は、これまでにどれくらい行われ

ているかというと、おそらく２～３％くらいだと

考えられる。平城京は、ほとんどが開発に伴う調

査。３％程度では、なかなか京の全体像がわかる

とまではいかないが、文献などの諸記録なども援

用して、かなりしっかりとした成果をあげてきて

いる。平城京のひとたちが、どのような家に住ん

でいて、どのような暮らしをしていたのか、など

ある程度その姿がわかってきているのである。

特に長屋王邸宅の調査は大きな成果があった。

デパート建設に伴う調査

平城宮のすぐ側でデパートが建設されるという

ことになり、調査が行われた。総面積４万５０００�
におよぶ建設予定地のうち、３万�にわたり発掘
調査を行った。平城宮跡の近くに出てくる大邸宅

であれば、かなりの要人宅であろうという推測も

ついていた。調査を進めていくと、条坊の区画に

割り振られていれば、その間に道路がみつかるは

ずなのだが、調査区域から道路がみつからない。

これは、予想通り大邸宅であるという状況がみえ

てきた。

平城京で保存されているものとして、平城京左

京三条二坊六坪宮跡庭園の園池がある。これは郵

便局の建設でみつかったもの。そこからは、石組

みの園池がみつかっている。国営時代の郵便局建
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設という公共事業だったため、特段の保存運動は

なかったが、うまく保存することができた。

長屋王邸宅の発見

一方、民間事業であるデパート建設の方は、全

面保存は難しく、せめて建物本体である１万�に
ついては、遺構が濃密なため、地下施設は作らず

保存するということで協議はすすんでいた。しか

し、地盤が砂地で軟弱なためその部分にしっかり

とした基礎を造らないと上屋が建たないというこ

とになり、結局、掘削工事が始まった。その工事

区域のすぐ横から、３万５千点にも及ぶ大量の木

簡が出土したのである。その木簡にかかれている

文字から、この邸宅が長屋王と吉備内親王の邸宅

であると判明した。

長屋王は、奈良時代最初の左大臣、今でいう総

理大臣にあたる要人であるから、ここから出土し

たものは、奈良時代の政治史そのものといってい

い品々といえる。もし、ここが工事開始前に、長

屋王邸宅跡だと断定できる状況であれば、保存す

ることができた可能性は極めて高いと思う。すで

に建物本体部分のほとんどを掘削し終わった状況

であったため、保存に至らなかった。ただ、全体

の面積４万５千�のうち、建物本体部分１万�を
除く部分は、駐車場が３万�を占めており、その
下には長屋王の邸宅遺構が残っている。

その後、１０年が経過して、そのデパートは閉店

してしまい、次の買い手が決まる前に、なんとか

買い取って保存していくことができないかと文化

庁の担当者とも検討したりしたが、残念ながら実

現できずに終わってしまった。

長屋王邸宅出土の木簡

長屋王邸宅からみつかった木簡は、３万５千点

にものぼり、ここですべてを紹介していくことは

不可能なので、その中から重要な１点をご紹介さ

せていただくことにする。

「長屋親王宮鮑大贄十編」というわずか１０文字

の木簡が日本古代史に大きな貢献をした。

長屋王は天武天皇の孫にあたるが、母君の位が

低く、皇位継承権がない地位にあった。そのため、

現存する文献には、「長屋王」と記されていた。

ところが、この木簡に書かれていたのは、「親王」

という文字。「親王」とは、皇位継承権がある人

物に用いる称号で、長屋王には本来使われないも

の。また、「鮑大贄（にえ）」とあるが、「大贄」

とは、天皇に対する献上物を指す用語で、これも

また、長屋王の立場では、使用されない言葉であ

る。

わずか１０文字ではあるが、この中には日本の古

代史家が首をかしげる表現がいくつも入っていた

のである。

もっとも、古代史家の中には、「長屋王」と記

しても、「長屋親王」と記しても、同じ「皇子（み

こ）」なのだから、問題はないのだという意見も

あった。資料が非常に少なく、制約が多いという

日本古代史の現状から考えると、意見が分かれて

も仕方ないのかもしれない。木簡が発見されるま

では、『古事記』、『日本書紀』、『続日本紀』など、

本当に限られた資料を穴のあくまで調べ、読み込

み、一言一句かみしめるように、史料解釈をして

いたのが日本の古代史だった。そのため、ひとつ

の言葉に、５つも６つも解釈が出たり、その中に

は全く逆の解釈も存在する。非常に制約された史

料から論証するために出てくることだが、「長屋

親王」についての議論でも、そのあたりが垣間見

られたような気がしている。

長屋王は、「密かに左道を学びて国家を傾けん

と欲す」と密告され、討たれるわけだが、もしか

すると、このような「親王」と名乗ったりなどし

ている行動が、「左道」とされる原因になったの

かもしれない。ただ、『続日本紀』には、故意に

事実をねじ曲げて訴えることを意味する「誣告」

と記載されており、同書が成立した平安時代初期

には、長屋王が討たれたのは、えん罪だったとい

う認識であったことがわかる。

５ まとめにかえて－世界遺産の問題によせて－

最後に、現在、北海道も含めて、日本全体でプ

ロジェクトが進行している世界遺産について、お

話ししておこうと思う。
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１）平城宮跡の世界遺産登録�「古都奈良の文化財」
世界遺産登録にあたり、ユネスコの考えでは、

建物の復原は好ましくないというものがあった。

朱雀門の復原は、プロジェクトが動き出す前のも

のなので仕方がないということだったが、その他

の建物などの復原については、難色が示された。

ヨーロッパの遺構は、石造りのものなど、上屋

の構造ごと保存されているものも多い中、日本の

遺跡のように、遺構の柱穴などが残されているだ

けの状況であれば、遺跡の価値をどのように伝え

るのかという問題が残ってしまう。

平城宮跡は、奈良時代以降、長い間、田んぼに

なっていたので、上屋が残っているものは当然な

い。

一部の専門家は、そのような状況でも理解をで

きるだろうが、一般市民にとっては、全く理解し

にくい状況となっている。

それでは、発掘された遺構をそのまま見せれば

よいのではないかという考えもあるが、これも日

本に特有な酸性土壌により、発掘したままの状況

では、遺構を保存していくことができない。だか

ら、基本的に遺構は埋め戻して保存している。

偽物といってしまえばそれまでだが、調査した

遺構と、文献などに残る上屋構造の検証などを厳

密におこなって復原建物を建てることにより、そ

れぞれの遺跡をより一般の方々に理解していただ

けるようにというのが、実物大復原の考えである。

２）平泉の登録で感じたこと

平泉の登録には、皆さん大変苦労した中、なん

とか登録にこぎつけることができた。中尊寺や毛

越寺など、浄土の世界に対応するお寺は、全て問

題なく登録物件に盛り込まれた。ところが、この

寺などを造った人たちの拠点であった奥州藤原氏

の屋敷跡、柳之御所は、登録されなかった。この

屋敷跡からは庭園もみつかり、平泉に京の都と同

様の施設を造っていたにもかかわらず、この屋敷

跡だけが指定からはずされたのである。日本から、

強い要請を出し、一部のヨーロッパの委員には、

柳之御所を入れてもよいのではないかという意見

はあったようだが、最終的にはわずか４票差で外

れるという結果になったようである。私自身もこ

の結果には大きな不満を感じている。

３）世界遺産をどう位置づけるか

平城宮跡では、朱雀門や東院庭園は、登録のプ

ロジェクトが始まる前に復原が行われていた。も

し、ヨーロッパの委員が、ただただ野っ原の平城

宮跡を視察し帰国していたら、果たして世界遺産

登録に賛成してくれたであろうか。たぶん、柳之

御所と同じようなことだったのではないかと、私

は考えている。柳之御所の整備・復原は完成して

いなかったのである。目に映るインパクトに欠け

たのが登録から外された一因ではないかと私は

思っている。

しかし、登録された資産はいわば代表であって、

それだけに価値があるのではなく、それを取り巻

く遺跡も同等の価値があることを我々自身がしっ

かり意識し、包括的に守り伝えることが大事だと

いうことを最後に強調しておきたい。
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� 冬季講演会
「北海道埋蔵文化財行政の黎明期�旭川市�」
講師：斉藤 傑氏（三浦綾子記念文学館副館長）

はじめに

私自身は、高校時代

から考古学に興味をも

ち、今日もお見えにな

られている野村崇先生

や（故）石附喜三男先

生、大学の先輩でもあ

る吉崎昌一さんの指導

を受けた。

大学卒業後、旭川市

教育委員会に入り、最初に配属になったのは博物

館。自分のやりたいことをやることができた。そ

の後、教育委員会の社会教育に移り、文化を中心

にいろいろなことを経験することになった。市役

所勤務の最後は、中原悌二郎彫刻美術館。美術館

勤務が長く、しばらく考古学の仕事から離れるこ

ととなった。

高校時代から数えると、かれこれ５０年以上考古

学に関わってきたが、最近は考古学の愛好家で、

考古学の研究者という立場ではないと感じてい

る。本日は、どちらかというと、高校時代を中心

に昔話をさせていただければと思っている。

札幌西高校時代

私は、昭和３１（１９５６）年、札幌西高校に入学。

郷土研究部に入部し、先輩たちの指導を受けた。

入学時３年生に在席していたのが、石附先生。そ

の上に、野口さんや出村さんという先輩がいて、

私の入学と入れ違いで卒業されたのが、野村先生

と愛下淳先生。高校の３年間、郷土研究部の発掘

調査に参加していった。

相沢忠洋氏によって、戦前は縄文時代から始

まったと考えられていたが、群馬県岩宿で旧石器

が発見され、縄文時代以前から日本列島にも人類

の活動があったことがわかった。この調査に参加

した吉崎昌一さん（明治大学修了）が、その後北

海道に移り、旧石器時代研究を続けられ、白滝遺

跡を始めとする、多くの遺跡を発見した。

吉崎さんが北海道大学の研究生として札幌に来

たのが、私が高校１年生の時。この吉崎さんの指

導を受けたのは１級下、元北海道教育委員会の森

田知忠さん、現在東京在住の雪田孝さんなど。私

の卒業と入れ違いで入学したのが、先般北海道新

聞夕刊「私のなかの歴史」で連載されていた元東

京大学の宇田川洋さんや元札幌大学の木村英明さ

ん。私の前後の学年には、優れた研究者たちが多

数在席していた。

明治大学時代

高校卒業後、１年遅れで明治大学に入学。その

際一緒になったのが、森田さんと雪田さん。森田

さんと雪田さんは昼間部。私は夜間部に入学し、

６年間学部で勉強した。６年間勉強することに

なった経緯は、私が入学したのが、ちょうど１９６０

年で、６月には安保闘争。学園紛争の時代による

影響が強い。入学時の後輩が、卒業時には先輩に

なっていたケースもあった。

旭川市へ就職

私が大学に入学する頃は、大学に入学し考古学

を専攻しようという人が多数いたが、家からは「考

古学なんて専攻して、どうやって飯を食っていく

の」といわれていた。私達の世代では、考古学を

専攻しても、学校の先生になることができるくら

いで、考古学に関わる就職先がない時代だった。

ごくまれに博物館などに就職できる方もいたが、

多くの卒業生がその他の仕事に就職するのが常で

あった。私は卒業時に、たまたま旭川市の博物館

に学芸員がいなかったために、運良く就職できた。

私は非常に恵まれた就職先を得ることができたの

である。

文化財保護法

昭和２４年に文化財保護法という法律ができ、こ

の法律が成立後、土の中に埋まっている文化財を

発掘する際に、都道府県教育委員会に届けを出し、

許可が下りないと調査ができないというシステム

になった。昭和２５年以降に発掘調査された遺跡の

リストは、北海道教育委員会に保存されている。
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旭川市内で発掘調査された遺跡がどのくらいある

かという資料は、平成６年度に『旭川市史』原始

時代編を執筆した際に作成したものがある。昭和

４１年までは学術調査。逆に昭和４１年以降は行政調

査となっている。この行政調査というのが、今回

の講演タイトルにある「埋蔵文化財行政」という

言葉に繋がっていく。

「埋蔵文化財行政」はじまる

平成２３（２０１１）年１０月２２日（土）、北海道文化

財保護協会設立５０周年記念の式典があった。ちょ

うど５０年くらい前は、「埋蔵文化財行政」におい

ても、いろいろな問題が生じた時期だった。私が

ちょうど大学生になった頃の話しである。

私と同年代の方々はおわかりだと思うが、私が

小中学生の頃は、戦後の食べ物、着る物、履く物

など、まだ物があまりない時代だった。その後、

私達が高校を卒業し、大学に入学する頃から、急

激な変化で日本の社会が豊かになっていった。現

在では世界で豊かな国の一つになっているが、豊

かになったこと、そのものが開発という行為に

よって、もたらされたもので、工場を建てる、家

を建てる、農地を改良する。このような行為が、

昭和５０から６０年代に非常に盛んになる。これに基

づいて、景気がどんどん良くなっていく時期と重

なっている。この埋蔵文化財センターもそのよう

な流れの中で生まれた組織の一つなのである。

北海道における昭和４０年代の遺跡調査

旭川市は、石狩低地帯と違いあまり遺跡の多い

地域ではない。有名な神居古潭の遺跡なども含め

て、遺跡はある。私が旭川市の詳細分布調査を行っ

た際の登録数は、２００を超えている。この数をみ

ると、多数あるといえばいえるのであるが、石狩

低地帯にみられるような大遺跡といえるようなも

のは、神居古潭の遺跡しかない。

斉藤武一さん、佐藤忠雄さん。この二人が旭川

市を代表する研究者。この二人の調査は、大きな

足跡を残されている。私が高校生の頃、旭川市の

調査について中心的な役割をしていたのは、北海

道学芸大学にいた河野廣道先生である。他に北海

道大学にいた名取武光先生。大場利夫先生。この

３名を中心に北海道の考古学の調査は行われてい

た。この次の世代が、高校の先生をしていた峯山

巌先生。藤本英夫さん。その下の世代が、佐藤忠

雄さん、吉崎昌一さん。小樽の竹田輝雄さん。函

館の千代肇さん。網走の米村哲英さん。釧路の沢

四郎さん。吉崎さんや沢さんの世代は、大学で初

めて考古学を学んだ世代ということになる。

道南、松前町の調査へ

私が博物館に奉職し数年が経過した頃のこと。

高校の教員を辞め、北海道教育委員会で文化財行

政トップの仕事をしていた藤本英夫さんから、道

南松前町の遺跡発掘調査に派遣依頼があり、昭和

４７年、４８年の２年間担当することになった。当時、

博物館に勤務しており、館長が藤本さんと親し

かったことから、「調査を行う担当者がいないの

で、なんとか斉藤を派遣してくれないか」という

藤本さんの依頼に、館長がＯＫを出したのだ。２

ヶ月を越える夏の期間、松前町で調査を行った。

報告書をみると、この時の調査担当者として、旭

川市郷土博物館から私が参加。調査員には、道教

委の畑宏明さん、北海道開拓記念館の中田幹雄さ

ん。旭川市郷土博物館の其田良雄さん。当時浦河

の郷土館にいた高橋正勝さん。名寄の氏家敏文さ

ん。

翌年には、道教委の福田友之さん。羽幌で学校

教員をしていた街道重昭さん。北見の郷土博物館

の久保勝範さん、南茅部町の小笠原忠久さん。

このように工事により遺跡を調査する際には道

教委から全道に声をかけて集まってもらってい

た。その後、道教委にいろいろな人たちを集めて

きて、自前で調査を行うことができるようになっ

た。松前での発掘が私にとっていい勉強になった。

嵐山遺跡の調査

私が旭川に入って最初に調査したのが、昭和４２

年の嵐山遺跡。国鉄が函館本線を電化して複線化

するという工事に関わる調査だった。当時は、高

等学校の生徒や大学の学生に作業を手伝ってもら

い調査をしていた。
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錦町遺跡の調査

その後、大きな調査としては、昭和５７年に調査

した錦町遺跡。当時畠だった場所を区画整理する

ということになり、かなり大規模な宅地化が行わ

た。錦町、緑町と周辺の遺跡も含めて調査をした。

この調査から岡山大学を卒業された考古学者、現

在は旭川市博物館副館長の瀬川拓郎さんが旭川市

に就職され参加されている。その後、友田哲弘さ

んが、信州大学を卒業後、明治大学で修士課程を

修了し、旭川市に奉職されている。この瀬川さん・

友田さんの体制ができてから、私は文化財に関わ

らなくても良い状況ができ、美術館などの仕事を

歴任することになった。

旭川市の調査

上記の通り、旭川市は、斉藤武一さん、佐藤忠

雄さん、私、瀬川さん、友田さんという面々と私

の同世代で旭川市博物館の館長も歴任された其田

さんも含めて調査を続けてきた。幸運にも行政的

に難しい遺跡というのは、それほどなかった。上

川盆地を考える上で、神居古潭には遺跡が集中し

ていて、縄文時代から擦文時代まで約１万年間の

遺跡が存在する。道の指定になっている神居古潭

竪穴群は、二百数十の竪穴が残る昔から知られた

遺跡である。なぜ石狩川の河川敷に二百数十もの

竪穴が残されている理由は、まだ明瞭ではない。

私はこの竪穴群の時期、擦文時代について学生の

頃より調査研究をしてきた。

大規模調査�美沢川流域の遺跡群�
旭川における埋蔵文化財の調査は、年に１、２

件。多い年で３件くらい。大規模な調査もない。

�北海道埋蔵文化財センターができるきっかけに
もなったのが、新千歳空港の建設。新千歳空港建

設のため、美沢川流域の遺跡を調査することにな

り、２０年間調査が継続して行われた。同じ地域で

これだけ長く調査を行った例は稀。出来上がった

報告書を並べた幅は、１ｍを越える程。美沢川流

域の遺跡群は、日本でも有数の遺跡群といってい

いだろう。

記録保存のための埋蔵文化財の調査

日本の社会全体が、戦後の物のない時代から、

１９６４年の東京オリンピックにかけて、日本の社会

が新幹線、高速道路、そして、車中心の社会とな

り、街の中心から郊外に宅地を造成し、家を建て

るような時代。このような豊かな時代をつくるた

めに、遺跡が壊されていく。その記録保存のため、

埋蔵文化財の調査が行われてきた。

行政発掘の成果

遺跡が破壊されることは、よいことではないが、

学術調査では大規模な面積に対応することができ

ない。行政調査となると、例えば宅地造成であれ

ば、造成する面積全体を調査しなければ、造成が

完了しない。これら行政発掘による成果は、日本

の考古学は大きく進歩を遂げたのである。住居群

全体を発掘したり、包括される遺跡全体を調査す

るという例も出てきた。北海道の考古学は、飛躍

的に進歩したといえる。

私達の高校生時代。河野、名取、大場先生の時

代には、北海道の考古学は本州と比べて多少遅れ

ていたのではないかと思っている。北海道の研究

者は北海道の中だけで研究をしていて、本州との

比較などはあまり進んでいなかったためだ。

「北海道」の考古学から「日本」の考古学へ

例えば北海道の考古学は、昭和の初めに恵庭、

江別で発見されたいわゆる「北海道式古墳」の発

見が研究に弾みをつけた。これが古墳時代の終末

期古墳の流れを組むものだと解明したのは、私の

高校の先輩、石附喜三男先生である。

もちろん遺物を扱った明治大学の後藤守一先生

が「北海道に於ける古墳出土遺物の研究（一）」

（『考古学雑誌』２４�２）という論文のなかで、一
部そのような考えを示されている。しかし、北海

道の研究者でそのような考えを提示したのは、石

附先生が最初である。野村崇先生が北海道におけ

る縄文晩期の研究をされ、その中で亀ヶ岡式との

関係を明らかにする。

昭和４０年（１９６５）に河出書房から出版された『日

本の考古学』で北海道の土器編年を吉崎昌一さん
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が提示した。この編年は、本州の土器編年との対

応を示して作られた編年表の最初であろう。この

ように私が考古学を勉強していく中で、北海道だ

けに地域限定された「北海道」の考古学から日本

全国と比較がなされている「日本」の考古学へ、

学問が進展、確立されてきたように感じた。その、

一つの大きな証となったのが、行政発掘である。

遺跡が壊されては困る。『記録保存』という立

場で発掘調査が行われる。部分的な発掘から面的

な発掘になることにより、より多くの情報を得る

ことができた。

考古学を学ぶ環境

私が高校時代から発掘調査と関わってきた５０年

間の流れの中で、今では、多くの遺跡をかかえる

市町村には、考古学を専攻した職員が採用され、

その１期目の方々が順次定年を迎えている。その

後にまた若い人たちが採用されてきている。

私が学生の頃、札幌で考古学を勉強できる大学

はなかった。全国でみても、東京大学、京都大学、

明治大学、國學院大學、あってもあといくつかだ

ろう。考古学を勉強したければ、東京へ行かざる

を得ない。そのような理由で、私達の世代の多く

は東京へ。北大に名取先生、大場先生、学芸大に

は河野先生がおり、全く勉強ができないという環

境ではなかったのだが、考古学専攻課程がなかっ

たのである。私達がちょうど大学を卒業する頃は、

団塊の世代が入学してきた時期でもある。私が高

校生の頃は、北海道の私立大学は、北海学園大学

があっただけで、その他はなかった。札幌大学や

札幌商科大学（現札幌学院大学）、静修女子大学

（現札幌国際大学）など、新設の私大に本州で考

古学を勉強した先生方が就職して、そこで学んだ

学生たちが卒業するようになった。それから開拓

記念館や埋蔵文化財センターにも、道内で勉強し

た方たちが就職するようになる。北海道でも考古

学が勉強できる環境が出来上がった。

若い世代と私達の世代

今の考古学を学んだ方は、私達の世代よりはる

かに優秀。私達が勉強をしていた時代よりコンピ

ュータなどの機器も使用でき、いろいろなことを

考えていくことができる環境がある。その点では

もう私の頭ではついていけないなあという印象を

持っている。今の若い人たちは、細かくデータを

分析する力を持っていることも含めて、優れてい

る方々が増えている。ただ、全体的な物の見方に

ついては、若い世代の人たちより私達の方が良く

出来ているのではないかと思っている。

定義すること

私も近年、公民館でお話ししたり、大学で非常

勤の講義をする機会が多くなった。

そこで参加者に、「文化」という言葉、「自然」

という言葉を説明してくださいと投げかけている

のだが、皆さんならばどのように説明されるだろ

うか。意外と答えに窮するのではないか。

「自然」という言葉について、私は「地球」、

もしくは「宇宙」という言葉に匹敵する大きな言

葉であると考えている。それに対して、「文化」

という言葉は人間と関わりのある言葉といえる。

人間と関わりのある言葉で一番大きな概念が「文

化」という言葉であると考える。ところが、最近

は「文化」という言葉が非常に小さな概念でしか

捉えられていない。多くの教育委員会に文化課が

あるが、組織としては、「教育委員会」が上にあっ

て、「文化課」が下に来る。本来、言葉としては

文化の方がはるかに大きなもの。「教育」とは文

化活動の一部でしかない。ところが、現代では教

育の方が文化より大きな概念になりつつある。こ

のように、言葉は時代によって変移する。

現在の「学校」のスタイル

いわゆる学校のスタイル。先生がいて生徒がい

る。このような形式がいつから始まったか。北海

道教育大旭川校で『博物館学』を教えている時、

こんな質問を出してみた。「教育は必要なのか」。

聞かれた学生もどのように返答していいか、困っ

てしまい誰も返答してくれない。私も教育が必要

ないとは思ってはいない。しかし、教育という制

度がなければ世の中が成り立たないか？という

と、教育がなされなくても、世の中はしっかり動
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いていくのであろうと、私は考える。

日本で、今のような教育がいつから始まったか。

学生に問うと、あまりきちんと答えられる人はい

ない。明治に「学制」がひかれて、全国に小学校

がつくられたことにより、今日的な教育が行われ

てきた。これ以前に、学校の形態になるものがな

かったとはいわないが、国民が現在のような教育

を受けたのは、明治以降となる。

「教育」と「学習」

ところが、私達人間のあゆみはもっと古くから

あり、江戸時代にも、それ以前にも人類の営みは

あったわけである。そのように連綿と人は生きて

きているのだから、「教育」がなくても大丈夫だ

といえなくもない。ただ、私は「教育」という言

葉が良くないと思っており、学ぶという精神、ど

ちらかというと「学習」の方が大切ではないかと

考える。「教育」とは、先生がいて、生徒がいる

という形でなりたっている。それに対して、「学

習」は特に先生がいなくても学習できる。トイレ

の中に本を持ち込んで読むこともでき、或いは、

電車の中で本を読むこともできる。いろいろな人

の話しを聞き、学習するということもできる。だ

から、学ぶことは必要なことだが、教育は絶対必

要なものというものではないと考えるのである。

特に学ぶということが重要だということで、この

ようなお話しを力説した。学ぶということで重要

なことは、自分自身のことに疑問をもつ、人の言

葉に疑問をもつということである。

「仮説」と「実証主義」

最近は、一定の齢となり、「先はないなあ」と

思えてきた。そうすると、今度は自分ってなんだ

ろうと思ったりする。皆さんは、「あなたは何」

と聞かれたら、何と答えるだろうか。一番大きな

答えは「生き物、動物」という類のものだろうか。

私達は霊長類、いわゆるサルの仲間。サルの仲

間は、何を食べているか。サルの仲間は植物食。

食虫類という分類があって、確かに虫も食べるが、

要するに肉は食べない。チンパンジーだけ一部肉

を食べる。ところが霊長類そのものは、植物食。

では、人間はいつから肉を食べるようになったの

か。サルも他の動物も鳴くのだが、言葉はいつ発

するようになったのだろうか。家の本を整理して

いると、かなり昔私が学生時代に読んだ本、『思

想』という雑誌（『思想』５０１ １９６６年３月岩波書

店）に、今西錦司先生が「文化と進化」という論

文を書かれていた。「進化」とは動物に使う用語

で、「文化」とは人間に使う用語である。人間が

最初に持った道具は、武器である。本当？と思う

人もいるかもしれない。人間は野生動物を追い払

う道具を持ち合わせていない。ゆえに最初に手に

した道具は、これらに対抗する武器だったに違い

ない。攻撃は最大の防御なり、という視点である。

最初に手にした道具が先か、言葉が先か。肉食を

したのと、言葉を利用したのと、道具を手にした

のはどれが先か。どのような順番だったのか。も

う一つ、疑問に思っているのは、一般的には、北

京原人が火を利用したことはわかっているが、人

間が火を利用するようになったのは、いつなのだ

ろう。

サルと人間を分けるのは、直立二足歩行だとい

われている。チンパンジーがバナナをとるのに、

棒を利用する、巣の中にいるアリを捕獲するため

に道具を使うことは知られている。さらにチンパ

ンジーは、いろいろなことにストレス反応を示す

こともわかってきている。ところが、チンパンジー

は直立二足歩行ではないので、それ以上進化はし

ない。チンパンジーやゴリラがこれから数百年

経っても、人間にはならない。

直立二足歩行がどの時点で受け入れられたの

か。私が大学生の頃、『人類の百万年』（Ａ．モン

テギュー著；鈴木満男，岡田宏明訳．１９６８．『人類の

百万年：人類学入門』現代教養文庫社会思想社）

という本が出版されていた。その後、人類の歴史

は２００万年、３００万年となり、現在では５００万年前

は確実、諸説によっては７００万年前という説もあ

る。そのような時間の中で、いつ、直立二足歩行

を始め、道具を手にし、言葉を得、肉食をしたの

か。考古学者も人類学者もまだ、この答えを得る

ことはできていません。大きなものに対しての物

の考え方、定義などは、誰かが行わないといけな
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い仕事。考古学者も歴史学者も、「実証主義」に

縛られている側面があるため、自分の首を絞めて

いる部分がある。生態学の分野では、「仮説」が

立てられ、それを検証するというプロセスをたど

る。

「北海道は日本ではない」

北海道は日本ではない、というお話しをすると、

私がなぜそんな話しをするのかと思われるだろ

う。私達が学校で習うのは、旧石器、縄文、弥生、

古墳、奈良、平安、鎌倉、室町・・・のような順。

それに対して、北海道の時代区分は、旧石器、縄

文までは同じだが、その後、続縄文、オホーツク

文化、擦文、アイヌ文化期となっている。

原始、古代、中世、近世、近代と時代が移り変っ

ていく。このような区分で時代が変化していって

いるのは、全世界でみるとほんの一部分。北海道

には、中世と近世が付け足しのように記されてい

る。これは松前付近に日本の歴史にかかわる部分

があるので、そのように記されているにすぎない。

特に明治維新以前は、北海道は日本ではなかった

といえる。この部分については、日本という呼称

がいつから始まったのか、また、北海道という呼

称はいつから始まったのかという問題を考えてみ

ることによっても解るかと思う。

「蝦夷地」から「北海道」へ

明治２年、松浦武四郎の提案により、それまで

蝦夷地と呼ばれていた土地に、北海道という名称

がつけられた。北海道は、明治になって日本に組

み入れられた。組み入れられる宣言の一つが、北

海道という地名の呼称だともいえる。それ以前に

日本の文化、或いは、日本というものは北海道に

は存在しない。明治以降に多くの人が移住して、

百数十年、特に戦後において、北海道は、本州と

同じような生活を営めるようになった。

北海道開拓は、黒田清隆の指導のもと、アメリ

カ型の農法を取り入れ行われてきた。内陸の原野

は、植民地選定という行為により、区画割りが行

われ、そこに本州から多くの人が入ってきた。明

治７年に山鼻に屯田兵が入植したのもご承知のこ

とと思う。屯田や植民という言葉が、北海道の開

拓の歴史を良く表している。

「内地」と「外地」

今の若い人たちは、聞き慣れない言葉かもしれ

ませんが、「内地」という言葉があった。「内地」

とは基本的には「本州」を指した言葉で、「内地」

という言葉に対応した「外地」という言葉もある。

その言葉も『広辞苑』にも掲載されており、「内

地」というのが、「北海道や沖縄から本州を指し

た」言葉。「外地」というのは、「かつて我が国が

保有した領土を「内地」というのに対して、戦争

により進出した朝鮮、台湾、満州などのことを指

す」とある。では、北海道と沖縄は、どこに属す

のか。北海道と沖縄は、内地でもないし外地でも

ない。

『もう二つの日本文化』

ここで、考古学に関心がある方ならお分かりだ

と思うが、東京大学教授だった藤本強さんが、『も

う二つの日本文化』という本を出版している。北

の文化、中の文化、南の文化、三つの文化が日本

列島にはある。中の文化とは本州の文化、北の文

化とは北海道の文化、南の文化とは琉球、沖縄の

文化である。このように北海道の文化は、俗にい

う日本文化ではない。

「狩猟採集社会」から「農耕社会」へ

私が高校、大学で勉強していたのは、擦文時代

についてである。一般の方々には、縄文時代から

弥生時代に変わる時期が一番大きな変化である。

旧石器、縄文時代は、自然界にある動物や植物を

狩猟、採集して生活していた、いわゆる狩猟採集

社会の時代。ところが、弥生時代になる際に、大

陸からお米が入り、生産されるようになる。人間

が生産した作物を利用したり、蓄積する社会とな

り、狩猟採集社会から農耕社会に移り変った。そ

れから２０００年間、日本の社会は、農業生産により

発展してきた。そのため、日本の社会では、縄文

と弥生の間に一番大きな違いがあるといえる。と

ころが北海道にはお米が入ってこないので、縄文
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に似た時代が続くということで命名された続縄文

時代が続いた。その後オホーツク文化期、擦文時

代、アイヌ文化期と続いていく。

「石の道具」から「金属の道具」へ

北海道における大きな変化は、続縄文時代と擦

文時代の間にある。石の道具が中心だった社会が

鉄の道具を中心とする社会に変わる。擦文時代に

なると、砥石などを除き石の道具が無くなってし

まう。縄文時代に黒曜石を打ち欠いて、ナイフや

石鏃をつくっていた。そういうものが擦文時代に

は無くなってしまう。藤本強さんは石器が乏しく

なるという側面を強調されているが、鉄器が流入

する部分を取り上げるべきだろう。その考えは、

終末期古墳の流れを想定した石附先生の考えとも

繋がる。

本州や大陸から金属の道具が入ってくる。これ

らの金属器は、腐食してしまって残らない。特に

擦文時代の金属器は、点数的にはさほど多くはな

いが、間違いなく入って来ている。金属器で木や

骨を削っている。もちろん、何点かの出土例はあ

るので、弓矢の先、石鏃の代わりに金属の鏃が使

われていた。しかし、鏃は消耗品だから、おそら

く金属器ではなく北海道のネマガリ竹を金属器で

削って作った鏃が利用されたと考えられる。上ノ

国町勝山館だったと思うが、ネマガリタケと考え

られる素材を利用した鏃が数点みつかっているこ

とによる。竹の鏃だけでは自重が軽いので、おそ

らく骨製の中柄をつけて使ったのだろう。アイヌ

文化期にも弓矢はあり、擦文時代だけ弓矢がない

というのもおかしい。

石鏃、石斧、石のナイフは、自分たちが素材の

石を打ち欠いて作成していたが、金属器は、自分

たちでは製作ができず、流通により手に入れるこ

とになった。

「商品生産」の時代へ

続縄文時代までは、自分たちが食べる分だけの

ものを生産すればよかった社会が、擦文時代にな

ると、金属の道具を得るために必要となる商品を

生産しなければならなくなった。その商品は何か

いう問題だが、アイヌ文化期と照らし合わせてみ

ると、サケ、或いはクマの胆。クマの皮。自分た

ちの消費する分だけではなく、商品化するだけの

量を捕獲する必要が生じた。そうしないと、社会

が維持されないということになってしまう。アイ

ヌの人たちは、金属器だけではなく、漆器などい

ろいろなものを手に入れるため、沢山の品物を生

産しなければならない。そのうちに、松前藩が場

所請負制という制度によって、アイヌの人たちを

労働力として使い出す社会になった。

中世、東北の戦乱を逃れ本州から北海道へ渡っ

た人たちによって、道南十二館が作られた。その

後、松前氏が徳川家康から認可を得、松前藩を作

る。松前藩はお米が採れなかったため、正式な大

名とはいえない。１万石付という扱いで大名と

なった。江戸時代には、その藩でとれたお米を藩

士に禄として与える。ところが、松前藩はお米が

とれませんので、給料としてのお米を与えること

ができないため、その代わりに場所、石狩や静内

などを設定して、そこを家来たちに割り振る。な

ぜ、松前藩はそのような割り振りができたのか。

この理由について、きちっと書かれている史料は

ない。

擦文時代に大きな河川の河口やその川沿いに大

きな集落が作られた。擦文時代は、金属の道具を

本州から受け入れなければならず、その対価とな

る商品を作らなければなりません。その重要な役

割を担ったのが、河口やその付近につくられた集

落。擦文時代の集落は、交易の基地としての意味

も担っていた。アイヌ文化期もその交易の流れを

引き継いでいた。松前藩は、そのアイヌの交易を

利用した。その原点にあるのは、擦文時代の集落

であると考えている。瀬川拓郎さんの考え方（『ア

イヌの歴史』講談社メデチ選書）は概ねそのよう

な展開。瀬川さんの論には、幾分私の考えとは異

なるところもある。ただ、交易という視点が、江

戸時代アイヌの人たちにあったことは事実。その

考え方がなければ、アイヌ社会は成り立たない。

だから、藤本英夫先生が真歌チャシを掘った時、

出てくる遺物がすべて本州産のものという事例

も、それだけアイヌ社会に漆器をはじめとする本
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州産の商品が入っていたことの裏付けだろう。金

属器で削りだして作っていたであろう木の資料

は、ほとんどが腐ってしまって残らない。アイヌ

社会は、日本との交易を無くしては存在できない

ようになっていくが、その遠因となったのは、擦

文時代であると考える。

私は細かく一つ一つの事象を、という捉え方は

致しません。大きな流れの中でどのように捉えて

いくかという全体をみていく力が大切であると考

えている。土器の編年は、文様構成などいくつか

の要素を組み上げて作られていくもの。これが全

くなくても良い、とはいわないが、全体の中での

物の見方を重視していくことが大切であると思っ

ている。

歴史に学ぶこと

私達が歴史に学ぶことが大きい。また、私自身

は自然に対する思いも強くなってきている。

北海道は、開道まだ百数十年しかたっていない

が、郷土の思いというものもたくさん残っている。

北海道開拓記念館には、開拓にあたり、郷土から

もってきた石も資料として保管されている。北海

道を故郷と同じように開拓したかった。それぞれ

の郷里でつくっていたお米も作りたかった。とこ

ろが、開拓使は、畑作を奨励する。これらの状況

を梅棹忠夫さんが『日本探検記』に記している。

「北海道探検」という章で、開拓使が行ったケプ

ロンなどお抱え外国人による畑作奨励は、官僚理

想主義によるものだと書いている。アメリカの大

農法を北海道に輸入しようとした。初期の士族の

移住者たちは、ある程度教養があったので、この

ケプロン式の農法を取り入れた。しかし、その後

に入植した無知な農民たちは、開拓使の命令を理

解せず、開拓使の施策は、崩れたとある。そして、

北海道開拓使が考えるように、北海道開拓が進ん

でいったら、すばらしい大地になったであろうと

書いている。梅棹さんは偉大な学者だと私も思っ

ているが、庶民のことをわかっていないのだなあ

と感じてしまう。初期の武士の入植者は、郷里で

鍬や鋤などを持ち、農業などしたことがないから、

開拓使にいわれるがまま、奨励する農法に取り組

んだ。しかし、後発の農民たちはそれぞれの郷土

で農業を営んでいた。農民たちは、自分の古里で

作っていた作物を作りたかったのだ。それが本音

なのだ。明治２３年に永山屯田に入った石山さんは、

郷里山形県から米をもってきて作ったという罪

で、監獄にはいったという記録もあり、厳しい罰

則もあった。これらの苦難を乗り越えて、入植民

はお米を作っていき、現在では、各県のお米の出

荷量で北海道は３位となっている。

それでは、開拓使が実施した政策がすべて失敗

したのかというと、そうでもない。今、北海道を

代表する農作物。アスパラ、タマネギなど和食で

使われない食材。それらはほとんどが明治初期に

北海道で栽培され始めたもの。実績を残した事例

も存在する。

開拓使の頃、紙と木で造られている「拝み小屋」

や「掘っ立て小屋」では駄目だとケプロンが提案

して、明治１４年頃篠津屯田兵屋ではロシア式の丸

太組兵屋が作られた。しかし、多くの開拓民は、

本州と同じ構造の住居を作り住んでいた。私達が

子供の頃、農村部では入ると土間があり、上がり

框があり、炉があり、畳の座敷があるという家だっ

た。それが１００年かかって今の住宅になった。そ

して、多くの部分で１００年という時代を経て、北

海道は本州と同じような生活となった。

考古学の面では、明治から昭和初期にかけては、

本州の大学の先生たちが北海道にやってきて、各

地を巡検しながら調査を行った。それを私は『観

光考古学』とよんだが、名取、大場、河野先生な

ど北海道在住の先生による調査の時代を経て、吉

崎さん、沢さん、野村先生、石附先生など、本州

で考古学を勉強してきた先生による調査の時代を

経て、日本列島全体の中の一地域としての北海道

の考古学。そして今は、本州で勉強してきた若い

先生方に、北海道の大学で考古学を学ぶ機会をも

つ学生たちがいるという時代になった。

北海道の歩みとともに、北海道考古学の内容も

このように進展を遂げてきたのである。これらの

歴史に、私達は学ぶところが大きい。

６０
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